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ま

す

。

防

水

界

の

覇

者

メ

ン

ブ

レ

ン

シ

ス

テ

ム

O

第

一

に

は

材

料

の

優

秀

な

る

貼

に

於

て

、

第

二

に

は

施

工

方

法

の

特

異

な

る

鮎

に

於

て

。

島

@

@

@

@

倫

相

由

。

@

@

@

⑨

串

@

@

@

@

@

@

O

故

に

骨

用

乞

重

ん

じ

、

構

築

物

永

久

の

利

盆

を

顧

慮

す

る

も

の

は

皆

こ

の

優

秀

無

比

の

完

全

防

水

「

g

B

@

@

1

1

1

1

1

1

1

1

t

z

l

，
I

I

l

l

i

-

-

ト

u

r

M

ワ

ヅ

グ

ル

」

メ

ン

プ

レ

ン

ジ

ス

-

プ

ム

を

特

定

し

採

用

せ

ら

る

、

所

以

で

あ

り

ま

す

。

米

副

に

於

て

叉

我

闘

に

於

て

。

銭

道

さ

云

は

令

、

銀

行

舎

一

枇

寺

院

さ

云

は

今

。

O

「

切

れ

パ
刈

川

河

」

パ

バ

オ

叶・

t
m

汁

ペ

汁

パ刊

は

他

の

陳

腐

の

方

法

ゃ

、

一

夜

準

り

の

模

造

物

さ

異

な

り

貫

に

新

法

の

創

始

者

で

あ

る

さ

同

時

に

二

十

除

年

の

経

験

を

有

し

、

絡

調

に

信

頼

し

得

る

完

全

防

水

で

あ

る

こ

ご

を

明

言

致

し

ま

す

。

日

本

総

代

理

屈

本

庖

大

阪

市

東

匝

高

麗

橋

四

丁

同

十

番

地

島

貿

易

株

式

曾

枇

建

材

部

支

庖

東

京

市

日

本

橋

国

卒

松

町

十

二

番

地

ご: : : : 写可'3  



- 廉 至格債一向高美優= 良優質品一火耐震耐・

画

司

述

築

材

料

部

A

A

w

m

刷

ズ

弁

企

リ

プ

プ

レ

y

hツ

ヘ

(

リ

プ

ラ

ス

)

A

コ

ー

ナ

ー

ピ

l

ド

A

-
内

外

〆

B

V

ラ

ス

A

B

イ

炉

ー

ポ

1

ド

(

耐

火

お

膏

板

紙

』

-

A

舶

来

V

-
す

1

F

ボ

ー

ド

各

相

刊

事
虫

'

A

h
F

1

7

ヰ

ゾ

ゲ

ー

一

(

促

別

天

)

}

A

ア

ス

フ

ア

h
F

ト

回

一

7

z

h
w

ト

一

A

某

他

建

築

材

科

一

般

一

圏

木

材

部

A

米

材

各

m
m

A

チ

l

p
材

A

ヲ

y

vJ

材

A

床

板

各

積

ｾ 阜
じ，業

p  .  

圏

訓

制

日

刊

部

A

内

外

小

姿

紛

A

内

外

H

M

今

内

外

米

画

工

業

部

A

油

製

粉

工

場

企

製

氷

工

場

A

A
W
-

脇

鉱

工

務

了一一一I

巡 型

長重品

A 一一一一」

田村商曾 軍

田

村

一

商

曾

創

始

圃

参

拾

五

年

経

験

画

団

施

工

会

部

請

負

圃

特

殊

闘

案

製

作

本

庖

紳

戸

市

民

市

町

六

丁

目

「

五

O

一

、

玄

O

二

電

話

元

町

{

五

O

一
二

、

五

O

四

戸

五

O

五

、

竜 北 電 桜 雪 量 京 軍 大 支

米 諸 ー 話 京 話 阪 t

l免 滋 大 市 士 市 居

E吉 章 雲 市 手 日 佐 西 山

叫 町 { ー 氷 堀 匹

市 町 港 回 Z 橋 戸「 靭

八 タ・ 一 町 三 苫 啓 六六 さ

ユ/ ーー . .  、. 守口 =雨

八 γ 五 一 三 三 層 八八 す

ピ 四 了 三二回 八八 一

一 三 市 了

一 街 O 目 二 己 町 一0 目

工

場

榊

戸

市

兵

臨

新

川

電

話

兵

庫

(

ユ

m
r
r」
煽

恥

炉

一

4  



Y  

アメリカンラチエーター曾社製

新 型 Ｗｾ デ Ｗ J L. レッドジャケツト ボイラー

1. 完成 サ v タノV 構造… … 長キタブルフリユー能率至高

2. 機械的調節装置並ェ附茄品一式具備

3.  最毛関裁ノ良キ亦色ジャケツトヲ以ア覆 J ν 完全ニ保温すノV

4. 外観 美麗・ …・・各扉 ｾ ，ＮＮ＾、精巧ナノ ｶ ｊｩＱｊ ｮｾ 仕上グ

然モ償絡ハ従来ノ製品ニ比シ低廉ナ IJ

積 煩 J長官制i 350平方 l沢ヨリ 17，900平 方l沢

jt;t l 水MIi ＶｃＰ Ｒｦｾ方収ヨリ ＲＹ Ｇ ＴＰＰ 平 方 ｩ 沢

I DE A L  R E D  J AC f i E T  B OI L E R  

1'¥0. ). Id(' al  Rec] No . 2  J deal  Red :;-¥0. 3. ldc: !l Rcd 1' 0. 4.  I r1enl  Recl  1:¥0. 5. l deal  Rpd.J u(.kc( 

.J arkE' t  Roi l 町・ .J a，，!日、t Roi l ( ' r .J 川、ket Roi  {' .J a引・l刊 t P，oiJ 引・ Boi l 引・

日 本 網 代 理 底

大 倉 商 事 株 式 舎 枇

東 京 銀 座 大 阪 北 演

=  5  一一



石綿セメント製…. . . . . スレートミ壁板

斯界に一新紀元を聾する. . . . .....

絶

廉

富

卓

低

聾

質

掛

庫

品

絶

在

万 年 ス レ ー ト 株 式 曾 祉

大 阪 市 西 区 新 町 南 通 三 丁 目

電 話 錨 町 四 0 七 O 番

モデ 6  =  



大

塚

製

金

庫

扉

の

持

色

は

防

火

的

理

想

の

完

成

し

た

る

昭

和

参

革

新

案

特

許

第

畳

萱

試

五

七

O

続

瀧

村

式

防

火

装

置

(

自

働

ア

ス

ベ

ス

ト

パ

ッ

キ

ン

グ

)

年 十 二 治 明 業 創

u

 n

u

 

金

庫

室

は

完

全

な

る

一

扉

苫

内

部

什

器

(

書

棚

及

書

幽

)

の

銅

銭

化

陀

因

り

始

め

て

紹

釣

的

災

害

防

止

の

効

果

を

賓

現

す 震 火 防 金 安 庫 金

可! 1! i 御

仕: n一

候 な 報

後 次

官十第

困 型

商 ｾｫ
調 差

製 出

縫 申

出 候

名 尊 る せ 入 納 り 巣 を 命 問 御

三

十

四

銀

行

弁

銀

力11 名 名

E 古

貯 屋

繋

銀

銀

行 行

明第

ぬY台

銀銀銀

大

阪

野

村

銀

行

野

村

詮

務

側

同

銀

行

そ資

キｾｾ楚

銀

抽

品

飛

良

工

銀

行

行

六

備

貯

欝

銀

行

蘇

自科業管銀銀

金

庫

室

入

口

防

火

扉

マ

シ

ホ

l

ル

井

田

二

志

扉

倉

庫

出

入

口

防

火

扉

銅

銭

製

書

函

並

=

書

棚

美

術

建

築

間

金

物

一

式

f 丁

銀

行

奈

頁

信

託

制

献

三

井

信

託

対

服

三

井

物

産

拙

官

一

四

谷

水

邸

原

行

灘

市

間

禁

銀

行

西

海

商

業

銀

行

大

野

行

大

阪

貯

落

銀

行

間

行

附

谷

合

資

東

京

金

物

部

三

菱

電

系

蜘

作

目

…

萩

町

信

用

組

合

名

作

門

医

松

坂

屋

呉

服

府

東

邦

瓦

斯

制

服

大

口

木

人

位

肥

料

制

式

曹

司

行

内

図

貯

金

銀

行

銀

行

山

口

大

阪

市

港

庭

九

億

商

逼

一

丁

目

一

三

O

番

地

⑮

 
久

美

滋

銀

行

行

大

垣

貯

常

銀

行

，
，
‘A

 

捜

野

議

商

陪

武

則

長

兵

衛

商

庖

三 呉 西 >. 7 J i l ? " 安古池宮竹F 八

古 古

市 部 事E際 民 間

宅 郷 瀬

商

園

内 馬

商

邸

北 l 町 之 上 家 軒 三 | 目丁一通商犠九 | 場

央

縁

鎖

王

新

金

庫

都

町

瀧

村

松

之

助

電

話

西

五

O

一

七

番

話b

所

王

邸底邸 1苫lfjS 民11

場
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理

想

的

床

敷

材

東

洋

リ

ノ

リ

ユ

l

ム

株

式

曾

枇

営

業

所

大

阪

市

東

匝

瓦

町

二

山

口

ピ

ル

四

階

電

話

本

局

一

一

一

m
J
1
ω

諦

年

額

百

五

十

高

平

方

様
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用 際 ト ツ チ デ リ ソ 産 園

現 出 の 料 材 築 建

ー「

型

録

進

呈
」

ソ

リ

タ デ

チ

イ.

ノ

ル ト

月] f買味陶

途 絡 デ 器

、イ氏有ノ

室廉シ; 皇

内 ナ 頗 従

及 リ ノ レ シ

外 堅 得

装 牢 ザ

用 ニノレ

シ色

テ 彩

而ト

モ 稚

ソ

リ

安 デ

全チ

-1 

壁 ト

用 由 テ 日

途ナ l吸本

、リ水壁

外 齢 、 及

装 ク 西

及 頗 洋

室 ノレ壁

内 強 ノ

水 凱 上

場 、 塗

用 色 料

彩 卜

自シ

{

外

装

用

ト

シ

テ

濁

逸

「

リ

シ

ン

」

ニ

い

ソ

リ

デ

チ

ツ

ト

一

ス

タ

イ

ン

↓

比

シ

吸

水

絶

無

健

裁

佳

良

、

債

絡

{

亦

極

メ

テ

低

廉

ナ

リ

ヘ

床

張

用

ト

シ

テ

「

リ

ノ

リ

ユ

l

ム

」

…

ヒ

ノ

デ

リ

ユ

l

ム

一

ニ

比

シ

低

廉

、

品

質

在

来

口

問

卜

異

鋪

床

科

一

ナ

リ

絶

問

ニ

翁

裂

知

、

ク

且

ツ

漁

分

-

4

プ

生

セ

ズ

f

用

途

熔

接

室

廊

下

及

一

般

床

敷

用

「

特

約

販

責

応

募

集

」

元 責 販 手 ー タ ト 内

応支阪大枇曾式株産物井三

元 造 製

祉 曾 式 株 業 産 皐 化 本 日

三 四 目 丁 三 通 江 堀 南 m . 西 市 阪 大
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-
Z

特

許

山

添

式

防

水

工

z
m

タ

l

ビ

ヤ

鋪

装

工

画

特

許

田

中

式

硝

子

屋

根

画

デ

l

ケ

i

式

・

シ

ャ

ッ

タ

ー

ー

式

サ

ツ

事事

-
E

デ

l

ユ

ケ

.. 
』

ー"

唖

鈴

木

式

及

デ

i

ケ

l

ラ

ス

圏

直

附

ぷ

ン

れ

団

団

星

セ

レ

、ヲ

ト

y  

n

H

V

 

H
い

じ

「

J 1-

グ

フ

ヒ

‘・ｾ＠

大

阪

市

西

区

南

堀

江

下

通

二

丁

目

内

外

蘇

材

料

合

資

命

日

一

舵

電

話

目

標

川

一

六

-

O

番

便 所 化 粧 霊 湯 殿

ビトロライト は永久に 、汚染、} お蝕

箆質、クラック等の憂は絶封にない

さ云ふ割! 想的のn占克材 でる b 士す。

これを便所に使用してはじめて街生

的さ云ひ得るものではないでせうか

ビトロライトの大きさ

3 尺 x 6 尺

色合… 白、黒、アイポリ一、ジヱイト

大阪市浪速匝楼川 IUJ - 丁目ー0 五四番地

大阪ビトロライト工事会費曾祉

電 話 模 川 ニ = 一 四 番

東京市京橋匝本材木町一丁目二三 電話日本橋(24) 0 九六九番出張所
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，司ー・咽.

A

晴

雨

を

不

論

夜

間

に

て

も

焼

付

得

る

A

焼

付

に

乾

燥

凡

て

を

電

気

臨

応

用

企

集

配

は

最

も

敏

速

を

期

す

青

第

県

ト

レ

ス

感 書

紙

複

類

光

潟

販

責

大

阪

市

此

花

区

今

開

町

一

丁

目

四

九

河

村

青

府

局

員

調

製

所

電

話

長

土

三

七

四

ニ

ナ

ヨ

プ

A 議
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一

型

録

選

呈

…

ｼＡ 純圏 産品 ｾｉ

耐 久 力機 能.

す べ て に 於 て 絹 針 優 秀

D OOR - C HE C K  

， .  

合 資 曾 枇

日本 ドアーチエヴク製作所

ｾｏｏｒＭｈｉｎｇｅ＠

大阪市東成富猪飼野町一0 七八

冷

蔵

防

熱

用

説

話

一

東

洋

第

一

位

打

住

宅

敷

物

用

.

リ

ノ

リ

ユ

l

ム

下

敷

用

化 炭勾

市

青

島

町

電

特

長

一

七

九

二

大

阪

市

北

直

堂

島

潰

遁

一

丁

目

百

十

番

地

電

話

北

-

一

-

一

八

九

東

京

市

紳

田

直

豊

島

町

七

番

地

電

浪

花

八

五

三

番

コJレ

本

社

及

工

場

民

島

大

阪

出

張

所

東

京

出

張

所

社 曾 式 株 業 工 洋 東

部 ク ル コ
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選 野 煙 突

石 綿 セ メ シ ト 製 で あ b ますから

焼けません. 錆びません. 腐 b ません

浅 野 壁 板

強靭の石綿織維ざ純良のセメントが主要

原料で すから石育紙板のやう[ と濃潤 f る

こご右〈日本壁のや う1: 剥落するこさが

あ b ません、下見 . o壁土玄金三国立塑三墾

等 ( t 川ひて誠に比類なき適品であ b ます

後…. _・・・・大1t

備...・H ・... .. 三尺

凶尺

J r . . . . . 一分五凪

二分以上

浅野スレート株式含. 祉

J l  京 大 阪 門 司 札 a  

. 1' 市 民 U 三寸 初 三 大阪 ，Ii北噌骨収叫街地三 門 司 市 白 * ・ 札 鍋 市 北 ー餓斑目 T 圃

1  8  6  0  6  0 8  1  1  g  S  1  

竃 宮 銀 座
1  8 6  1  11 f I l 北 竃 窃

電 g
s・8

1  .. 6  2  6  0  8  I  1 宮 2 a  

. .  密口座 l l U 6 8 0 0 0  飯樟口座ブ、阪 7 8 2 4 6 E置{ j t 口直翻問 1 0  9  d ・既I } n 広.，憎 6 8  6・

=  13 幸 吉 毘



槌

印

ホ

ラ

ッ

カ

ー

-J  

-圃圃.

-

ラ

ツ

カ

E

は

且

刷

新

の

高

級

塗

料

で

(

-

)

澄

川

ラ

ッ

カ

ー

さ

つ

一

)

ラ

ッ

カ

ー

ヱ

ナ

メ

ル

の

二

種

類

あ

り

ま

す

が

、

何

れ

も

乾

燥

が

非

常

に

速

く

、

耐

水

耐

熱

耐

油

性

で

、

叉

耐

久

カ

も

充

分

に

わ

り

ま

す

か

ら

、

近

時

自

動

車

の

車

憾

の

Y

「

ス

チ

ー

ル

カ

1

」

の

車

位

は

多

〈

「

ラ

ッ

カ

ー

」

で

、途

ら

れ

て

居

り

ま

す

、

仰

一

何

同

開

に

も

あ

る

械

に

「

ラ

ッ

カ

ー

」

に

も

滋

リ

に

く

い

さ

か

、

-
誌

が

高

い

さ

か

高

似

た

さ

か

言

ふ

飲

貼

が

わ

リ

ま

す

が

「

ニ

ホ

ン

ラ

ッ

カ

ー

」

は

従

来

の

オ

イ

ル

ワ

エ

ス

の

回

目

所

た

も

取

リ

入

れ

、

出

来

る

た

げ

飲

お

在

除

き

完

全

に

近

い

さ

言

ふ

自

信

た

以

て

都

民

交

・

し

て

居

リ

ま

す

、

是

非

御

試

刷

会

噌

願

ま

す

、

14 = = ;  

〈

御

叩

叫

知

次

泌

説

明

品

川

百

必

見

本

途

長

す

)



「

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

色

』

-
m
耕

柄

。

黒

耳

慣

緑

⑪ 

。

黄

曾合

赴 資

東

京

営

業

所

途 用

建 各 タ セ ス 鋪

築 穏 ィ メ レ 床

材 塗 /' 1 三

料料ノレ主ト蓄

用 用 用 用 用 用

東

洋

鍍

粉

所

大

阪

市

西

成

直

津

守

町

六

萱

萱

電

話

榎

川

四

二

四

六

番

東

京

府

下

淀

橋

町

角

筈

六

六

入

電

話

回

谷

七

八

六

番

一

手

取

組

国

一

慣

菜

位

割

引

勉

強

宝

録

巡

回

主

===>< 15 =ー



共:

， 

観偉の昨々橋屋寄数郡東

東

京

京

橋

隔

数

寄

屋

橋

々

昨

ニ

新

築

+

ノ

ν

タ

東

京

朝

日

ノ

新

館

ρ

其

ノ

建

材

外

視

線

ア

新

-

フ

ジ

キ

屯

ノ

デ

ア

Y

ガ

下

部

外

側

の

水

色

は

東

亜

コ

シ

ウ

リ

l

ト

塗

料

ス

ト

ン

コ

l

ト

ヲ

以

-

プ

美

装

ジ

上

部

外

側

の

人

造

石

面

は

東

亜

の

防

水

溶

ダ

ム

タ

イ

ト

ヲ

以

ア

防

水

ニ

備

へ

更

に

外

部

各

所

の

蛇

腹

は

東

E

の

ト

ア

・

ス

パ

l

ワ

エ

ス

ヲ

以

ア

美

麗

堅

固

ノ

塗

装

ヲ

施

ジ

識

者

ヲ

ジ

-

プ

ア

ツ

ト

云

川

セ

ツ

ツ

ア

η
ノ

|壁;曾JjE1j; ヰペ亜束 I

l I i ! ' = 16 軍 司



NI P P ON E L E V  A  T O R  CO.  

営 業 科 目

一

般

輸

議

機

械

ホ

#

ス

ト

一

作

ロ

i

ブ

ホ

l

レ

l

u

y

一

製

エ

ス

カ

レ

ー

タ

ー

一

・

ケ

ー

ブ

ル

カ

ー

一

E

コ

ン

ベ

ヤ

ー

各

種

一

設

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

各

種

大 阪 市 東 直 中 道 川 西 町

日本ヱレベーターま実舎祉

電 醤 東 2367 .  3805 .  5642 番

取締役量士長ヱ豊博士 芹 岡 安

事 務 取 締 役 工 事 博 士 堀 豊 太 郎

東 尽 支 底

東 京 騨 前 九 ノ 内 ピ W デ ィ ン グ 四 階

電話丸 J 内 (23) 3073 . 3074 番

専 費 特 許 東 松 式 外 ニ 拾 四 件

=  17 =  



コ

ン

ク

リ

ー

ト

上

に

根

太

を

用

ひ

ず

タ

イ

ル

を

張

る

さ

同

様

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

を

以

て

リ

ソ

ー

ド

床

板

を

張

る

も

の

な

り

床

板

上

に

張

る

場

合

は

特

穏

セ

メ

ン

ト

を

以

て

張

る

も

の

さ

す

。

専

貰

特

許

願

第

一

二

四

五

一

蹴

理

惣

的

根

太

無

床

板

間

右

第

一

二

五

f

五

蹴

新

案

特

許

第

二

七

二

八

七

披

式上丸

リ

ソ

ー

ド

床

板

特

長債

桝

低

廉

、

耐

久

性

絶

大

、

弼

方

性

二

宮

ム

保

温

性

快

戚

衛

生

的

‘

伸

縮

浮

上

9

ノ

憂

ナ

ジ

無

一

音

響

‘

修

繕

容

易

耐

水

性

、
4

耐

火

性

嶋

一

時

練

草

床

一

l

特

許

ピ

ト

y

ク

ム

床

J

一

一

特

許

ピ

ト

チ

ッ

ク

内

外

壁

一

一

九

上

式

y

y

1

ド

床

板

一

剥賓

楢

床

方反

特

許

葵

式

浮

化

装

置

一

水

道

、

衛

生

工

事

一

タ

イ

Y

、

衛

生

陶

器

一

街

生

エ

事

ク

張

立

ツ
ロ

床

挽

フ
ロ ヲ ν グ

寄 木

乾 燥 材

葵 式 プ

各 種

堅 木

曾

電西〔長〉四一九六

種語録ｾ三九五・九三ニ

地

三

宮

一

令

i

ノ

・
l

町

一

自

信

丁

町

・

l

四

挽

削

木

町

W

E

E

橋

港

京

市

市

-

h

v

阪

京

臨

調

大

東
東京替業所

- =- 18 =  



{ ふ 乞 を 添 書 御 旨 る 依 tこ 告 庚 誌 本 は 際 の 文 注 御 )

田園陸・・皿- 園田・園田園田E ・E ・

: 齢 一箇所 に 於 ーに… 披 孔 を

な し 得 る 判 ブ ラ ン ド コ 十 円 J'" i' 叶
ｲ ｾ 、機構 簡単堅牢ｾ Ａｾ比、 殊 ｬ こ主主空気 使用 量は僅 少

r ) S  

… ン タ ー チ フω ハ ン マ ー タ 引 シ づ

)一一… 叩ゐ b ま す … ル

ランマ一等各碕の= ユーマ チヴウツー J'" の詳細! 御照曾を乞ふ。

T h e  Cl ev el and Pneumat i c  T ool  Co.  

株 式

曾 赴

本

支

東

アン

洋

ド

線 代 理 庖

ユワス薗舎

Jfr:l: 東 京 市 芝 匿 芝 公園五競地( 御成門筋)

庖 大 阪 市 西 直 江 戸 堀 南 通 三 ノ 十 八

名 古 屋 ・小 倉 ・札 幌 ・京 城 ・謹 北・ 大 漣 ・紐 育

=  1 9 =  

• 



〔
シ

ル

フ

ォ

ン

温

度

調

節

器

)

機〉瓜話翼〈多

管 業 種 目

米閤フルトン合最上日本徳代理庖各純

迭風機作版賢媛房冷蔵換気治混乾燥

防火水道衛生炊事浴場設備ノ設計及

請貧

(

シ

ル

フ

ォ

ン

減

堅

金

〉

‘ 意

a・1> ｾ＠

( 高座 J レ ー ツ プ ロ { ア ー)

ヰゐι

大 阪 市 北 直 宗 是 町 十 番 地

語 朝 日 工 業 枇

電話土佐堀七四五九・三五O九・二一二五

合

舎

〈成告主A 御! 照合 ノ際ハ本誌康告ニイ炎ル旨御附記チ乞 フ)

= 20 =  



弊

底

は

目 科 薬 替

和

洋

家

具

設

計

製

作

室

内

製

飾

設

計

施

工

底

賦

袋

飾

設

計

施

工

和

洋

住

宅

設

計

施

工

悶

案

及

曲

山

告

若

板

般

木

材

加

工

其

他

箕

面

白

が

モ

ッ

ト

ー

皆

犠

方

の

使

用

人

bJ  

早
管

業

所

工

場

電

話

P干

大

土 阪

市

健室

堀 川

区

七繭ヲ二 重

九 江

タ九 町

七 一

_  'a六 四

二 八

= 。 九 五

一 帯

番 旅 番 地

後

嘗

口

座

大

阪

f ' =  21 =: ! "  



国

聞

副

司

自

国

園

田

冒

・

園

周

回

・

・

・

・

闘

副

園

田

・

・

・

・

'

h

T

i

w
川

U

.

治

例

制

.

U

枝

川

刊

同

司

品

川

m
m叫

が

ν
h

j

M

W

K

 

目課業営

目

下

東

京

に

て

開

催

中

の

大

躍

紀

念

図

産

振

興

博

覧

曾

へ

現

物

出

品

致

居

候

伶

御

高

覧

賜

y

度

候

乗

客

用

ヱ

レ

ベ

l

タ

!

料

理

用

リ

フ

ト

荷

物

用

ヱ

レ

ベ

!

タ

l

各

種

コ

ン

ベ

ヤ

ー

捲

揚

機

械

伸

縮

扉

其

他

一

般

輪

怠

機

械

設

計

製

作

株

式

曾

枇

大

阪

製

鎖

所

オ

l

・シ

i

・

エ

レ

ベ

ー

タ

ー

部

本

大

阪

市

此

花

町

奉

円

出

町

上

五

丁

廿

九

番

地

電

話

土

佐

堀

長

三

三

九

二

・

三

二

九

三

・

三

二

九

四

番

東

京

市

麹

町

匝

内

幸

町

一

丁

目

三

大

阪

ピ

Y

デ

シ

グ

六

階

電

話

銀

座

四

七

五

一

、

四

七

五

二

横

演

市

紳

奈

川

賀

町

二

番

地

電

話

本

局

長

四

六

一

回

・

五

一

二

二

番

出

張

社
口
川

J

E

F

 

横

演

分

工

場

= 2 2 =  



ス

タ

ン

レ

l

式

ハ

ン

ガ

ー

車

-

レ

!

ル

を

外

れ

る

こ

マ

」

絶

封

に

無

し

ょ

Z

銅

銭

製

に

て

耐

久

力

大

な

り

3
.

使

用

中

注

油

自

在

4. 

上

下 :ー

の

調

節

自

由

5
.

首

廻

り

式

な

る

を

以

て

下

の

如

き

戸

の

釣

り

方

に

好

遁

(

カ

タ

ロ

グ

進

墨

)

• 

ゼ

。

ス

タ

ン

レ

l

ウ

オ

ー

ク

ス

大

阪

市

北

区

中

ノ

島

四

丁

目

三

二

番

地

電

話

土

佐

堀

二

一

四

五

番

見

本

帳

贈

呈

(

乞

本

書

御

記

入

)

日

カ

セ

イ

ン

大

阪

市

西

直

西

道

碩

堀

通

五

丁

目

岩

城

塗

料

蹴

株

式

舎

吐

電

話

模

川

=

三

七

八

番

一

東

京

、

肺

回

、

錦

町

三

丁

目

二

華

北

.

大

和

町

三

丁

目

一

・

一
一

製

造

冗

出

張

所

=  2 . 3 =  



"M A R K  

印士富

大

積害

防 セ 内 警

水グ策室

剤干 zi

z 生 山

御

奨

ト

キ

タ

イ

現

今

セ

d

f

J
ト

防

水

制

も

同

種

類

の

も

の

も

相

円

高

あ

り

ま

す

が

何

れ

も

m
途

に

依

っ

て

多

少

の

遁

不

適

が

あ

り

且

債

格

が

一

般

に

高

位

で

あ

り

ま

す

か

ら

使

用

量

や

手

控

へ

ら

る

鼠

充

分

な

防

水

能

力

ぞ

認

め

ら

れ

ゑ

い

場

合

も

見

受

り

ま

す

弊

底

で

は

多

年

防

水

酬

の

制

明

治

に

従

事

し

其

研

買

に

な

る

製

品

や

以

て

各

建

築

物

各

業

者

の

御

使

川

L

T

願

ひ

優

秀

な

る

品

質

は

己

に

賢

績

に

よ

り

認

め

て

頂

い

て

居

り

ま

す

が

今

回

恒

柿

に

艶

し

大

量

生

産

に

依

る

統

一

せ

る

よ

ら

良

き

製

品

や

よ

り

安

く

提

供

す

可

〈

防

水

州

界

の

革

命

的

安

価

で

需

要

家

諸

彦

の

抑

引

立

や

柳

願

す

る

弐

第

で

あ

h

り

ま

す

。

八

V

外

に

急

結

Z

キ

タ

イ

ト

塗

布

エ

キ

タ

イ

ト

あ

り

見

本

進

呈

司

2
=
-
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
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セ

メ

ン

ト

着

色

剤

(

絶

釘

饗

色

セ

ヌ

)

英

図

製

，、L

ヱ

ク

チ

_，，; 

フ

印士富

本

側

は

セ

メ

シ

ト

及

石

灰

の

著

色

剤

に

し

て

在

来

の

顔

料

又

は

黄

土

其

他

の

着

色

物

さ

異

り

配

合

霊

少

な

き

鋳

セ

メ

ン

ト

の

効

h

H

や

弱

め

ヂ

且

つ

日

光

風

雨

の

篤

慶

色

す

る

民

れ

な

く

た

記

の

場

合

の

着

色

聞

と

し

て

最

も

遁

賞

し

た

内

斬

新

な

る

材

料

で

す

か

ら

御

試

験

の

上

多

少

に

不

抑

御

用

命

願

い

ま

す

。

ソ

レ

ヂ

ツ

ト

、

ド

ロ

マ

イ

ト

、

プ

ラ

ス

タ

ー

の

若

色

川

一

般

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

上

塗

:

・

:

:

・

目

下

資

色

又

は

僚

色

た

一

容

多

く

御

使

用

に

な

り

ま

す

室

内

叉

は

陳

列

査

の

服

張

:

・

・

:

:

線

、

出

円

、

賞

、

褐

色

が

遁

営

ι
て

ゐ

ま

す

浴

場

使

所

等

の

タ

イ

ル

の

代

m

i

-
----
絵

、

小

豆

色

が

答

ぼ

れ

ま

す

リ

ノ

リ

ラ

l

ム

代

川

床

漆

喰

の

者

巴

・

:

;

・
・
・
赤

、

黒

・

小

豆

色

が

歎

迎

さ

れ

ま

す

排

柄

の

代

用

ざ

し

て

j

i

-

-

少

最

の

赤

色

に

乙

て

鮮

麗

な

る

赤

が

出

来

ま

す

寒

水

石

、

サ

ヒ

石

、

瀧

山

等

の

洗

出

仕

上

、

研

出

し

叉

は

人

造

石

セ

メ

ン

ト

瓦

及

タ

イ

ル

着

色

刷

:

・

さ

し

て

は

特

に

遁

円

高

し

た

格

安

品

が

有

り

ま

す

• 

百
応
番
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向
久
昨
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防

水

工

事

は

建

築

の

生

命

で

あ

る

防

水

の

生

命

は

s

p

C

式

ラ

パ

ロ

イ

ド

防

水

唐

に

依

て

永

久

に

保

詮

き

る

大

阪

市

西

両

江

戸

堀

北

遁

一

丁

目

二

O

番

地

時

猷

ラ

パ

ロ

イ

ド

商

曾

電

話

土

佐

堀

一

{

設

一

定

制

門

司

市

東

本

町

二

丁

目

館

開

明

正

枇

建

築

材

料

部
「

目

安

三

七

八

香

電

話

門

司

{

六

九

O

番

{

一

五

六

O

番
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本

器

は

小

型

式

な

る

も

精

度

精

密

な

る

を

以

て

道

路

水

道

工

事

及

餓

道

建

設

に

最

遁

の

も

の

な

り

、

轄

向

パ

ル

プ

の

具

用

に

よ

り

一

幕

黙

に

て

簡

単

迅

速

而

か

も

精

密

に

調

節

せ

し

む

望

遠

鏡

の

廓

大

力

二

十

倍

に

し

て

標

柱

の

嚇

米

分

章一

砂

-

倫

二

五

O

米

突

に

於

て

精

護

せ

し

む

型録 Geo 2 御報次第進墨
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4  

1  

〉

明

治

十

八

年

創

業

守

キ

邸

皆

ト

震

当

。

斯

界

之

が

威

一

特

許

，

Z

A寸

他

/

遁

従

ヲ

許

サ

ズ

4

F
1
特

〆

後

帰

ナ

ル

回

世

併

-

o  

標

E

ロ

」

岩

.

段

、

玉

石

、

土

質

ノ

恒

敏

攻

略

，

別

ナ

A

Y

2

2

"

一

工

事

ノ

多

少

Z

不

拘

怒

遠

距

硲

低

廠

o  

特

t

一

挙

井

(

何

日

戸

片

付

口

約

諸

説

水

土

日

ヰ

リ

m

m

u

u

ヶ

九

二

日

間

什

l

同

符

J

Z

j

~

ボ

ー

リ

ン

グ

一

日

勺

れ

モ
利

川

和

問

的

戸

川

町

議

地

質

ノ

霊

長

水

位

7

L

Z

J

T

フ

レ

ク

〉

宣

〉

o  

泥

祭

大 E軒

阪 n

lIi i冨

京

則子主

市 街

m 大

気: i !

同

討

議も

. l l ! ノ

電器

下 鐙

録 明

泡 ヲ

縁 F晶

玉ぞ 凡

ｾ＠ B  

御 内

常事

ヲ ェ

受 御

11 JII 

命

ヲ

邦

。

推

向
寸
・
一
器

工

事

事

雪

室

長

防

=

R

g定

制

肘

γ

凡

森

川

ノ

急

ボ

f

リ

ン

ク

月

-

一

水

ノ

M

P

訣

ノ

神

的

:

合

理

的

ナ

ル

森

川

式

堅

持

地

質

調

査

ポ

1

リ・
4

，
ゲ

コ
1

7

1
式

ボ

1

リ

ン

ゲ

特

許

森

川

武

大

怒

弁

特

許

毘

鴨

川

弐

弁

側

袋

皆

岨

間

水

接

相

由

抗

打

滋

胎

畷

荷

h

H

拍

飴

。

元 三

肩河忘

.

.

.

.

.

.
 ，
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.. 
，
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組

府

圭

森

川

郎

前

大

阪

市

内

戸

芋

町

一

1

凶

電

縄

川

畏

四

四

一

一

-
一

o
-

東

京

市

制

川

瓜

命

制

作

川

下

谷

五

五

三

=

吉 本
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u

H

問

刈

日

二

回

ト

弘
一
山

九

ヴ

訓

川

議

官

Z

削

何

日

~

…

い

お

ヲ

版

印

私

タ

所

副

都

品

叫

S

峨

て

支

工

品

川

，

制

収

米

ぷ

品

十

大

大

前

尻

市
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色

調

と

人

生

人

生

の

一

切

は

色

調

に

始

ま

り

色

調

に

終

る

、

春

夏

秋

冬

の

季

節

さ

雄

も

色

調

た

く

し

て

何

の

春

ぞ

何

の

秋

ぞ

さ

謂

は

ね

ば

な

ら

ぬ

、

色

調

さ

は

静

勤

の

調

で

あ

る

。

美

醜

の

差

は

紙

一

校

の

薄

さ

に

過

ぎ

な

い

、

が

、

然

し

何

故

に

か

k

る

差

違

や

生

じ

る

か

、

吾

人

は

之

を

色

調

の

盛

衰

の

差

な

り

さ

云

ひ

た

い

、

美

は

即

ち

旺

盛

な

る

色

-剖

の

表

現

で

あ

る

、

そ

こ

に

は

恵

ま

れ

た

る

健

康

三

伴

-

-

な

る

人

生

さ

を

生

じ

る

色

調

の

ぃ袋

槌

は

斑

ち

に

醐

さ

な

り

倦

怠

を

生

じ

る

。

整

え

る

建

築

に

於

い

て

絶

歩

人

聞

に

劃

し

で

あ

る

心

よ

き

感

閥

均

を

放

射

し

つ

つ

あ

る

の

は

英

線

原

に

於

い

で

旺

椛

な

る

色

調

の

路

動

あ

ゐ

が

錫

に

外

注

ら

な

い

、

今

や

枇

を

象

け

て

ん

称

の

花

に

僻

は

ん

さ

す

る

時

暫

ら

く

心

を

放

っ

て

色

調

.

人

生

、

建

築

て

ふ

世

界

に

遊

ぶ

も

高

更

無

意

義

で

は

あ

る

ま

い

。

(
三

、
三
、

二

八

、

使

山

生

〉



室

内

装

飾

植

物

が

装

飾

に

重

蜜

な

所

以

華

麗

な

窓

掛

も

清

楚

な

唆

紙

も

精

巧

な

色

硝

子

窓

も

各

種

の

家

具

類

も

之

等

机

れ

も

が

室

内

装

飾

の

主

要

材

料

で

は

あ

る

が

、

凶

叫

に

生

々

-

こ

し

た

妥

囲

気

孔

管

室

内

に

一

諜

は

せ

快

梧

な

気

分

ぞ

起

さ

せ

る

に

は

何

よ

り

も

装

飾

材

料

さ

し

て

植

物

を

ぽ

川

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

そ

れ

は

決

色

の

明

代

都

市

の

山

地

築

線

を

飾

る

一

僚

の

縁

ω

牧

水

帯

が

比

滞

し

た

都

ぃ

山

の

母

叫

に

、

溜

湘

た

る

賠

償

の

感

じ

ゃ

喚

趨

さ

壮

-
る

如

う

に

、

冷

か

な

飾

h

り

を

温

か

8

う

に

す

る

に

は

附

伎

や

伐

裁

か

洋

風

崎

町

花

や

草

花

の

鉢

物

が

最

も

好

趨

な

M

料

で

あ

っ

て

、

之

こ

そ

人

間

・本

山

邦

の

自

然

を

愛

好

す

る

依

然

の

要

求

で

あ

ら

う

。

近

著

の

「

ハ

ウ

ス

、

ア

ン

ド

、

ガ

ー

デ

ン

』

に

も

又

『

カ

ン

ツ

リ

l

、

ラ

イ

フ
、

イ

ン

、

ア

メ

リ

カ

』

に

も

随

物

材

料

ぞ

禅

山

に

使

川

し

た

妥

内

装

飾

の

町

例

いか

美

し

い

篤

昆

で

招

介

さ

れ

て

ゐ

に

か

ら

、

之

等

の

一

二

や

借

っ

て

新

し

い

出

身

し

た

宗

一
内

の

飾

り

附

け

に

就

い

て

必

、守

、，

し

て

の

植

物

材

料

笠

な

植

物

材

料

の

選

揮

や

配

置

管

理

に

闘

し

て

少

し

記

越

し

て

み

や

う

。

植

物

を

装

飾

と

し

に

沿

革

は

極

く

古

い

西

洋

で

は

背

か

ら

『

花

を

訴

す

る

者

は

幸

一一臓

な

り

』

〈
』

云

ふ

合

言

が

あ

る

こ

聞

い

た

が

、

洋

の

東

西

令

問

は

や

'

古

今

を

通

じ

て

凡

向

燃

物

L

T

憤

慨

し

た

と

と

は

人

聞

の

本

部

で

共

通

で

あ

っ

た

で

あ

ら

う

。

と

う

し

た

気

分

は

紫

倣

な

現

代

生

活

の

渦

中

に

あ

る

人

達

に

も

亦

是

非

共

忘

れ

て

は

な

ら

友

レ

気

分

の

一

つ

で

、

そ

れ

が

町

際

に

は

幾

多

の

影

響

を

耐

ら

す

こ

さ

に

な

る

の

で

あ

ら

う

υ

想

ふ

に

太

古

の

時

代

に

於

て

吾

人

の

先

仔

.
民

族

が

皐

仁

木

を

構

へ

て

某

舎

建

る

時

代

に

於

て

室

内

装

飾

な

ん

て

と

き

は

令

く

必

想

さ

ヘ

し

な

か

っ

た

で

あ

ら

う

が

、

燃

し

彼

等

も

'

叫

に

頭

'M

抗

告

飾

る

に

も

頚

を

袈

・山

に

も

野

偉

い

の

花

や

葉

L

T

使

ふ

と

さ

は

知

っ

て

ゐ

た

ら

し

い

。

こ

う

し

た

愛

位

牌

ご

も

-
E

ふ

べ

き

心

理

蹴

態

は

今

日

も

猫

装 方

米

治

良 ｉｾ

身

具

さ

し

て

榔

子

の

葉

等

を

好

ん

で

使

用

す

る

盟

人

の

風

包

に

よ

っ

て

も

遁

想

し

得

る

の

で

あ

る

。

利

代

史

そ

故

手

る

に

天

の

山
石

戸

の

紳

楽

や

愛

し

給

ひ

し

さ

体

へ

ら

γ

ノ

ノ

ワ

ヅ

，

J

E

S

h

F

る

、

天

釧

女

命

が

胸

飾

に

川

ひ

ら

れ

た

織

の

紐

は

、

之

と

そ

今

日

も

炭

〈

装

飾

に

使

川

さ

れ

て

ゐ

る

『

ヒ

カ

ゲ

ノ

カ

ヅ

ラ

』

即

ち

墜

名

を

『

り

コ

ボ

デ

ア

、ム

、

ク

ラ

パ

タ

ム

』

さ

呼

ぶ

石

松

科

の

隠

花

植

物

で

あ

ο
た

こ

さ

は

山

弘

家

が

説

い

て

ゐ

る

文

肱

に

誌

さ

れ

た

名

郁

は

或

は

一大

の

日

泌

(

古

事

記

)

と

か

戒

は

υ

い

彰

い

益

(

延

喜

式

)

さ

あ

る

が

華

し

同

一

の

も

の

ご

祭

ぜ

ら

れ

る

U

海

外

に

於

け

る

例

ぞ

尋

ね

て

み

る

に

、

希

臓

の

盛

ん

で

あ

っ

た

年

代

に

有

名

た

オ

リ

ン

ピ

ヤ

の

祭

典

で

、

そ

の

勝

者

ぞ

表

彰

す

る

に

用

い

大

月

桂

冠

、

』

そ

即

ち

片

付

出

(

ロ

ー

ル

ス

、

ノ

ピ

ル

ス

)

で

造

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

さ

は

周

知

の

こ

-

こ

で

あ

る

。

除

談

で

あ

る

が

今

日

で

は

こ

の

種

の

植

物

の

葉

の

有

つ

一

種

の

香

気

を

利

川

し

て

ベ

1

-
フ

ム

香

水

な

ん

か

ど

遁

ら

れ

て

化

粧

材

料

さ

し

て

汎

く

財

界

の

人

々

に

知

ら

れ

て

来

た

。

Z  



本

邦

で

は

挿

花

、

西

津

で

は

盛

花

が

脱

帽

謹

し

た

国

民

的

哨

好

や

生

活

習

俗

の

異

例

、

越

築

様

式

の

差

呉

、

之

等

種

々

の

関

係

か

ら

本

邦

三

間

洋

さ

は

勿

論

装

飾

ざ

し

て

使

川

す

る

純

物

の

飾

り

方

が

同

一

で

な

い

。

即

ち

本

邦

で

は

押

花

三

し

て

硝

特

の

渡

蓬

ぞ

謹

け

西

洋

で

は

椛

化

、

、

-

し

て

特

製

の

準

渉

L

T

見

た

の

で

あ

る

。

今

こ

の

商

品

引

を

比

較

し

て

み

る

に

本

邦

の

押

花

に

は

一

つ

の

雫

張

が

め

っ

て

そ

れ

は

秘

附

怖

さ

か

奥

山

川

さ

か

呼

ば

れ

た

も

の

で

、

そ

の

要

旨

は

自

燃

や

向

ん

で

天

地

人

の

三

方

を

型

の

要

素

じ

し

て

自

然

美

を

失

は

ぬ

程

度

で

、

或

は

枝

ケ

強

め

幹

や

矯

め

す

る

こ

さ

が

許

さ

れ

で

あ

っ

て

古

前

も

遠

州

池

ノ

坊

d

h

表

現

の

技

巧

は

建

つ

で

も

恐

ら

く

精

神

に

於

て

は

盛

り

は

な

い

の

で

あ

っ

た

。

之

に

反

し

て

西

洋

の

椛

花

は

鼠

に

美

し

く

華

や

か

に

盛

り

あ

げ

る

の

が

主

旨

で

あ

る

か

ら

方

式

本

流

汲

も

無

い

の

で

あ

只

忌

み

花

ハ

例

せ

ば

葬

儀

に

は

白

い

も

の

や

主

に

.  
1; )  巴

も

の

ぞ

嫌

ふ

や

う

に

)

三

か

花

言

楽

に

よ

る

小

さ

い
十

規

定

が

あ

る

ば

か

り

で

と

の

鮪

は

頗

る

自

由

で

開

放

的

で

あ

る
。

そ

れ

で

あ

る

か

ら

色

彩

の

配

合

に

さ

へ

注

意

す

れ

ば

誰

に

で

も

各

自

の

巧

者

で

立

汲

に

仕

上

け

ら

れ

る

丈

拘

束

の

な

い

自

由

な

勝

花

の

方

が

一

日

の

長

か

あ

る

さ

芯

は

る

。

近

来

日

本

の

生

活

様

式

も

西

洋

風

か

加

味

さ

れ

て

一

同

盟

し

て

来

大

か

ら

、

品

川

然

従

来

の

n
本

の

押

什

叱

も

時

代

の

州

首

求

に

肱

じ

て

改

め

ら

れ

な

り

れ

ば

な

ら

な

い

、

そ

し

て

洋

札

の

盛

花

が

そ

の

自

由

な

型

三

色

彩

美

の

燕

麗

な

特

徴

ぞ

仰

頭

に

提

け

て

.

大

-
L

本

邦

古

来

の

押

従

の

陣

地

会

風

昨

し

τ
米

た

次

第

で

あ

る

。

賢

際

に

就

て

考

察

す

る

に

作

風

の

作

家

が

今

日

の

や

う

に

明

加

し

亡

来

れ

ば

‘

そ

ω
宗

門

。

信

仰

る

べ

き

川

町

素

三

な

る

花

升

肱

川

の

之

等

の

装

飾

法

も

勿

論

革

命

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

ー

の

は

や

川

然

で

わ

ゐ

か

ら

、

恐

ら

く
A

(

l

後

作

風

ω
峨

花

か

付制

-
ハ
ヂ

ん

ば

作

風

化

さ

れ

に

四

方

山

か

ら

眺

め

〉

れ

る

や

う

な

新

時

代

の

挿

花

〔A
F
1

H

新

ら

し

い

一

部

の

ぺ

一
花

削

匠

泌

が

試

み

ら

れ

て

ゐ

る

役

人

ω

系

統

)

が

産

れ

て

来

て

従

米

の

姉

従

に

代

る

と

さ

で

あ

、
し
り

よ

ノ

。

盆

栽

よ

り

も

鉢

物

が

一

層

要

求

さ

れ

る

砕

い

活

状

態

の

向

上

さ

建

築

様

式

の

一

拘

置

と

は

所

部

文

化

物

語

令

現

出

し

て

前

策

室

内

装

景

の

一

材

料

三

し

て

電

賓

が

ら

れ

た

千

金

の

枝

擬

や

有

っ

た

盆

栽

よ

り

も

、

今

日

で

は

却

っ

て

安

値

段

西

洋

草

花

の

鉢

物

が

一

一

府

要

聾

さ

れ

る

や

う

に

・

な

っ

た

。

と

の

現

象

は

日

本

座

跡

の

建

ひ

棚

や

地

袋

の

上

、

さ

て

は

金

界

風

そ

背

に

し

た

女

関

口

等

で

蹴

然

さ

飾

、

わ

れ

た

盆

殺

が

、

値

観

の

高

い

の

と

管

理

に

A

同

が

折

れ

る

錦

め

に

一

部

数

奇

者

々

除

い

て

一

般

の

人

謹

か

ら

遠

ざ

け

ら

れ

る

傾

向

芝

、

洋

風

を

加

味

し

た

牛

活

段

式

か

人

つ

〔

熔

接

室

L

A

A

A

常
.

も

作

風

m
w

椅

子

三

阜

三

に

改

め

ら

れ

て

中

庭

階

級

-

L

H

装

飾

三

し

・

て

は

不

調

和

な

徐

栽

よ

り

も

、

安

く

て

時

々

夏

山
刊

の

川

市

然

る

西

洋

草

花

の

鉢

物

が

好

ま

れ

て

倣

迎

ユ

』

れ

る

結

川

市

に

外

な

ら

な

い

の

で

あ

る

o

然

し

と

う

し

・

傾

向

が

あ

・

る

か

ら

将

来

最

栽

鮫

の

用

金

が

A

t

M

m

無

く

な

る

か

さ

云

ふ

に

決

し

て

さ

う

で

は

な

い

さ

芯

は

れ

る

c

此

慨

花

が

持

ん

に

な

っ

て

も

仰

花

も

改

科

さ

れ

た

も

山

が

併

行

し

て

袈

怖

に

川

ひ

ら

れ

る

さ

同

掠

・

金

栽

釦

も

必

千

現

代

生

活

に

調

和

し

た

も

の

が

掛

さ

れ

て

(

例

へ

ば

綜

粗

竹

の

寄

せ

植

と

か

、

戒

は

匂

物

の

懸

幌

作

り

さ

か

)

川

ひ

ら

れ

る

も

の

も

少

く

な

い

で

あ

ら

う

d

余

裁

は

H

水

ω
関

整

家

が

永

い

間

に

洗

練

し

た

技

巧

を

以

て

内

外

に

ま

で

誇

っ

て

米

大

種

の

整

術

品

で

あ

っ

て

、

終

米

h

改

一存

さ

れ

た

生

活

様

式

に

調

和

を

保

づ

な

ら

ば

減

亡

す

べ

き

も

の

で

は

な

か

ら

う

さ

確

信

さ

れ

る

。

H

M

近

頃

の

傾

向

は

何

に

よ

ら

A

V

安

価

で

あ

っ

て

翻

立

問

値

の

あ

る

装

飾

品

が

一

一

般

に

倣

迎

さ

れ

る

川

の

小

で

あ

る

か

ら

、

聞

の

比

較

的

高

い

挽

味

の

あ

る

稔

裁

よ

り

d

h

安

く

て

華

美

悲

鉢

物

が

官

れ

る

の

は

賀

川

品

本

位

の

マ

l

ク

ツ

ト

繁

回

目

の

世

岡

山

そ

の

ま

当

で

致

し

方

た

い

次

第

で

あ

る

。

通

風

客

聞

に

相

躍

し

い

飾

り

方

什

化

升

や

謄

則

し

て

飾

る

べ

き

方

法

は

少

く

な

い

が

、

そ

れ

は

或

は

ク

リ

ス

マ

ス

の

夜

ご

か

誕

長

日

で

あ

る

さ

3  (  



か

特

種

な

日

の

一

時

的

な

飾

り

方

で

あ

る

か

ら

、

之

等

フ

ロ

ー

ラ

ル

ヂ

ョ

，

l

b

ヨ
・

J

の

花

升

装

飾

に

就

て

は

他

日

別

に

誌

す

こ

さ

に

し

て
、

こ

暑

で

は

鉢

物

を

主

唱

こ

し

た

平

素

の

飾

り

方

ぞ

述

べ

る

に

止

め

て

置

こ

う

。

先

づ

季

節

と

室

の

大

小

、

暖

房

通

風

の

閥

係

等

に

よ

っ

て

そ

の

装

飾

に

供

川

す

べ

き

植

物

材

料

の

選

探

を

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

特

に

夏

向

は

葉

物

ω
涼

し

さ

う

な

も

の

や

主

に

之

に

清

楚

な

花

物

ぞ

強

調

材

料

・

こ

し

て

少

し

く

配

す

る

や

う

に

取

混

ぜ

、

又

冬

季

は

室

が

暖

房

装

置

が

あ

れ

ば

杭

物

油

室

同

僚

に

恩

ふ

ま

・

な

材

料

が

飾

れ

る

が

、

然

ら

ざ

る

場

合

に

は

比

眼

的

低

視

に

も

耐

え

仰

向

る

も

ω
や

選

ぶ

と

三

部

大

切

で

あ

る

u

潟

宝

で

培

養

し

た

プ

リ

ム

ラ

や

シ

ネ

ラ

リ

ヤ

を

持

ち

断

っ

て

平

身

花

が

」震

へ

葉

が

凋

れ

る

の

は

多

く

は

制

度

の

念

設

に

よ

る

泌

死

が

多

い

ゃ

う

で

あ

る

。

痕

常

一

や

居

川

は

多

少

火

気

が

あ

っ

て

丸

客

附

忽

品

」

は

佼

中

金

く

火

気

ケ

絶

つ

司

』

〈

』

が

多

い

か

ら

特

に

と

の

貼

の

注

款

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

給

水

さ

云

ふ

司

』

三

-b

桔

物

の

符

理

上

大

切

な

事

項

で

多

く

て

も

少

く

て

も

勿

論

小

結

米

金

制

く

か

ら

、

大

館

に

於

て

草

花

類

は

U

W

H

少

量

宛

.

叉

樹

木

の

も

の

は

隔

円

さ

か

三

日
・
こ

か

に

多

量

令

給

水

す

る

、

』

と

に

心

掛

け

て

多

く

の

場

合

鉢

の

表

土

が

白

く

乾

燥

し

た

も

の

は

不

足

な

静

械

で

且

つ

組

物

は

染

や

翠

の

様

子

℃

水

分

の

不

足

そ

比

口

け

る

も

の

T

あ

る

か

ら

、

少

し

注

怠

し

て

慣

れ

て

〈

れ

ば

水

分

の

治

不

足

ぞ

容

易

に

察

知

す

る

こ

さ

が

出

来

る

も

の

で

あ

る

‘

概

し

て

暖

房

の

あ

る

室

で

は

乾

燥

す

る

、

』

-

こ

が

早

い

の

は

常

然

で

給

水

も

噴

務

さ

共

に

瀕

繁

に

せ

ね

ば

な

ら

な

い

。

情

て

、

一

つ

の

室

ぞ

余

栽

な

り

鉢

物

で

飾

る

に

は

如

何

ん

な

配

置

に

す

べ

き

か

さ

去

ふ

に

、

そ

れ

は

室

の

大

小

‘

構

造

、

他

の

装

飾

さ

の

調

和

釣

合

な

も

」

で

は

述

べ

難

い

が

、

要

す

る

に

八

品

目

乃

至

十

二

品

位

の

大

さ

の

洋

室

三

す

れ

ば

こ

の

頃

・

な

れ

ば

中

央

の

『

テ

ー

ブ

ル

』

の

上

に

ク

ン

チ

ヤ

(

榔

子

類

)
の

鉢

物

で

も

据

え

τ

『

マ

ン

ト

ル

ピ

ー

ス

』

の

上

に

は

プ

リ

ム

ラ

シ

ネ

ン

シ

ス

(

畑

町

隼

の

類

〉

か

シ

ネ

ラ

リ

ヤ

か

の

花

物

金

叉

側

方

『

チ

ー

テ

l

プ

ル

』

の

上

に

は

「

ソ

フ

ァ

ー

』

に

近

く

何

か

寸

し

た

カ

!

永

l

シ

ヨ

ン

の

感

花

で

も

置

き

、

窓

際

に

は

ア

ザ

レ

ア

、

フ

リ

l

ジ

ャ
、

ク

ロ

ト

ン

、

カ

ラ

l

，

ネ

フ

ロ

レ

ピ

ス

、

ゼ

ラ

ニ

ュ

ー

ム

、

ア

ス

パ

ラ

カ

ス

等

ぞ

取

り

交

ぜ

て

配

列

す

れ

ば

締

鹿

で

あ

る

。

入

口

の

雨

側

に

は

綜

枯

竹

三

関

λ

葉

の

ゴ

ム

ノ

キ

の

鉢

物

の

大

会

-

な

も

の

令

-

つ

宛

開

け

ば

丈

夫

で

永

年

愛

玩

が

出

来

や

ぅ

。

之

等

は

ん

て

ど

三

十

図

録

で

賀

入

れ

ら

れ

過

牟

は

丈

夫

で

永

〈

創

立

し

て

育

て

ら

れ

る

も

の

ば

か

わ

で

あ

る

C  

【

挿

入

京

民

の

説

明

】

姉

闘

の

ハ

申

)

は

サ

ン

ル

ー

ム

ぞ

植

物

で

飾

り

立

て

た

も

の

で

‘

中

央

卓

上

に

は

各

種

の

水

仙

や

押

し

た

鎮

の

様

lて

盛

花

胤

耐

を

据

え

、

正

商

窓

際

に

は

桃

の

押

花

を

中

心

に

雨

側

に

ネ

フ

ロ

レ

ピ

ス

へ

羊

歯

矧

)

や

ア

ス

パ

ラ

ガ

ス

、

プ

レ

モ

サ

ス

ナ

、

ス

等

の

鉢

物

を

数

個

配

列

し

、

隅

を

遡

っ

て

窓

際

の

棚

に

は

「

ス

タ

ン

ド

』

'

T

挟

ん

で

マ

グ

レ

ッ

、

ア

デ

ヤ

ン

タ

ム

、

ボ

イ

ン

セ

チ

ャ

、

ラ

ン

タ

ナ

、

ペ

コ

ェ

ャ

、

ヘ

リ

オ

ト

ロ

ー

プ

、

シ

プ

リ

ペ

ヂ

ユ

ク

ム

プ

リ

ム

ラ

オ

プ

コ

ニ

カ

等

の

香

気

の

高

い

花

物

や

絡

色

の

美

し

い

球

物

令

交

互

に

陳

列

し

て

あ

る

ゆ

叉

『

ス

テ

4  

ツ

プ

』

の

雨

脇

に

は

大

き

な

モ

ン

ス

テ

ラ

デ

リ

シ

オ

サ

や

が

ス

マ

ル

の

や

う

な

観

葉

熱

郁

植

物

令

飾

り

陀

置

い



て

あ

る

。

こ

の

引

は

之

等

各

種

の

植

物

を

越

冬

さ

す

に

夜

間

気

慣

例

氏

の

ト

四

一

九

山

崎

以

上

を

保

た

ね

ば

村

損

の

恐

れ

h

u

あ

る

。

(

乙

)

の

方

は

梢

物

を

装

飾

の

主

材

さ

す

る

縞

に

特

種

な

叫

納

品氾

に

浩

っ

た

『

サ

レ

マ

l

ハ

ウ

ス

』

の

例

で

、

ク

リ

l

ム

色

ス

タ

ツ

コ

の

俊

而

に

は

精

子

航

の

柵

や

浩

り

白

ペ

ン

キ

を

滋

り

、

こ

の

格

子

へ

鉢

杭

に

し

た

種

々

の

タ

リ

シ

￥

d

グ

ノ

シ

ν

ツ

益

孔

植

物

(

吋

夕

、

ア

ス

パ

ラ

ガ

ス

、

ホ

、

不

!

サ

ッ

ク

ル

等

)

令

制

仙刊

さ

せ

、

又

祭

，
際

に

は

『

ウ

ヰ

ン

ド

l

、

ボ

ッ

ク

ス

』

ぞ

設

け

て

こ

、

に

ケ

ン

チ

ャ

、

ゼ

ラ

ニ

l

ム

・

シ

ペ

ラ

ス

、

マ

グ

レ

ッ

、

ド

ラ

セ

ナ

，

ク

ロ

ト

ン

ク

リ

ピ

ヤ

等

の

倒

立

柄

物

の

鉢

物

や

配

置

し

て

あ

る

。

涼しきうな級のサ Y マ 一 戸 ウ ス

交

鯨

椅

子

に

近

く

鉢

物

大

東

の

ゴ

ム

ノ

キ

(

フ

イ

ツ

カ

ス

)

が

偉

終

常

h

て

こ

仰

取

っ

て

即

白

か

れ

て

あ

る

。

蔭

裏

の

ん

の

棚

仁

は

ネ

フ

M

レ

ピ

ス

や

ア

ヂ

ヤ

ン

タ

ム

の

羊

悩

類

が

世

か

れ

て

紘

の

机

込

や

作

っ

て

ゐ

る

。

こ

う

し

た

配

列

は

い見

向

に

は

恰

好

の

飾

わ

で

あ

ら

う

。

(乙)

! 照明燃: 下で 眺 め れ rt: 9ト

(

丙

)

は

中

央

に

小

さ

な

「

プ

ー

ル

』

そ

有

っ

た

『

サ

V

ル

'
l

ム

』

の

煉

瓦

制

法

の

床

上

K

フ

イ

ツ

カ

ス

・

ベ

コ

ニ

ヤ

、

ア

ロ

ウ

カ

リ

ヤ

、

ド

ラ

セ

ナ

‘

マ

ラ

ン

タ

等

の

槻

泌

物

の

鉢

植

を

禅

山

総

列

し

て

、

一段

に

窓

際

の

植

込

棚

に

は

コ

リ

ク

ス

、

ゼ

ラ

=

ウ

ム

、

ボ

ス

ト

シ

フ

ァ

ン

等

や

飾

り

、

釣

鉢

じ

は

ス

.

フ

レ

ン

ゼ

リ

l

e

ぞ

大

井

か

ら

( 乙ノ ニ)

義一

れ

さ

せ

て

あ

っ

て

夜

中

央

め

「
.
ア

ー

ル
』

-
L

は

ニ

ン

フ

イ

ヤ

ぞ

浮

か

し

て

各

も

維

の

影

や

漂

は

さ

せ

て

あ

る

。

(

T

)
は

「

ス

プ

リ

ン

グ

』
の

あ

る

手

で

水

仰

に

は

水

草

や

浮

か

せ

一州

側

に

丸

刈

什

立

の

プ

ザ

レ

プ

を

鉢

机

に

し

マ

l

プ

凡

の

刷

倣

の

後

ー

は

ツ

タ

や

5  

て

泣

い

で

あ

る

。



生

?

と

1

.
土

色

彩

で

飾

り

上

げ

た

「

サ

ン

ル

ー

ム

」

(

了

)

「

ス

ブ

リ

J

ゲ

」

ら

も

っ

夏

向

の

客

室

の

飾

リ

附



チ

』

の

涼

し

さ

う

な

光

景

で

「

-

ア

l

プ

ル

』

の

上

に

は

大

き

な

鉢

柿

の

羊

もつ サ シ ポ ー チ

時

幽

守

、

叉

一

附

の

鉢

物

は

西

洋

ア

ジ

サ

4

の

見

事

に

咲

き

誇

っ

て

ゐ

る

姿

で

あ

る

。

和

風

客

聞

に

遁

賞

し

た

飾

り

方

級の天井1 J ，.

品

仇

栽

さ

挿

花

守

』

は

背

か

ら

日

本

座

( 氏)

政

そ

飾

る

組

物

材

料

の

鎚

壁

℃

あ

っ

て

、

今

夏

改

め

て

と

為

陀

質

言

を

袈

し

危

い

の

で

あ

る

が

、

金

裁

に

就

て

の

み

そ

の

鑑

賞

論

の

泉

ぞ

川

っ

て

ボ

ス

ト

ン

フ

ァ

ン

ω
鉢

を

白

い

て

あ

る

ハ

成

)

は

ツ

タ

を

天

井

寸

述

べ

て

置

こ

う

じ

金

裁

は

本

一

米

は

盆

栽

そ

の

も

の

ぞ

主

慌

さ

し

て

鑑

れ

す

べ

き

も

の

で

、

金

裡

に

移

さ

れ

て

内

燃

に

人

工

ぞ

加

へ

た

植

物

が

如

何

に

審

纏

は

せ

も

凡

「

ア

ー

チ

』

が

あ

っ

て

浪

k

と

湧

く

ラ

イ

オ

ン

の

概

質

を

而

に

川

は

せ

て

あ

る

『

ボ

l

美

的

で

あ

る

か

に

位

植

が

住

じ

鑑

白

眼

も

と

通

告

的

三

し

て

批

許

を

加

へ

優

劣

や

論

じ

た

も

の

で

あ

る

が

、

乙

う

し

た

鑑

立

振

は

所

説

盆

栽

通

で

か

仏

え

で

は

出

来

な

い

仕

事

で

あ

る

。

そ

と

で

盆

裁

か

賀

川

化

さ

れ

て

今

日

で

は

一

部

の

人

謹

に

は

別

・
こ

し

て

一

般

に

は

品

目

京

M

m

か

ら

一

応

進

ん

で

室

内

装

飾

の

材

料

三

な

っ

た

吹

第

で

あ

る

韓

日

の

凶

仰

木

庖

か

ら

求

め

た

盆

栽

は

誰

し

も

金

柑

そ

の

も

の

よ

挽

立

は

従

さ

し

て

、

ぬ

も

ど

宗

門

装

飾

川

に

使

っ

て

ゐ

る

や

う

で

あ

る

。

そ

こ

で

室

内

接

帥

ω
具

に

供

す

る

以

上

は

必

宇

や

そ

の

室

に

調

和

す

る

や

う

た

も

の

ぞ

選

搾

し

て

植

物

の

装

飾

材

料

・

こ

し

て

の

使

命

な

法

せ

し

め

ね

ば

な

ら

な

い

。

和

風

客

u

t

宅

金

栽

ぞ

m

泣

く

べ

き

切

山

川

は

第

に

床

を

推

さ

ね

ば

な

ら

な

い

。

そ

・し

て

床

に

は

掛

幅

が

あ

る

か

ら

之

等

の

書

器

三

金

栽

-

こ

は

最

も

調

・
和

す

る

こ

三

が

傑

併

の

一

つ

で

あ

る

と

さ

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

普

通

に

鍛

立

さ

る

よ

県

な

食

栽

矧

を

凶

手

別

に

掛

け

て

み

れ

ば

ｾ＠ :f手

李 季

楊と水 梅

、子イUl

tft ‘ 竹

桐 等

k 春

笹 闘

王:; ｾ公
持1

真 A

ｦｾ ｊｬ＠ oドモ

11:f

l  

K

H

君

、

吋

Y

寸

分

百

ハ

紅

、

1火

季

j，li 石

EミB

死j 、

信主

催2 々

殴J

4石

棺

七

車

、

ｾ＠

ρ 惇

搾1等

、キ k

脳 t・

私とヅ

丹'，j

天

木 r

瓜 γ

草

制
世

H

午

、

棒

、

等

々

γ  



猶

品

仏

栽

令

形

恐

か

ら

分

け

る

さ

立

幹

、

緑

川

崎

、

学

懸

幌

、

叢

生

、

石

什

キ

、

根

上

リ

水

器

物

の

七

つ

に

分

類

さ

れ

更

に

立

幹

が

細

分

さ

れ

て

煎

幹

、

ム

ν

ヤ

グ

チ

山

単

幹

、

盤

的

相

、

武

者

立

、

寄

稿

、

千

本

物

等

に

分

け

て

あ

る

か

ら

、

之

等

・

形

航

に

よ

っ

て

置

場

所

も

飾

的

附

け

の

方

法

も

夫

々

遁

嘗

に

業

慮

せ

ね

ば

な

ら

な

いr

。

鉢

物

の

外

面

は

斯

〈

美

接

す

れ

ば

よ

い

盆

裁

の

鉢

は

多

く

は

支

那

焼

と

か

湖

戸

さ

か

伊

高

里

ぐ

』

か

川

崎

川

外

観

美

の

整

っ

た

色

合

も

形

脱

も

よ

く

調

和

し

た

高

値

な

も

の

を

選

ん

で

あ

る

か

ら

心

配

は

な

い

が

西

洋

草

花

さ

か

温

室

栽

培

の

観

葉

熱

帯

航

物

類

は

殆

る

」

-
d
れ

も

が

素

焼

鉢

の

粗

木

な

口

問

で

そ

の

外

観

が

箆

だ

貧

弱

で

あ

る

か

ら

、

之

等

の

四

寸

鉢

乃

至

八

寸

鉢

や

飾

る

矯

め

に

近

来

種

々

な

も

の

が

作

ら

れ

で

あ

る

。

即

ち

竹

線

、

ア

ク

ピ

、

官

公

務

昆

刷

、

経

木

同

県

悶

.

木

片

、

紙

片

等

で

造

ら

れ

た

装

飾

川

の

外

鉢

で

そ

の

形

脱

ゃ

ん

人

小

も

種

々

あ

っ

て

風

維

な

も

の

も

俗

悪

な

も

の

も

千

態

高

俵

で

あ

る

か

ら

、

之

等

ぞ

求

め

ら

れ

る

方

は

充

分

耐

久

力

や

意

匠

の

斡

惑

・

値

観

の

一
日

下

ぞ

調

べ

て

比

較

研

究

の

上

で

演

擁

さ

れ

な

い

さ

、

折

角

装

飾

に

と

求

め

た

も

の

が

却

っ

て

そ

の

主

旨

に

逆

ら

ふ

や

ろ

な

結

果

に

な

ら

ぬ

さ

も

限

ら

な

い

の

間

単

に

時

的

の

装

飾

に

使

則

す

る

や

t  

う

友

場

合

じ

は

ナ

プ

キ

ン

紙

の

や

う

な

『

ク

レ

ツ

プ

ペ

ー

パ

l

』

の

色

合

の

良

い

も

の

を

求

め

て

、

之

で

素

焼

鉢

e

q

全

憧

包

み

込

ん

で

リ

ボ

ン

の

鉢

容

や

し

て

置

け

ば

立

抵

に

沿

化

粧

品

μ

附

米

上

る

、

卓

上

装

飾

ω
や

う

な

来

客

の

際

丈

に

使

川

す

る

場

合

は

経

掛

的

で

あ

る

か

ら

こ

の

ぺ

l

ベ

1

で

飾

る

や

う

で

あ

る

。

植

物

の

保

健

に

も

注

意

が

肝

要

温

室

の

内

で

は

常

も

闘

丁

が

細

心

の

注

意

令

以

っ

て

植

物

の

衛

午

に

考

慮

し

て

や

っ

て

居

れ

ば

こ

そ

、

軟

弱

な

花

升

も

瀧

気

ぞ

欲

す

る

闘

類

も

育

つ

の

で

あ

る

が

、

一

度

客

聞

の

装

飾

M

料

三

し

て

持

ち

込

ま

れ

る

さ

殆

合

彼

等

の

生

育

賦

態

も

無

関

心

に

さ

れ

る

か

ら

、

或

は

害

晶

や

病

閣

に

位

さ

れ

た

り

或

は

温

度

の

不

足

や

給

水

の

不

充

分

な

矯

め

に

花

債

な

も

の

や

珍

ら

し

い

も

の

も

枯

死

し

て

了

ふ

と

さ

が

多

い

の

で

あ

る

。

管

理

に

素

人

恋

人

建

に

は

無

山

砲

な

ら

ぬ

こ

と

で

は

あ

る

が

、

然

し

少

し

の

手

人

で

す

札

仮

に

枯

死

令

発

れ

て

育

っ

て

行

く

も

の

で

あ

る

か

ら

、

常

も

給

水

さ

温

度

の

調

節

さ

や

忘

れ

子

、

叉

若

し

害

裁

〈

カ

イ

ガ

ラ

ム

シ

、

ス

リ

ッ

プ

、

ア

プ

ラ

ム

シ

、

ア

カ

グ

モ

)

等

が

眼

に

つ

け

ば

指

先

で

直

ぐ

に

補

殺

し

て

や

っ

て

除

い

て

や

れ

ば

被

害

や

兎

れ

て

永

く

鑑

立

が

出

来

ゃ

う

。

何

分

生

物

や

装

飾

材

料

三

し

て

取

倣

以

上

は

少

し

は

商

倒

ぞ

見

て

や

ら

ね

ば

好

結

果

は

縛

ら

れ

な

い

。

最

迩

由

民

h

り

出

さ

れ

て

ゐ

る

脇

島

拙

築

で

デ

p

ス

石

鹸

粉

末

さ

・

T

A

ふ

の

が

あ

る

が

、

之

は

デ

P

ス

さ

云

ふ

熱

椴

植

物

の

州

根

か

ら

採

っ

た

も

の

で

、

之

ぞ

五

匁

位

。

ぞ

水

一

斗

位

に

稀

薄

し

た

液

ぞ

筆

先

か

噴

霧

器

で

撒

布

し

て

や

れ

ば

大

括

の

も

の

は

蹴

除

出

来

る

。

叉

蘭

と

か

M

m
v

・
3'

d

u

'

'

a

ゴ

ム

ノ

キ

さ

か

誕

の

厚

い

所

謂

革

質

葉

の

も

の

は

海

綿

の

小

塊

や

前

記

の

石

鹸

水

で

浸

し

て

、

之

で

一

ク

月

に

一

度

佼

誕

の

表

裏

令

町

略

に

拭

ふ

て

や

る

と

さ

が

害

滋

の

踊

郎

防

に

大

壁

効

果

の

多

い

も

の

で

あ

る

。

営

養

分

の

補

給

さ

し

て

は

室

内

で

は

文

化

肥

料

の

や

う

な

・共

気

の

な

い

化

拳

肥

料

や

水

に

稀

師

押

し

て

施

し

て

や

る

に

止

め

三

ヶ

月

に

一

度

位

の

割

で

時

季

の

好

レ

折

を

見

計

ら

つ

て

戸

外

に

鉢

の

ま

為

取

り

出

し

て

、

そ

と

で

日

光

に

も

充

分

浴

さ

せ

肥

料

も

遁

度

に

施

し

て

や

っ

て

一

ヶ

円

程

養

生

さ

せ

て

や

る

の

も

大

費

ょ

い

と

さ

で

あ

る

。

然

し

開

花

や

終

っ

て

刑

務

す

る

草

花

類

に

は

そ

ん

な

必

要

は

な

い

U

要

す

る

に

主

内

装

飾

に

植

物

材

料

を

供

用

し

た

場

合

は

常

も

生

物

で

あ

る

と

さ

や

念

頭

に

置

い

て

貰

っ

て

州

訟

の

愛

護

を

加

へ

て

や

れ

ば

、

織

の

築

も

紅

の

花

も

生

々

さ

し

て

不

紺

の

春

が

居

室

ぞ

訪

れ

、

其

胞

に

n

然

出

怖

笠

か

な

別

天

地

が

日

々

に

仲

ぴ

て

行

く

で

あ

ら

う

知

何

な

る

種

類

の

も

の

を

選

定

す

れ

ば

よ

い

か

最

後

に

洋

風

M

人

は

折

衷

の

客

室

ぞ

飾

る

に

遁

前

な

本

一

内

観

立

植

物

さ

し

て

は

・

知

何

ん

な

種

類

の

も

の

が

州

8  



隠

し

い

か

さ

云

ふ

に

、

先

づ

可

成

山

季

や

通

じ

て

眺

め

‘

る

も

の

が

好

ま

し

い

。

灼

論

外

観

が

観

賞

信

砲

の

あ

る

ら

れ

、

比
a

較

的

低

温

(

蹄

氏

十

日
九

度

乃

至

十

度

標

準

)

に

も

耐

え

、

性

質

が

丈

夫

で

、

病

溢

の

川

区

害

に

封

抗

し

得

も

な

い

J

装

飾

の

目

的

に

供

し

得

る

も

の

で

あ

ゐ

こ

と

は

云

ふ

迄

A  

業

を

主

・

こ

し

て

削

倒

立

す

る

も

の

名

1語

槻

立

時

季

ア

ス

パ

ラ

ガ

ス

、

プ

ル

モ

サ

ス

ナ

、

ス

ス

プ

レ

ン

ゲ

l

リ

年

中

同

同

ア

ヂ

ア

ン

タ

ム

同

ネ

フ

ロ

レ

ピ

ス

、

ポ

ス

ト

ニ

エ

ン

シ

ス

同

同

マ

l

シ

ヤ

リ

l

同

セ

ラ

J

4

「

・

ネ

ラ

同

シ

ペ

ル

ス

、

ア

リ

タ

ニ

ホ

リ

ヤ

瓦

Wj  

同

パ

ピ

ル

ス

同

¥
フ

ラ

チ

セ

リ

ク

ム

ア

ル

シ

ユ

ル

、

不

年

中

ク

ロ

ト

ン

同

-

ハ

ン

ダ

ナ

ス

間

ド

ラ

セ

ナ

同

ケ

シ

チ

ヤ

-

ペ

ル

モ

リ

ア

ナ

同

同

ラ

オ

ル

ス

テ

リ

ア

ナ

同

リ

グ

ィ

ト

・
ナ

キ

、

不

ン

、

レ

ス

同

f

Jン

デ

ア

ン

、

ラ

パ

l

同

h

プ

ヲ

グ

ン

ペ

ザ

ア

器

l

夏

一
マ

ヲ

・
ン

タ

年

中

-ぺ

、

ロ

ニ

ア

春 春

I  I  

秋 瓦

~
b

、内

ノ
ズ

J

ア

ス

カ

ラ

ー

、

定染

色 性

の

房 j伏

々

し

ずこ

創11 聞各

誕

概

岡

粗

葉

女

性

的

な

美

し

い

絡

袋

見

例

的

な

丈

夫

な

維

業

梢

采

か

み

あ

る

も

の

櫓

楽

の

扱

・な

美

撲

の

も

の

一

二

尺

に

て

護

主

す

丈

高

く

寒

気

に

弱

し

額

而

風

に

ペ

コ

材

に

植

ら

る

葉

形

と

紫

色

さ

は

色

々

雄

火

な

制

服

の

築

を

震

る

種

矧

多

く

色

彩

に

も

富

む

普

泌

に

あ

る

榔

チ

の

鉢

物

前

者

の

細

業

の

も

の

郁

子

の

中

の

代

表

的

な

も

の

五

丈

に

も

仰

び

る

が

鉢

物

に

も

用

ふ

瀧

木

に

-
て

新

築

美

麗

な

り

二

三

尺

の

革

本

、

葉

斑

あ

り

-

一

尺

位

の

草

木

'

、

葉

に

紋

あ

り

一

尺

位

の

革

本

、

制

服

薬

試

み

に

左

に

之

等

の

傑

件

に

合

格

し

て

一

般

に

推

薦

し

得

る

諦

頚

の

も

の

ぞ

観

賞

す

る

部

分

に

よ

っ

て

分

類

し

て

一

憾

表

に

し

た

も

の

を

附

記

す

る

こ

さ

当

し

よ

う

摘

俗

に

蓬

紫

竹

.

、

』

云

ぶ

ｾ＠

此

方

は

釣

鉢

に

も

遁

す

ハ

コ

ネ

シ

グ

、

ク

ジ

ャ

ク

シ

ダ

の

知

ボ

ス

ト

ン

シ

ダ

さ

俗

糾

す

前

よ

り

弱

け

れ

き

も

美

麗

種

類

多

く

際

く

装

飾

に

m
ふ

傘

草

と

俗

鵡

す

る

水

草

前

の

細

川殺

の

も

の

俗

に

コ

ヲ

モ

リ

ラ

ン

さ

云

ふ

紅

竹

さ

云

ふ

程

斑

色

も

あ

り

美

し

タ

コ

ノ

キ

さ

呼

ば

れ

小

.
笠

岡

郎

に

多

し

千

年

木

さ

も

郁

し

葉

四

方

に

慣

が

る

特

に

英

、

さ

ぞ

嫌

ふ

も

丈

夫

な

り

暖

房

あ

る

室

な

れ

ぽ

良

く

越

冬

す

前

の

二

つ

同

様

卓

上

装

飾

に

よ

し

丈

夫

で

「

ホ

ー

ル

』

の

装

飾

に

遁

す

ハ

ナ

4

カ

、

グ

芯

も

稀

し

柵

に

副

は

す

も

よ

し

姫

芭

蕉

三

も

揺

し

小

鉢

に

遁

す

寒

気

陀

弱

含

も

よ

肝

鉢

向

に

よ

し

ム

ラ

サ

キ

ア

モ

F

q
』

稽

し

丈

夫

な

り

9  



州

市

ユ

カ

ム

春

秋

コ

レ

，
h

y

ス

春

夏

プ

ロ

ク

カ

リ

ア

年

中

刊

ホ

イ

ン

セ

チ

ヤ

さら

、

ネ

ペ

ン

-

ア

ス

年

Eド

7

ン

ス

リ

ク

ム

同

モ

ン

ス

-

ア

-

フ

同

ア

ブ

チ

ロ

ン

春

、

夏

秋

間

春

、

夏

大

谷

渡

り

チ

モ

-
フ

ン

年

中

蘇

鍛

仙

人

骨甲

同同

ヘ

ゴ

ノ

キ

同

月

桂

樹

掠

椙

竹

突

は

花

物

で

あ

る

が

と

は

主

な

も

の

さ

盛

っ

た

も

の

お

み

や

示

さ

う

。

花

守

主

さ

し

て

削

倒

立

す

る

も

の

同同

B  

名

栂

観

立

昨

季

シ

.

フ

リ

ペ

ジ

ク

ム

イ

ン

シ

グ

、

不

l

年

中

J

ア

ン

ド

ロ

ピ

ワ

ム

ノ

ピ

l

ル

同

ハ

ツ

シ

フ

ロ

ラ

同

-

フ

ン

タ

ナ

3終

五

ヒ

ド

ラ

シ

ヂ

ヤ

夏

ア

ザ

レ

ア

年

中

ペ

コ

ユ

ヤ

2  

一

一

尺

位

・の

蓑

下

す

る

革

本

二

尺

位

の

革

本

、

環

色

美

杉

葉

の

形

状

面

白

き

も

の

赤

さ

臼

・さ

の

斑

入

禁

美

な

り

懸

喪

服

に

生

じ

珍

ら

し

赤

と

白

さ

の

砲

や

有

つ

丈

夫

な

気

根

の

熱

帯

性

楓

に

似

て

斑

入

葉

美

し

羊

歯

類

で

葉

痕

h

v

二

三

尺

丈

夫

な

監

き

葉

や

札

ハ

ヂ

分

岐

し

た

も

の

ぞ

街

ぷ

種

類

多

く

花

も

叉

美

し

木

紳

門

羊

歯

に

て

丈

夫

葉

香

気

あ

れ

ば

愛

好

さ

る

葉

忠

世

剛

健

に

し

て

美

な

り

性

概

日宵

:z.c 

版

洋

陶

中

の

丈

夫

な

も

の

間

前

蔓

性

木

本

に

て

花

美

小

形

地

木

に

て

小

花

密

生

ナ

三

四

尺

ω
女

あ

り

サ

ザ

特

に

美

一

二

尺

の

地

木

、

花

種

々

あ

り

程

#

あ

り

葉

も

花

も

美

釣

鉢

に

も

窓

箱

に

も

面

白

し

加

湿

す

れ

ば

各

季

も

育

τ
得

南

洋

杉

さ

も

六

角

杉

と

も

離

す

「

ク

リ

ス

マ

ス

』

に

必

争

用

ふ

る

も

の

ウ

ツ

ボ

カ

ズ

ラ

さ

云

ふ

食

虫

植

物

珍

奇

な

装

飾

さ

し

て

欣

ば

る

電

話

草

三

俗

に

呼

ぶ

悠

の

装

飾

に

多

く

用

ふ

熊

野

地

方

に

多

く

蔭

地

に

遁

す

原

名

『

ユ

ッ

カ

』

ご

栴

し

戸

外

に

も

植

へ

ら

る

葉

の

更

新

則

は

期

立

に

通

せ

ヂ

ヵ

=

築

の

如

、

a

t

は

釣

下

げ

に

も

よ

し

央

、

さ

ぞ

嫌

ふ

も

雄

大

に

て

底

聞

に

遁

ナ

戸

外

に

て

植

栽

す

る

も

室

内

じ

も

良

し

丈

夫

友

れ

ば

低

温

に

も

地

ゆ

もお

要

花

も

葉

も

眺

め

ら

れ

低

調

に

も

保

つ

石

川

町

繭

さ

呼

ば

れ

一

般

に

知

ら

る

時

計

草

・

さ

稀

し

柵

に

纏

は

す

に

良

し

姫

ア

ジ

サ

イ

ミ

も

云

は

れ

可

愛

ら

し

西

洋

ア

ジ

サ

4

さ

俗

講

し

大

鉢

植

さ

す

温

室

怒

れ

ば

多

李

を

開

花

す

調

室

な

れ

ば

凶

季

開

花

ぐ1 0 )



ー

ゼ

ラ

ニ

ウ

ム

同

カ

l

、
不

l

シ

ヨ

ン

同

プ

リ

ム

ラ

冬

Jえ.

シ

ネ

ラ

リ

ヤ

名

主千

カ

l

セ

オ

ラ

リ

ヤ

同

フ

リ

1

6
シ

ヤ

同

シ

ク

ラ

メ

ン

同

グ

ロ

キ

シ

ニ

ヤ

多 春

会去

ヒ

ヤ

シ

ン

ス

チ

ユ

リ

ツ

フ

同

"
"
'
"
"
'

'

司』，.

同

ロ

ー

ズ

存

ー

秋

森

、

夏

ヘ

リ

尤

ト

ロ

l

プ

色

も

形

も

種

々

あ

り

艶

化

多

し

芳

香

、

色

彩

、

西

洋

草

花

の

十

一

各

種

類

共

色

も

数

種

冬

の

説

室

草

花

の

魁

花

の

奇

形

怒

る

や

欣

ば

る

芳

香

あ

り

色

は

白

、

賞

、

特

花

色

数

種

あ

り

花

美

花

筒

朕

ぞ

・

怒

し

艶

麗

芳

香

あ

り

色

彩

叉

美

呑

な

き

も

花

色

一

居

美

種

類

多

き

も

白

を

尚

ぷ

木

攻

守

』

益

性

さ

あ

り

芳

香

さ

可

愛

な

花

形

ぞ

も

つ

殆

き

周

年

開

花

調

室

な

れ

ば

冬

も

花

を

斜

ら

る

開

花

せ

し

も

の

は

低

協

に

も

保

つ

暖

房

あ

る

室

の

飾

り

に

限

ゐ

巾

若

草

さ

呼

び

多

は

暖

房

を

好

む

比

較

的

低

温

の

室

に

も

育

つ

花

朋

長

く

丈

夫

に

保

つ

を

得

夏

の

鉢

物

草

花

さ

し

て

第

一

鉢

物

に

も

切

花

に

も

良

し

同同鉢

物

に

も

棚

仕

立

じ

も

川

ふ

鉢

物

及

切

花

装

飾

に

趨

す

以

上

は

鉢

さ

し

て

室

内

や

袈

飾

す

る

に

遁

賞

し

に

舶

載

草

花

や

小

樫

木

類

の

著

名

な

も

の

ぞ

選

揮

し

た

の

で

、

本

邦

在

来

の

も

の

は

一

切

省

略

し

て

あ

る

か

ら

御

合

み

願

い

た

い

。

要

す

る

に

之

等

の

各

紙

物

は

執

れ

も

室

内

装

飾

材

料

さ

し

て

使

川

出

来

る

恰

好

の

も

の

ば

か

り

や

列

山

本

し

た

の

で

は

あ

る

が

、

然

し

そ

の

生

育

上

の

難

易

は

種

々

あ

っ

て

一

様

で

な

い

か

ら

、

信

用

の

あ

る

種

苗

商

.

花

升

底

、

植

木

附

に

相

談

さ

れ

て

、

そ

の

時

期

、

使

用

場

所

.

償

制

等

の

傑

件

に

よ

っ

て

、

最

も

遁

宙

な

も

の

ぞ

任

意

供

用

さ

れ

る

や

う

に

お

薦

め

し

τ
置

く

。

呉

K

も

b

w
で

あ

る

と

さ

を

念

頭

に

置

い

て

愛

護

し

て

や

っ

て

頂

ぎ

た

い

、

そ

れ

が

室

内

を

氷

く

美

し

く

飾

る

第

一

の

必

要

保

件

で

あ

る

か

ら

。

(

三

、

三

、

二

O

)

‘ー・』

"  
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'. 

品仏

六

百

囲

の

文

化

住

宅

蘇

牛

イ学

文

化

住

宅

の

傑

件

さ

し

て

た

定

り

の

赤

屋

根

に

小

鳥

ラ

ヂ

オ

に

ス

リ

ツ

パ

府

告

の

切

り

抜

き

で

も

い

い

額

が

一

一

一

枚

鰻

椅

子

に

コ

l

ヒ

セ

ッ

ト

さ

其

れ

に

岡

本

の

全

集

も

の

本

棚

田克

れ

で

先

づ

及

第

所

も

し

も

拳

校

の

先

生

が

メ

ン

タ

ル

テ

ス

ト

で

文

化

住

宅

三

言

っ

た

ら

是

れ

丈

け

言

つ

ミ

り

ば

先

づ

大

丈

夫

。

あ

る

婦

人

雑

誌

批

が

自

分

の

創

案

に

な

る

安

値

住

宅

の

建

築

法

が

紹

介

さ

れ

た

‘

い

よ

/

1
満

都

の

肱

排

君

の

聞

に

そ

の

六

百

回

住

宅

建

築

熱

の

セ

ン

セ

イ

シ

ヨ

ン

を

記

せ

き

起

と

さ

せ

て

仕

舞

っ

た

。

佳

ょ

を

ふ

せ

六

百

四

一

寸

ゐ

し

い

気

も

す

る

が

、

子

(
ー
さ

ら

仕

方

も

切

り

方

も

ね

い

や
れ

1

て

仕

舞

へ

か

つ

が

れ

つ

い

で

だ
。

。

さ

て

出

来

上

っ

た

の

は

是

れ

だ

、

呼

鈴

の

あ

る

の

が

一

寸

嬉

し

い

・

不

。

o  

「

い

や

是

れ

も

丈

住

の

傑

件

の

一

つ

だ

か

ら

ネ

『
こ

ふ

家

の

中

で

傘

な

ん

か

さ

し

て

る

な

ん

ざ

あ

振

っ

て

る

ネ

芭

蕉

翁

が

生

き

て

り

や

喜

ん

だ

か

も

知

れ

ね

い

ぜ

「

場

所

l

柄

あ

ん

ま

り

大

き

い

醗

ぢ

や

言

へ

ね

え

ん

だ

よ

(  1 2 )  



一

ア

一

ヲ

コ

ツ

タ

の

建

築

物

に

及

ぼ

す

建

築

は

空

間

美

術

の

一

種

で

あ

っ

て

、

叉

同

時

に

造

形

美

術

の

一

穂
v

で

あ

る

事

は

否

定

出

来

な

い

物

で

あ

る

建

築

の

窓

聞

は

外

か

ら

見

れ

ば

充

賀

し

た

立

慢

の

や

ろ

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

寧

ろ

彫

刻

的

の

見

方

で

あ

っ

て

内

部

は

宰

腕

な

窓

問

で

あ

る

。

建

築

は

結

笛

や

彫

刻

さ

挫

っ

て

住

む

さ

云

ふ

宜

川

が

あ

る

、

叉

構

這

上

は

科

皐

の

法

則

に

従

は

な

り

ね

ば

な

ら

な

い

の

で

、

W

A

用

三

科

副

学

さ

か

ら

束

縛

さ

れ

て

居

る

の

で

あ

る

。

鋳

め

に

建

築

は

閥

幹

墾

術

で

あ

っ

て

自

由

慈

術

で

な

い

さ

も

一玄

ふ

説

も

あ

る

が

、

結

昔

、

彫

刻

さ

雛

も

賀

川

さ

科

聞

申

・

こ

の

束

縛

は

必

し

も

な

い

課

で

な

く

・

要

す

る

に

韓

民

間

闘

な

の

で

、

建

築

は

比

較

的

束

縛

の

多

い

白

山

整

術

さ

云

ふ

方

が

安

鍛

な

の

で

あ

る

。

美

三

云

ふ

市

中

に

関

し

て

の

美

三

云

ふ

の

は

‘

美

勝

十

上

村

民

干

上

、

倫

理

率

上

の

問

題

で

あ

っ

て

、

同

県

善

美

三

恥

な

し

た

も

の

ざ

す

れ

ば

、

自

供

は

知

の

理

想

‘

普

は

意

の

瑚

想

、

美

は

情

の

理

想

で

、

三

つ

を

統

一

し

て

瑚

想

こ

ー

美

的

債

す

る

事

が

出

来

る

。

知

さ

は

料

阜

、

意

さ

は

道

徳

J

情

ミ

は

艶

術

の

窓

を

5

す

の

で

あ

る

。

又

一

両

に

於

て

、

美

玄

武

川

ぞ

針

立

せ

し

む

れ

ば

.

美

は

賀

川

意

外

の

も

の

で

め

る

が

、

美

即

ち

質

問

さ

云

ふ

傾

向

も

あ

る

。

美

か

快

楽

さ

闘

係

の

傑

い

の

は

栢

ま

れ

な

い

事

で

、

マ

ー

シ

ャ

ル

は
、

永

久

の

快

楽

が

美

で

あ

る

さ

云

ひ

、

サ

ン

包

ヤ

I

ナ

は

、

客

観

化

さ

れ

た

、

快

楽

が

美

で

あ

る

さ

説

い

た

。

美

の

硯

類

に

具

袋

美

三

抽

象

美

と

が

あ

り

・

叉

自

然

美

三
、

人

工

唯一式

が

あ

る

。

襲

術

美

は

人

工

美

の

主

要

な

部

分

を

占

め

‘

山

水

、

花

鳥

、

天

程

は

自

然

美

の

総

で

而

し

美

は

塾

術

の

締

で

な

く

、

近

代

の

襲

術

に

は

美

に

到

す

る

醜

L

T

含

み
、

叉

、

異

を

あ

る

程

度

の

目

的

さ

す

る

、

古

く

は

殆

ん

き

美

の

み

や

目

的

さ

し

‘

銭円

あ

る

を

部

の

R

的

さ

し

た

事

も

あ

っ

た

の

で

あ

る

、

値
深

貫

之

介

部:

装

飾

は

、

あ

る

物

の

目

的

そ

助

く

る

錦

め

、

少

く

さ

も

目

的

に

反

せ

ざ

る

程

度

に

て

、

之

れ

に

鐙

化

や

加

へ

又

は

他

物

や

加

へ

る

事

。

成

い

意

味

で

云

へ

ば

欝

術

的

分

子

だ

さ

し

て

も

業

支

へ

あ

る

ま

い

、

慈

術

の

内

で

建

築

そ

装

飾

す

る

の

に

、

彫

刻

や

結

語

ぞ

用

ふ

る

事

が

あ

わ

袈

飾

美

術

や

以

て

す

る

市

中

が

あ

る

斯

の

知

く

袈

飾

さ

云

ふ

一

一

言

葉

は

、

二

重

に

も

三

重

に

も

用

ひ

ら

れ

た

か

ら

間

違

へ

て

は

な

ら

な

い

‘

壁

簡

は

建

築

を

製

飾

す

る

が

結

前

ざ

し

て

は

必

ヂ

し

も

装

飾

美

術

で

た

い

。

人

聞

の

本

能

即

ち

美

に

釘

す

る

慾

求

、

其

の

原

因

と

結

袋

、

其

の

効

果

に

劃

す

る

説

明

や

略

し

、

先

づ

建

築

さ

美

さ

接

飾

さ

の

三

定

協

を

略

記

し

た

の

で

あ

る

υ

過

去

に

於

け

る

装

飾

と

材

腕

と

の

関

係

-
人

聞

が

自

然

の

征

服

の

常

勝

軍

の

如

く

、

叉

其

の

天

然

の

産

物

に

劃

す

る

征

服

や

も

‘

わ

す

る

お

が

如

-
a
e

事

A  
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4  

を

わ

す

れ

。
な

か

っ

た

物

で

あ

る

、

而

し

土

や

持

っ

て

之

れ

や

加

工

す

る

事

を

知

り

得

た

り

さ

す

る

も

、

之

れ

令

焼

4

t

硬

化

せ

し

む

る

事

や

知

ら

や

，
、

叉

自

然

に

護

使

す

る

木

材

や

利

川

す

る

事

よ

り

も

、

硬

化

カ

令

有

し

雨

路

J
K

劃

す

る

耐

久

力

の

大

な

る

石

ぞ

使

用

す

る

事

を

わ

す

れ

な

か

っ

た

の

で

あ

っ

仁

。

而

し

τ
之

れ

が

美

装

化

す

る

事

に

制

し

て

の

構

想

、

手

法

は

、

決

L

て

吾

人

ω
知

る

知

く

勝

っ

て

居

る

も

決

し

て

劣

っ

て

居

る

と

は

申

さ

れ

た

い

市

中

そ

仰

る

そ

の

彫

刻

大

る

下

、

後

代

に

範

大

る

可

き

物

蕗

何

た

る

や

放

を

知

わ

川

村

さ

る

位

た

り

、

之

れ

材

料

の

堂

誌

に

る

事

、

技

工

に

劉

す

る

自

己

の

技

術

の

信

m.と

、

材

料

制

限

K

匙

囚

せ

る

波

紋

・に

あ

る

が

放

に

L

T

、

之

の

材

料

開

刊

別

の

市

限

付

技

術

J

め

誕

』

中

盤

註

即

ち

設

工

ょ

の

向

上

さ

一

五

p

p

可

き

お

に

到

す

る

一

大

努

力

を

能

へ

し

め

大

物

で

あ

っ

τ
、

之

れ

は

割

引

粧

の

如

く

多

く

の

控

築

材

料

や

有

し

部

粧

の

技

能

ミ

製

法

の

接

誌

に

比

す

れ

ば

謹

泥

の

羨

の

あ

る

事

そ

知

る

物

で

あ

る

、

と

れ

が

た

め

に

同

一

材

料

栓

佐

川

し

τ
之

れ

に

施

行

な

す

手

法

に

於

ー

は

際

限

た

き

迄

蛮

注

し

仁

事

は

我

が

園

に

於

υる

推

古

制

に

於

け

る

法

円

前

寺

の

金

堂

が

木

諮

建

築

の

李

賢

さ

し

て

其

の

範

会

現

花

に

た

れ

て

足

る

が

如

く

石

村

仰

を

主

材

さ

し

た

る

勝

地

建

築

の

設

建

さ

、

準

ル

は

品
川

底

想

象

を

も

許

さ

な

か

っ

た

物

で

あ

ろ

う
。

天

然

材

料

と

需

同

上

の

関

係

ー

前

に

も

記

し

た

如

く

石

材

は

天

然

材

料

の

大

原

素

た

る

物

で

あ

る

、

而

し

之

れ

が

採

川

上

に

、

運

搬

に

、

桝

遊

感

上

か

ら

ω
見

知

よ

り

‘

叉

時

代

の

鐙

越

に

依

り

窓

に

天

然

材

料

に

の

み

信

頼

す

る

事

を

許

さ

-

な

く

な

っ

た

物

で

あ

る

‘

こ

・

κ
於

て
、

天

然

材

料

ω
石

材

κ
の

み

信

頼

す

る

事

危

く

、

天

然

上

の

加

工

法

方

を

案

出

す

る

に

至

っ

た

物

で

あ

る

、

即

ち

と

れ

、

煉

瓦

ご

し

て

の

云

わ

ざ

る

可

か

ら

子

、

然

る

に

叉

他

方

町

よ

り

見

る

に

一

片

の

煉

瓦

を

持

っ

て

積

崎

す

る

碕

唐

建

築

物

の

構

謹

上

の

不

公

は

決

し

て

吾

人

そ

し

て

満

足

ぞ

し

て

あ

た

へ

( 〆14 )  

し

め

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

.

即

ち

、

鏡

台

遇

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

迭

の

起

る

あ

り

、

耐

震

耐

火

的

な

る

故

を

以

っ

て

鍛

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

隆

盛

を

兄

る

現

在

に

套

れ

の

、

と

h

に

於

て

、

過

去

の

町

山

肌

は

現

在

に

於

て

創

意

さ

も

云

ふ

可

き

物

に

し

て

、

叉

然

h

り

さ

も

云

ふ

可

合

物

で

あ

っ

た

の

で

あ

る

、

市

し

な

が

ら

、

之

れ

が

如

何

に

護

遼

進

歩

せ

め

ざ

云

へ

其

天

然

土

の

加

熱

、

製

法

に

代

る

が

た

め

に

‘

各

判

的

形

開

を

布

す

る

物

ぞ

製

作

な

し

得

る

央

、

石

村

に

見

る

川

く

、

自

己

の

創

意

陀

悲

〈

美

妓

手

法

た

る

彫

刻

の

如

舎

は

全

然

不

可

能

た

り

ミ

』‘

は

想

像

し

併

な

い

迄

に

相

入

れ

・な

く

な

っ

た

の

で

あ

る

・

時

代

の

閥

抗

選

は

決

し

て
、

に

の

み

に

於

て

止

7

0
事

会

許

さ

な

く

な

っ

た

の

で

あ

一

小

地

方

る

、

交

通

文

明

は

、

其

の

土

地

の

遠

近

ぞ

語

ら

た

く

な

っ

た

物

で

め

る

が

故

に

、

其

の

数

円

一

A

に

際

限

や

有

す

る

天

然

材

料

に

の

み

信

顧

す

る

事

令

以

て

能

事

た

れ

り

さ

は

ぜ

し

め

な

く

な

っ

た

物

で

あ

る

。

材

料

の

経

済

上

に

友

依

す

関

係



-

枇

舎

の

進

歩

都

民

連

三

、

生

産

消

廷

の

閥

係

等

よ

り

、

天

然

に

費

削

し

偽

る

材

料

ぞ

以

っ

て

、

建

築

構

造

上

の

一

大

要

素

さ

せ

し

む

る

事

不

安

は

燃

料

に

於

け

る

石

炭

の

知

く

、

決

し

て

之

れ

に

師

得

す

る

事

や

許

さ

ざ

る

航

態

ざ

な

り

、

と

?

に

於

て

天

然

材

料

に

鐙

ふ

る

に

人

工

材

料

を

以

て

建

築

材

料

の

一

要

素

た

ら

し

め

ん

が

た

め

に

、

案

出

せ

ら

れ

た

る

物

あ

り

。

然

わ

さ

云

へ

共

、

其

の

生

産

は

消

控

と

伶

歩

、

単

一

企

業

者

に

依

る

生

産

品

の

不

統

一

さ

、

製

品

の

逃

円

廷

は

決

し

て

、

比

の

需

.

訟

に

鹿

や

る

誕

を

許

三

ざ

る

状

態

に

あ

り

た

り

、

故

に

物

債

は

之

れ

に

作

守

小

製

造

法

の

不

備

な

る

駄

を

曝

蕗

せ

e

む

も

の

で

あ

っ

た

け

れ

き

も

、

人

百

の

哨

殖

、

企

業

家

の

統

一

供

同

出

資

、

多

量

製

産

に

依

る

職

業

の

分

業

分

業

に

依

る

技

術

の

準

歩

放

に

製

品

の

改

良

や

来

し

、

其

の

需

川

や

大

に

せ

し

む

る

利

益

さ

利

便

令

.

建

築

上

に

能

ふ

る

事

を

得

せ

し

む

る

に

至

つ

た

物

で

あ

る

。

故

に

其

の

材

料

を

天

然

産

の

物

に

依

る

よ

り

は

人

工

跨

-

品

に

依

る

の

特

暗

利

益

の

存

す

る

事

ぞ

熟

知

せ

る

も

其

の

極

部

的

除

法

材

料

た

る

彫

刻

及

装

飾

川

品

に

劃

す

る

技

工

さ

考

案

又

は

其

の

製

法

の

不

充

分

よ

り

該

分

部

的

の

物

に

限

り

天

然

石

や

用

ひ

之

れ

に

彫

刻

。

ぞ

於

し

又

は

比

較

的

早

く

よ

り

護

建

せ

あ

蹴

材

の

錨

物

を

用

ふ

る

事

三

せ

り

・

ミ

云

へ

共

.

構

造

成

中

の

震

建

は

決

し

て

そ

れ

を

此

て

尚

足

を

飽

へ

子

、

セ

メ

ン

ト

の

利

川

を

来

す

コ

ン

ク

リ

ー

ト

地

建

築

の

涯

濯

に

従

ひ

、

其

の

表

間

仕

上

け

に

於

け

る

至

連

結

に

於

て

、

建

築

家

を

し

て

不

安

な

ら

し

め

た

る

美

接

方

法

は

や

が

て

、

張

り

付

け

タ

イ

ル

迄

の

考

案

ぞ

至

せ

り

さ

云

へ

共

、

色

彩

の

鼠

調

な

る

貼

に

於

て

今

一

分

の

考

一

服

や

裂

す

る

事

を

認

め

ら

る

に

至

れ

り

。
然

れ

北

ハ

、

と

れ

が

製

法

に

手

法

に

一

大

改

良

を

加

ふ

る

共

、

其

の

需

川

が

と

れ

に

件

ざ

り

し

が

た

め

に

、

之

れ

が

製

迭

に

着

手

し

得

守

し

て

、

高

値

な

る

代

用

品

を

求

む

る

に

悶

難

ケ

感

宇

に

有

慌

ぞ

止

円

げ

る

知

く

な

っ

た

物

で

あ

る

。

而

し

秩

序

あ

る

製

産

方

法

が

資

本

の

増

大

と

事

業

経

営

ω
形

態

・

こ

、

協

力

第

カ

の

両

分

に

依

っ

て

、

親

特

等

一

あ

る

製

品

の

製

迭

を

、

優

秀

な

る

技

術

職

工

に

依

り

て

多

量

製

作

し

得

る

時

代

在

来

し

、

同

一

製

品

。

他

製

造

業

者

に

針

し

競

走

的

良

心

に

依

り

‘

物

債

の

安

定

を

盆

り

、

と

h

に

於

て

、

人

工

製

品

の

天

然

材

料

よ

り

有

理

な

る

立

附

拐

さ

安

定

日

以

純

情

的

見

地

よ

り

の

使

川

材

料

一

大

勢

力

h
z

布

す

る

が

如

き

現

朕

そ

呈

す

る

が

切

台

、

状

態

ぞ

け

ん

る

に

至

っ

た

の

で

あ

る

む

さ

し

て

、

四

天

然

石

と

人

造

石

の

建

物

に

及

怯

す

感

度

天

然

伝

に

は

自

然

の

有

す

る

自

然

美

が

あ

る

、

石

英

の

物

に

有

す

る

己

有

美

や

存

す

る

か

故

陀

、

他

の

追

従

そ

許

さ

な

い

気

品

在

有

す

る

物

で

あ

る

、

而

し

な

が

ら

天

然

石

は

加

工

に

依

っ

て

表

わ

さ

れ

る

い

胞

の

感

度

は

決

し

て

多

種

多

川

な

物

で

訟

い

、

卒

商

的

じ

、

又

は

立

世

的

に

形

態

の

鐙

形

叉

州

の

凸

凹

に

依

る

鐙

形

を

生

ぜ

し

む

事

は

人

工

的

に

も

許

さ

れ

る

昆

怒

る

も

、

之

れ

が

色

彩

的

方

而

じ

於

け

る

加

工

た

る

や

全

く

不

可

能

な

り

と

(  15 )  

云

ふ

も

過

言

に

非

ら

や

d
o

而

し

な

γ

ら

、

天

然

石

の

有

す

る

白

然

の

気

回

聞

は

決



t

て

他

の

泊

従

を

許

さ

や

・

過

去

ω
偉

大

な

る

建

築

物

が

五

円

人

の

眼

州

に

あ

た

へ

る

そ

の

昨

殿

さ

は

貨

に

天

然

材

料

の

と

刊

す

る

気

品

の

集

合

の

渡

部

さ

れ

特

る

市

中

に

依

る

物

に

他

な

ら

な

ん
に

こ

云

わ

汝

り

れ

んば

な

ら

な

い

.

天

然

材

料

の

布

す

る

特

美

は

と

お

に

あ

る

と

も

云

へ

る

の

で

あ

る

。

又

一

方

に

於

て

、

判

明

花

の

如

く

構

造

上

の

制

限

が

溢

去

の

四

脈

注

ら

や

各

陣

の

手

法

が

川

ひ

ら

る

場

合

に

於

て

は

色

彩

的

に

特

長

を

有

し

な

い

天

然

石

丸

は

そ

の

材

料

に

於

て

は

必

の

要

求

に

除

守

る

事

の

川

米

川

町

な

い

場

合

ぞ

生

子

る

の

で

あ

る

、

こ

の

貼

に

於

て

窓

れ

た

る

材

料

は

人

工

的

な

物

で

あ

る

、

色

彩

の

配

合

、

形

態

の

控

形

等

各

種

各

様

の

案

出

を

許

さ

れ

居

る

物

三

凡

ら

れ

居

る

の

で

あ

る

、

而

し

て

と

益

に

於

て

、

之

等

の

材

料

が

‘

は

た

し

て

現

在

の

各

種

他

物

の

求

む

る

天

然

材

料

K

鑓

ふ

る

人

工

的

材

料

と

し

て

満

足

を

充

分

に

あ

た

へ

し

む

る

事

を

得

る

で

あ

ら

う

か

。

比

等

材

料

の

除

h

り

に

、

間

単

調

な

製

法

・

こ

子

法

は

、

決

し

て

茶

人

そ

し

て

、

不

安

よ

り

脱

せ

し

め

な

い

物

で

あ

る

事

告

知

ら

友

け

ね

ば

な

ら

友

い

、

而

し

こ

れ

ば

製

法

の

折

劣

な

る

事

に

起

囚

ナ

可

き

事

柄

。

ぞ

多

く

有

す

る

の

で

あ

る

、

改

良

進

歩

の

貼

は

と

‘

に

あ

る

さ

云

わ

な

け

ね

ば

な

ら

な

い

、

人

工

材

料

の

特

長

は

各

種

一

形

態

u

m

の

製

作

さ

色

彩

の

自

由

案

出

に

あ

る

、

と

の

貼

を

更

に

研

究

し

准

-
歩

せ

し

め

な

け

ね

ば

天

然

村

料

に

劣

る

共

催

之

の

鈷

に

於

て

テ

-

Y

コ

ツ

タ

の

知

、

雪

、

綿

て

の

駄

に

於

て

有

利

な

る

立

壌

に

あ

る

物

三

凡

な

り

ね

ば

な

ら

な

い

、

今

や

そ

の

護

運

も

す

と

ぶ

る

合

理

的

に

鍾

歩

し

、

技

の

進

、

形

の

美

、

配

材

の

妙

は

今

や

を

の

出

品

質

を

表

現

せ

ん

さ

し

つ

L

あ

の

。

五

構

湯

上

の

稜

建

と

材

料

制

限

時

代

の

準

法

に

従

弘

、

世

の

総

て

の

本

物

が

極

め

て

合

理

化

せ

ら

れ

、

在

利

的

に

輩

建

せ

ん

さ

し

、

峠

労

働

運

川

の

、

合

限

的

組

織

は

建

築

構

造

製

上

に

及

ぼ

す

結

栄

三

、

材

料

の

蓮

川

に

一

大

セ

ン

セ

ー

シ

ョ

ン

を

あ

た

へ

ん

三

し

、

機

械

カ

の

護

運

は

叉

カ

拳

的

、

第

カ

の

運

川

に

充

分

な

る

護

錫

を

あ

に

へ

し

め

た

り

。

故

に

外

面

的

装

飾

の

如

き

は

過

去

石

居

住

築

の

如

く

俊

惜

の

一

部

令

構

成

せ

る

一

少

部

分

の

石

の

外

商

品

ぜ

彫

刻

し

た

る

が

如

き

方

法

は

之

れ

や

許

さ

守

、

全

く

カ

麟

一-

的

方

面

よ

り

の

考

察

や

除

外

せ

し

め

た

る

が

如

き

有

様

ざ

な

り

、

躍

に

装

飾

的

に

の

み

使

用

せ

ら

れ

来

る

が

如

き

結

果

を

来

す

が

如

き

現

紙

に

し

て

.

之

れ

が

に

め

に

装

飾

的

材

料

は

著

し

く

綾

城

せ

ら

る

如

く

な

り

、

叉

材

料

も

れ

種

多

様

の

物

や

考

案

提

出

せ

ら

れ

る

が

知

き

結

岡

市

や

来

せ

り

、

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

建

散

も

今

後

に

於

て

大

い

に

利

用

せ

ら

る

可

き

服

況

や

示

さ

ん

。
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1

1
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1

1

1

1

1

1

1

u

故

に

テ

ラ

ヨ

ツ

タ

と

し

τ
の

使

命

は

外

而

的

装

飾

に

は

解

く

可

か

ら

ぎ

る

材

料

の

一

っ

さ

な

れ

る

事

に

し

て

近

代

的

の

建

築

皐

上

及

賀

川

的

方

面

よ

わ

叉

終

演

的

方

面

よ

り

兄

る

時

は

決

し

て

仙

の

諸

材

料

の

追

従

令

許

さ

や

'

紛

歩

の

地

位

ぞ

得

・

無

川

町

一

の

撹

令

行

く

が

如

し

。

.ι. 
ｾ、

人

工

美

と

感

受

性

自

然

の

物

に

は

自

然

の

美

し

さ

，

か

あ

る

、

又

人

工

的

の

物

に

は

又

人

工

的

加

工

に

依

り

て

仙

の

遁

従

ぞ

許

さ

ぬ

物

で

あ

る

・

現

在

に

於

て

に

過

去

の

如

く

天

然

材

料

を

以

て

、

建

築

物

を

創

造

す

る

仰

で

な

い

、

は

さ

ん

き

人

工

的

製

品

の

集

合

に

依

っ

て

一

つ

の

形

づ

く

ら

れ

た

る

建

物

令

創

制

し

て

肘

る

鈷

は

大

い

に

過

去

さ

其

の

趣

を

呉

に

し

て

居

る

の

で

あ

る

か

ら

過

去

の

建

築

材

料

金

の

み

を

以

っ

て

満

足

す

る

事

を

許

さ

な

く

な

っ

た

物

で

あ

る

o

日

進

月

歩

の

今

日

誌

築

材

料

に

於

て

殊

に

陶

業

に

於

け

る

附

先

は

す

ば

ら

し

い

勢

力

を

以

っ

て

進

歩

ぞ

水

外

し

て

来

た

物

で

そ

れ

が

故

に

天

然

材

料

に

劃

し

て

決

し

て

劣

つ

仁

物

で

な

い

、

又

多

時

開

多

時

・

な

る

蹴

に

於

て

決

し

て

天

然

材

料

に

劣

っ

て

居

る

さ

は

唯

し

も

感

じ

な

し、

。

然

ら

ば

材

料

に

於

て

斯

の

如

く

笠

宮

な

り

さ

せ

ば

、

各

其

の

材

料

が

組

物

上

に

使

川

せ

ら

れ

た

る

場

合

に

於

て

其

等

装

飾

的

美

的

感

令

交

く

る

一昔

人

の

感

受

性

は

如

判

な

る

物

で

あ

ら

う

か

。

あ

る

附

割

合

は

非

常

に

好

感

を

能

へ

る

場

合

も

あ

ら

う

し

、

叉

あ

る

場

合

は

パ

抗

感

や

能

へ

る

で

あ

ら

う

、

市

し

と

れ

は

人

工

的

製

法

に

依

る

材

料

を

一

一

は

誓

良

な

る

窓

味

に

使

川

せ

ら

れ

、

一

は

悪

川

せ

ら

れ

た

場

合

に

起

っ

た

事

柄

に

過

な

い

の

で

あ

る

が

、

何

が

放

に

悪

結

川

市

や

来

す

可

き

か

さ

云

へ

ば

申

す

迄

も

な

く

材

料

の

芯

用

に

あ

る

材

料

の

悪

川

は

即

ら

撰

揮

の

不

備

に

あ

る

と

云

ふ

可

き

で

あ

る

、

撰

擦

の

不

備

は

材

料

の

飢

川

に

起

凶

す

る

物

で

あ

る

事

を

知

ら

な

け

ね

ば

な

ら

な

い

。

而

し

比

の

材

料

の

乱

川

は

何

が

故

に

・起

る

か

さ

云

へ

ば

即

ち

材

料

の

撰

揮

の

自

由

、

即

ち

人

工

的

に

製

作

せ

ら

る

が

故

に

天

然

材

料

の

如

き

れ

誌

の

制

限

や

受

り

な

い

貼

に

よ

る

物

で

あ

る
。
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又

一

方

に

於

て

ん

工

的

方

法

に

依

っ

て

作

製

せ

ら

れ

居

る

が

故

に

建

物

さ

制

和

令

色

影

に

於

て

形

態

に



於

て

其

の

撰

探

の

比

較

的

自

由

ぞ

有

す

る

が

放

に

.

そ

れ

に

依

り

て

受

く

る

美

的

観

念

は

決

し

て

不

規

則

な

る

物

で

あ

る

と

し

て

放

棄

す

べ

き

物

で

な

い

事

は

明

白

な

る

宮

中

世

さ

な

っ

て

表

わ

れ

て

居

る

の

で

あ

る

。
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七

色

彩

の

撰

擦

と

彫

刻

の

自

然

性

色

彩

の

撰

探

に

あ

た

っ

て

現

在

に

於

て

は

殆

ん

や

」

自

山

な

り

三

云

ふ

も

過

諾

で

は

な

い

迄

に

製

品

の

溌

濯

を

幽

…

間

…

四

…

関

叩

一
一一一

・
…
引

相

脳

同

輔

副

川

開

動

向

瓶

一昨

L

F

&
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P

川

町
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j
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h
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1

』

1
』

園

町

l

e
!

丸

町

b

A

d

m

 

F

T

1

1

帆

F

イ

J

h

日

来

し

て

居

る

が

故

に

色

移

ヒ

の

建

物

全

般

に

沿

け

る

調

和

に

劃

し

て

は

決

し

て

不

安

を

感

下

る

物

で

な

い

、

而

し

建

物

に

は

時

代

色

さ

で

も

申

す

可

き

か

、

一

種

の

調

和

色

の

流

行

が

あ

る

、

殊

に

現

在

の

如

き

錨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

建

物

の

建

築

せ

ら

る

場

合

に

付

て

は

其

の

外

観

の

有

す

る

形

態

の

自

由

さ

の

た

め

に

各

稀

各

慌

の

方

法

が

自

由

に

施

さ

れ

ん

さ

場

合

に

於

て

は

色

調

に

付

て

の

材

料

の

撰

探

さ

の

白

山

は

何

等

の

苦

術

や

も

感

じ

な

い

の

で

あ

る

け

れ

合

他

の

地

物

さ

の

調

和

叉

は

衣

服

の

色

彩

的

流

行

三

好

み

の

如

く

同

一

的

色

彩

の

場

調

を

砧

物

に

取

る

場

合

ぞ

有

す

る

物

で

斯

の

如

き

場

合

に

於

て

其

の

色

調

の

撰

探

さ

の

登

山品

三

自

白

さ

を

有

す

る

事

は

決

し

て

天

然

材

料

に

勝

れ

の

さ

云

へ

共

劣

っ

た

物

で

あ

る

さ

云

ふ

事

は

出

来

得

友

い

、

殊

に

大

な

る

ス

ペ

ー

ス

ぞ

間

一

色

ぞ

以

っ

て

施

工

せ

ん

‘

こ

す

る

が

如

品

川

、

場

合

の

知

き

に

於

て

は

決

し

て

天

然

材

料

の

遁

従

令

許

さ

な

い

物

で

あ

る

。

色

彩

の

如

く

由

自

住

を

有

す

る

如

く

、

又

形

跡

に

於

け

る

自

由

性

も

ぬ

し

τ
劣

っ

て

居

る

さ

は

申

さ

れ

な

い

殊

に

同

一

形

態

の

製

命

の

製

作

に

は

何

等

苦

痛

さ

ぞ

感

じ

か

仏

い

物

で

あ

る

。

と

・

に

其

の

特

長

や

有

す

る

物

で

あ

る

が

、

市

し

一

而

よ

り

見

る

時

は

仕

上

げ

ら

れ

た

る

材

料

の

彫

刻

の

自

由

さ

は

天

然

材

料

の

如

く

決

し

て

有

利

な

る

物

で

な

い

、

而

し

阪

形

の

製

作

に

は

天

然

材

料

の

及

ば

ぬ

特

長

ぞ

有

す

る

古

学

三

、

阿

形

の

彫

刻

作

製

に
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l

a句

4

1

1

1

1

1

依

h

v

て

同

一

形

態

品

川

町

作

製

じ

何

等

苦

痛

や

感

じ

な

い

特

一

試

を

有

す

る

ん

山

申

告

決

し

て

見

逃

す

市

中

L

T

許

さ

な

い

の

で

あ

る

。
} ¥ 

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

耐

久

牲

と

建

物

の

持

績

性

材

料

が

如

何

に

即

日

高

で

あ

っ

て

も

，

如

何

に

美

術

的

製

品

で

あ

っ

て

も

そ

れ

が

割

久

性

K

富

ん

で

居

ら

な

け

ね

ば

何

等

価

値

ぞ

有

す

る

物

で

あ

る

さ

は

云

ひ

仰

友

い

の

で

あ

る

。

何

さ

な

れ

ば

匙

築

物

は

皐

た

る

愛

玩

品

で

な

い

の

で

あ

る

。

郵

術

的

立

場

よ

り

も

賢

川

的

立

場

に

於

り

る

見

解

の

重

裂

さ

や

有

す

る

物

で

あ

る

耐

民

的

危

ら

ざ

る

べ

か

ら

歩

。

叉

耐

火

、

耐

水

的

な

ら

ざ

る

ペ

か

ら

ヂ

、

建

物

は

一

川

的

な

る

寸

断

的

の

物

で

な

い

、

長

い

活

動

寂

民

の

フ

ィ

ル

ム

の

如

き

持

制

性

を

有

す

る

物

で

あ

る

ν

故

に

之

れ

に

川

ひ

ら

れ

ん

と

す

る

材

料

は

之

等

の

製

黙

の

具

似

せ

し

む

る

事

必

要

を

有

す

る

物

で

あ

る

、

現

在

に

於

て

テ

ラ

コ

ッ

タ

さ

栴

せ

ら

る

物

が

各

砲

の

匙

物

の

表

聞

に

志

位

的

に

又

平

面

的

に

ス

ペ

ー

ス

ぞ

専

有

し

て

居

る

か

さ

云

ふ

事

は

如

何

に

其

の

目

的

に

合

致

し

て

居

る

か

さ

云

ふ

事

や

覗

質

に

物

a
m

る

も

の

三

云

わ

た

げ

ね

ば

な

ら

な

い

。

こ

さ

に

外

部

の

用

に

供

す

市

中

の

多

き

材

科

に

付

て

は

如

何

に

其

の

作

製

が

致

密

た

る

共

.

雨

風

、

火

煙

に

K

M
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ぷ主民;

百一一-1

か

さ

る

吻

な

る

時

は

決

し

て

立

閥

的

建

築

物

の

川

注

-
L

供

す

る

市

干

の

不

可

能

な

る

市

引

を

論

や

る

迄

も

な

く

軍

に

形

遣

ら

れ

た

る

装

飾

u

m

に

他

な

ら

な

い

、

之

の

貼

に

於

τ
テ

ラ

コ

ッ

タ

の

耐

久

性

の

広

め

る

馳

は

引

い

て

迎

築
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物

の

持

制

性

b

T

大

な

ら

し

む

る

放

た

め

。

九

曲

品官

美

砧

築

物

の

位

植

は

曲

線

の

配

世

に

依

り

美

的

価

値

の

(  19 )  



器

弾

を

充

分

な

ら

し

む

る

市

中

多

し

、

装

飾

の

配

置

、

柱

窓

の

形

態

、

外

制

酬

の

意

要

視

せ

ら

る

h

は

溺

り

之

れ

線

の

配

置

の

案

配

に

依

る

物

で

あ

る

。

さ

れ

ば

之

の

駐

に

付

て

天

然

判

料

た

る

石

川

村

の

如

き

物

に

於

て

は

充

分

に

研

究

せ

ら

れ

た

る

曲

線

美

そ

序

々

に

ぶ

工

に

依

り

て

作

製

せ

ら

れ

る

特

長

た

有

る

と

一
玄

へ

共

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

知

き

入

紳

の

技

を

以

て

な

さ

れ

た

原

形

に

付

て

も

之

れ

が

加

熱

方

法

に

依

る

以

上

形

態

の

髭

形

は

際

し

て

さ

り

特

ら

る

可

さ

物

に

非

手

。

故

に

之

の

貼

に

闘

し

て

盛

一

形

を

生

じ

ざ

る

お

制

の

重

要

な

る

事

の

必

裂

は

今

更

論

十

る

迄

も

な

く

、

挫

物

上

に

於

け

る

装

飾

的

価

値

の

著

し

く

m害

せ

ら

る

る

は

之

れ

が

放

に

起

る

物

に

し

て

、

外

同

製

品

に

比

し

和

製

テ

ラ

コ

ツ

タ

の

有

す

る

品

位

が

建

物

上

に

及

ぼ

す

美

的

債

植

を

如

何

な

る

棋

度

に

迄

及

ぼ

し

府

る

か

さ

云

ふ

事

は

五

日

人

の

既

に

熟

知

し

得

る

所

た

り

・

放

に

こ

L

に

於

て

遁

U

M

麹

所

の

必

要

あ

り

、

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

有

す

る

使

命

は

こ

‘

に

あ

り

、

叉

其

の

材

料

の

有

す

る

山

線

美

は

却

の

其

の

謡

川

の

妙

味

に

生

る

物

で

あ

る

市

や

や

知

ら

，

さ

る

べ

か

ら

歩

。

結

吾b

E問

/  

十

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

現

花

に

於

て

建

物

に

川

ο
ら

る

場

合

即

ち

其

の

利

川

方

市

よ

り

見

る

時

は

非

常

に

肢

い

範

回

必

有

す

る

物

で

あ

る

。

故

に

之

れ

が

辿

川

に

付

て

は

段

の

注

意

を

要

す

、

た

ん

さ

な

れ

ば

一

度

其

の

起

川

を

あ

や

ま

れ

ば

組

惑

な

る

概

念

、

』

そ

吾

人

に

あ

た

ふ

れ

き

す

れ

何

等

償

値

や

有

せ

守

一

片

の

駄

足

に

過

な

い

物

と

な

る

の

で

あ

る

事

や

知

ら

な

り

か

ば

な

ら

な

い

。

A

1

多

く

の

出

物

に

つ

い

て

其

の

外

形

を

見

る

時

は

一

っ

さ

し

て

同

一

エ

レ

ペ

l

シ

ヨ

ン

ぞ

有

す

る

建

物

は

な

ぃ

、

而

し

な

が

ら

其

の

辿

物

の

装

飾

た

る

細

部

に

付

て

川

見

る

時

は

鵠

〈

可

し

同

一

手

法

に

な

る

装

飾

同

一

形

ぞ

有

す

る

テ

ラ

コ

ッ

タ

が

全

く

意

味

の

こ

と

な

り

仁

る

襲

所

陀

堂

ん

て

こ

旧

び

ら

れ

屑

る

~

や

や

知

る

、

き

れ

ば

と

の

時

に

起

る

科

人

の

脳

担

に

浮

ぷ

他

の

建

物

さ

の

述

認

さ

で

あ

る

、

決

し

て

心

よ

い

物

で

・

泣

い

事

や

知

る

。

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

如

き

意

匠

考

案

の

自

由

な

る

物

に

於

て

は

充

分

注

意

し

建

物

の

設

計

花

賞

。

、

先

づ

之

れ

が

計

霊

的

に

考

案

作

製

の

要

あ

る

物

た

る

事

は

論

を

志

た

ざ

る

慮

な

り

。

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

利

川

の

妙

味

は

こ

忌

に

あ

り

、

叉

そ

の

蓮

川

に

他

の

建

物

の

遁

従

巻

許

さ

、

さ

る

誇

を

有

す

る

物

で

あ

る

。

附

ロ』

島

田
一
個

P

各

種

篤

託

カ

ッ

ト

は

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

如

何

に

建

築

物

上

に

用

ひ

ら

れ

知

判

に

其

の

効

果

を

記

入

の

目

前

に

一

部

し

て

居

る

か

を

一

例

さ

し

て

示

し

た

に

過

な

い

の

で

あ

る

げ

れ

さ

、

今

後

新

の

如

く

テ

ラ

コ

ッ

タ

の

建

築

物

の

内

外

雨

面

K

於

て

も

更

に

一

段

の

妙

味

あ

る

趣

巧

が

吾

が

建

築

家

に

依

り

五

円

人

の

意

に

返

す

る

あ

る

何

物

か

の

不

安

に

射

し

て

心

お

き

な

き

、

解

決

を

あ

た

へ

て

く

れ

る

で

あ

ろ

う

υ

(

終

り

)
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錨

筋

混

凝

土

の

大

悌

奈

良

の

大

仰

さ

ん

よ

り

背

が

二

丈

高

い

鍛

筋

コ

シ

ク

リ

l

ト

の

大

仰

さ

ん

が

、

別

府

郊

外

に

建

立

さ

れ

た

。

篤

異

は

.

そ

の

世

界

一

の

大

仰

さ

ん

で

近

く

開

眼

の

式

を

あ

げ

る

は

や
J

。
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、

露

両

亜

に

於

け

る

建

築

運

動

し

「

一

何

〉

Z

国

〉

ロ

O

〈

同

の

阿

詫

西

盟

で

は

「

昼

間

の

訓

練

』

三

い

ふ

言

葉

が

行

は

れ

て

ゐ

る

が

、

そ

れ

は

空

間

に

於

け

る

諸

建

築

的

要

素

め

特

性

さ

、

そ

れ

等

要

来

の

州

互

の

関

係

言

、

こ

の

諸

要

素

三

そ

の

従

属

し

そ

の

背

景

・

こ

す

る

昆

の

環

境

さ

の

閥

係

さ

等

を

肝

先

す

る

一

の

科

拳

令

指

す

も

の

に

外

な

ら

な

い

。

そ

し

て

、

と

の

利

息

は

、

ま

た

、

物

品

採

さ

観

者

三

の

相

互

の

位

置

の

費

助

に

よ

る

光

線

盛

化

の

法

則

を

決

定

的

に

明

磁

に

し

ゃ

う

・

こ

す

る

目

的

そ

も

持

っ

て

ゐ

る

。

以

上

の

諮

問

的

の

外

.

納

、

此

利

率

は

、

般

密

に

限

定

さ

れ

た

段

階

令

漸

次

に

経

て

、

抽

象

的

な

幾

何

接

的

形

式

の

研

究

か

ら

次

第

に

モ

の

質

際

的

感

川

さ

個

#

の

特

殊

具

閥

的

及

型

素

の

附

究

さ

に

移

の

準

ん

で

行

か

う

さ

い

ふ

抱

寅

'

そ

も

持

つ

て

ゐ

る

。

で

、

買

際

の

建

築

設

計

に

嘗

つ

て

は

、

と

の

利

息

は

、

先

づ

純

枠

な

建

築

的

形

式

に

非

常

に

力

強

い

、

即

ち

極

め

て

表

現

力

の

強

い

俊

越

性

や

奥

へ

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

次

に

翻

品

。

に

森

易

に

即

一

僻

さ

れ

る

や

う

な

明

，

確

な

『

リ

ズ

ム

』

を

以

っ

て

複

雑

な

形

式

の

諸

要

素

を

統

整

す

る

こ

さ

に

よ

っ

て

、

最

後

に

樺

・

々

異

っ

た

形

式

ぞ

秩

序

②

る

一

組

織

の

号

ち

に

包

含

す

る

と

さ

に

よ

っ

て

、

観

者

に

了

解

し

易

い

卒

衡

さ

、

極

め

て

合

理

的

な

全

能

三

の

印

象

L

T

血

(

へ

ゃ

う

さ

努

め

る

。

と

の

科

感

ご

そ

の

教

授

法

ご

は

建

築

士

-

フ

ド

グ

ス

キ

敬

授

に

よ

っ

て

「

モ

ス

コ

オ

美

術

士

整

峨

校

建

築

科

』

へ

溺

ら

さ

れ

た

の

で

あ

る

が

.

此

山
中

校

で

同

教

授

を

助

け

て

「

空

間

の

訓

練

」

や

敬

へ

た

人

に

ド

ク

チ

T

エ

フ

及

び

ク

リ

ン

ス

キ

雨

敬

慢

が

あ

っ

た

。

(  21 )  

そ

し

て

、

一

九

二

凶

年

じ

は

同

校

に

『

基

木

科

」

た

る

も

の

が

設

け

ら

れ

た

が

.

こ

の

科

の

謀

桜

の

う

ち

に

は

前

に

『

建

州

市

科

』

の

第

二

分

間

刊

で

使

は

れ

て

ゐ

た

ω

さ

閉

じ

方

法

に

よ

る

建

築

の

形

式

的

要

素

の

研

究

が

合
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ま

れ

て

ゐ

た

の

で

.

向

然

、

「

空

間

の

訓

練

』

の

敬

授

も

新

設

の

『

基

本

利

』

へ

移

る

や

う

に

な

っ

た

。

こ

の

基

本

利

の

初

級

の

説

科

は

「

美

術

工

整

型

校

』

の

八

分

科

や

通

じ

て

必

修

の

抽

象

的

諸

問

題

で

あ

る

が

第

二

級

に

於

い

て

は

建

築

ω
ぷ

一

本

的

問

題

が

研

究

さ

れ

、

そ

ω
諜

艇

は

特

に

建

築

士

を

作

る

筋

に

按

配

さ

れ

て

ゐ

る

。

(  22 )  

さ

て

、

建

築

さ

前

山

も

の

は

本

来

紋

も

同

定

的

な

技

術

で

あ

る

に

抑

ら

守

、

法

五

十

年

来

の

そ

の

進

歩

鐙

動

は

奇

妙

に

謹

か

で

あ

っ

た

と

訪

は

ざ

る

を

仰

な

い

o

す

な

は

ち

、

路

四

即

の

全

文

化

に

わ

た

っ

，
て

一

-x

m
変

化

か

卸

ら

し

た

彼

得

大

惜

の

革

故

に

削

減

す

る

艶

術

的

悼

統

の

突

如

ざ

し

て

中

絶

し

た

後

ぞ

承

け

て

、

追

求

さ

不

安

さ

の

一

時

代

が

現

出

さ

れ

、

こ

の

時

代

の

間

に

路

困

却

は

距

肱

諸

国

の

あ

ら

ゆ

る

諸

流

抵

の

影

響

を

代

る

が

は

る

受

け

た

の

で

あ

っ

た

。

ま

づ

ヴ

イ

ギ

ヨ

ル

、

パ

ラ

ヂ

才

、

カ

ン

デ

リ

ヱ

リ

等

の

風

が

入

る

さ

共

に

.

ル

、

不

ス

サ

ン

ス

に

劃

す

る

心

酔

が

ア

ダ

ム

ス

、

ト

マ

ス

・

J

ア

・

タ

モ

ラ

、

及

び

、

例

闘

白

人

ル

ル

ク

等

に

よ

っ

て

輸

入

さ

れ

.

つ

い

で

、

バ

ロ

ッ

ク

、

ク

ラ

シ

ッ

ク

、

ロ

ス

ト

プ

チ

ヌ

胤

の

ゴ

デ

ッ

ク

、

近

代

の

維

納

並

び

に

瑞

典

様

式

等

が

州

つ

い

で

、

或

は

同

時

に

模

倣

附

究

8

れ

た

の

で

あ

っ

た

。

然

る

に

、

『

革

命

」

は

躍

に

終

損

叫

が

び

政

治

生

活

の

務

保

件

を

根

底

か

ら

破

壊

し

去

っ

た

の

み

な

ら

下

、

ま

た

係

来

の

理

想

の

位

値

e
q

総

本

的

に

副

総

が

へ

し

て

、

今

-言

っ

た

や

ろ

な

新

古

典

主

義

の

運

動

を

突

鉱

一

掃

し

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

ο

そ

し

て

そ

の

跡

に

、

革

命

と

L

も

に

生

ま

れ

た

も

の

が

即

ち

『

締

結

的

論

理

』

ι
外

な

ら

な

い

。

こ

れ

は

前

人

の

未

だ

食

っ

て

想

像

し

た

と

さ

ω
な

い

や

う

な

分

業

の

航

路

に

相

臆

し

て

生

ま

れ

た

一

新

技

術

で

あ

っ

て

、

分

業

の

思

想

の

根

底

さ

な

る

・

岬

桝

的

精

仰

に

よ

っ

て

と

の

技

術

の

若

干

の

科

撃

的

基

礎

が

治

求

さ

れ

‘

そ

の

根

本

的

嬰

素

が

彬

求

さ

れ

る

や

う

に

な

っ

た

。

此

の

や

う

に

し

て

、

監

さ

、

容

積

さ

、

リ

ヅ

ム

芝

、

比

例

と

の

一

科

診

が

生

ま

れ

、

こ

の

科

取

が

貨

際

の

上

に

悠

川

さ

れ

て

、

新

材

料

の

持

つ

諸

艇

件

さ

近

代

休

活

ω
要

・求

ぐ

』

に

遁

合

す

る

?

つ

な

挫

築

が

つ

く

ら

れ

る

や

う

に

な

っ

た

の

で

あ

る

。

即

ち

製

造

場

‘

工

場

、

昇

降

機

泣

き

近

代

文

明

の

産

ん

だ

控

築

の

諸

様

式

や

無

制

限

に

採

り

入

れ

て

、

此

等

の

様

式

を

純

粋

カ

撃

の

法

則

に

随

っ

て

鹿

山

自

白

す

る

さ

い

ふ

と

ご

い

か

試

み

ら

れ

て

来

た

の

で

あ

る

。

克

も

そ

れ

が

来

だ

追

求

さ

分

訴

さ

の

過

程

に

在

る

と

さ

は

言

ふ

ま

で

も

な

い

r

。

し

か

し

‘

己

に

こ

の

や

う

な

理

想

に

則

っ

て

つ

く

ら

れ

し

も

か

そ

れ

が

あ

ら

ゆ

る

鈷

か

ら

翻

1

し

っ

か

り

ミ

し

て

ゐ

て

、

生

気

の

あ

る

さ

い

ふ

事

か

ら

そ

れ

が

現

代

の

論

理

に

完

全

に

適

合

し

て

ゐ

る

こ

ご

を

明

ら

か

に

示

す

建

築

も

、

ま

た

、

既

に

民

作

し

て

ゐ

る
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築
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(2)  

の

で

あ

る

。

原

栄

、

建

築

に

闘

す

る

本

能

的

才

能

は

跨

西

川

町

民

族

の

何

す

ろ

最

も

.

撒

著

な

、

且

、

最

も

根

底

ω
深

い

長

所

の

一

つ

で

あ

る

の

で

、

こ

の

民

族

の

建

て

た

あ

ら

ゆ

る

穂

類

、

無

数

の

様

式

の

建

築

令

一

立

し

て

、

す

た

は

ち

、

奇

麗

に

猫

創

的

な

モ

ス

コ

オ

か

ら

織

繭

に

し

て

偉

大

な

ぺ

ト

ロ

グ

ラ

ド

.

大

ノ

グ

ゴ

ロ

ド

の

簡

素

か

ら

キ

エ

フ

の

叶

雌

、

プ

ス

コ

ヴ

の

宮

般

か

ら

木

造

の

段

家

γ

到

る

ま

で

す

べ

て

の

蕗

西

河

川

越

築

に

共

通

し

て

同

じ

笹

術

的

#

確

さ

さ

、

輸

入

さ

ハ

た

あ

ら

ゆ

る

様

式

ぞ

完

全

に

川

崎

同

市

一

化

し

て

ゐ

る

一

の

民

政

的

風

韻

が

強

く

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

る

た

ピ

、

大

戦

前

に

一

時

肱

雑

巴

の

辿

築

外

か

ら

あ

ら

ゆ

る

溺

創

的

研

究

の

精

糾

そ

培

ひ

去

ら

う

と

し

仁

折

京

汲

の

傾

刈

が

、

亦

、

露

間

引

に

輸

入

さ

れ

、

そ

れ

が

偶

蒔

回

虫

人

の

斯

の

建

築

的

才

能

も

一

時

梢

卸

は

な

い

翻

が

め

っ

た

が

、

幸

に

し

て

「

革

命

』

三

共

に

起

っ

た

新

興

勢

力

は

ゼ

ル

ト

グ

ス

キ

、

フ

オ

ミ

ヌ

等

K

よ

っ

て

代

表

さ

れ

て

ゐ

に

此

折

義

的

傾

向

ぞ

全

然

て

か

し

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

J

そ

し

て

、

こ

の

新

興

勢

力

の

う

ち

に

産

ま

れ

た

新

建

築

川

勤

や

支

町

す

る

新

ら

し

い

建

築

家

は

す

べ

て

究

の

や

う

な

確

信

を

持

っ

て

ゐ

る

J

す

な

は

ち

‘

ま

づ

.

有

く

も

大

建

築

の

名

に

値

す

る

建

築

は

桁

謬

的

態

度

令

全

然

惜

除

し

に

も

の

で

あ

り

、

且

.

如

何

な

る

博

統

卜し

の

槻

感

か

ら

も

完

全

に

雌

脱

し

た

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

-

こ

剥

ふ

，

ミ

:

、

次

に

、

そ

れ

は

た

ど

純

粋

抽

象

概

合

と

技

術

土

の

係

件

さ

の

み

か

ら

決

定

さ

れ

設

計

ろ

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

ぐ

』

謂

刈

と

三

、

や

確

く

信

じ

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

ま

た

、

と

れ

等

の

桁

匙

築

家

は

謹

術

.

随

っ

て

作

築

も

亦

生

活

の

組

織

ω

一

で

あ

っ

て

、

決

し

て

向

車

な

装

飾

の

遊

戯

で

な

い

と

い

ふ

こ

さ

や

主

娠

し

、

か

う

い

ふ

確

信

ご

主

張

さ

の

も

と

に

‘

革

命

の

現

出

し

た

新

時

代

的

展

開

に

完

入

ム

陀

油

感

す

る

?

フ

な

新

ら

し

い

佳

築

の

様

式

ケ

作

っ

て

行

く

市

中

に

皆

そ

の

努

力

の

目

標

を

世

い

て

ゐ

る

。

し

か

し

‘

そ

の

目

標

は

一

つ

で

あ

っ

て

も

‘

彼

等

が

ご

の

程

度

ま

で

既

成

挫

築

の

磁

紳

乞

脱

し

て

ゐ

る

か

さ

い

ふ

と

三

に

就

い

て

は

自

ら

山

何

度

の

差

別

が

あ

り

・

ま

に

、

革

命

後

の

住

築

家

が

す

ぺ

て

一

段

に

一

大

草

新

三

根

本

的

復

興

三

の

必

姿

。

ぞ

痛

感

し

に

さ

謂

っ

て

も

‘

彼

等

の

案

出

し

た

針

策

に

は

そ

H

A

-

-

相

違

の

あ

る

ニ

さ

ぞ

免

れ

ぬ

。

で

、

極

端

に

言

へ

ば

各

人

各

様

で

め

る

が

、

大

障

か

ら

翻

れ

ば

、

現

今

の

蕗

一

曲

引

に

於

け

る

建

築

の

新

語

帥

は

之

ぞ

凡

そ

三

個

の

主

な

傾

向

に

分

っ

て

考

へ

る

事

が

出

来

る

J

す

な

は

ち

、

一

、

ま

づ

象

徴

紙

芝

謂

ふ

ゃ

う

た

も

の

が

考

へ

ら

れ

る

が

、

と

れ

は

た

ど

訴

来

の

ア

カ

デ

f

ズ

ム

に

新

時
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d<トリン

特 令 山j ｾ主そ情ｾ た 内 は 民 去 的 識 さ て に 熱 と の 代

徴桃 ｩｾｾ さのに築し周にち族寸なコむの三ぞゐ多情二が高の
で 成 建 は 慌 も 家 か | 剖 於 ・ の る 簡 も 理 、 飴 る く 的 、 多 帰 来市11|il  

d) -. 染 む ; 式 よ よ し の い 滋 心 担t illJ J 智 解 最 り 。 採 な 次 い 越 市

る る に り さ る の ・ 現 て 西 性 許 か 識 ぜ 後 に し の テ に の 築 そ

熱 製 は 伴 い の も 露 目 傑 却 が の ら の ね に 軽 か 入 ク 患 で に 加

情 索 、 る ふ で 事 凶 界 : 先 人 凶 役 庄 み EIE 純 脱 し れ ニ ・ 観 味

ご の そ が も あ ろ 必 令 し の 欧 目 ま で 素 理 す 、 ら シ 仮 彼 る し

思 正 の 、 の ら 高 に 叫 、 智 人 ぞ れ 聾 を 蹴 る 夏 れ ア ご 等 や た

告! 嘗 め 彼 tJ， う し 於 く 至 識 の 演 る 術 す ご こ て ン 名 の う も

ご な ら 令 去 が く り 把 純 に モ 予 も は ぺ い さ 乙 ゐ で 付 製 に の

の 理 ゆ 以 Tご と 苗 る 握 梢 は れ る の 成 て ふ は ご る あ け 作 『 に

融 解 る う l J 1 の 家 新 し 級 官 三 に で り 建 の 此 更 。 り ら に E i & 

合 ご 作 て * 新 に 建 、 の 能 は 過 あ 立 築 は ほ き そ 、 れ は 令 ぎ

、 が 物 直 て 動 寅 築 情 王 型 的 甚 ぎ っ た か ・ の さ し 彼 る 革 強 な

及続ｾ ｩ こゐｾふｾ持念要しぬてぬらた建」て等や命調い
び は 一 之 な の 慮 勤 る ? に 素 く さ 、 さ 排 ピ 築 ご 、 の う 所j す 。

、 れ 貰 ご い 主 が に 以 就 が 巽 謂 智 は 除 科 の の tlt 鐙 な の る 此

駈 る し 問 。 張 多 就 つ い 揮 つ ふ 識 誰 し 摩 大 聖 振 築 一 震 建築 。 様

の が て じ 型 す い い で て く た 事 は も や の き の に 汲 し の

融 、 、 さ ざ る さ て 之 思 浸 も も た 言 う 示 い に う は が か 建

合しーす様や謂特を ＧＱＱｦｾ 潤の認ピふさす敏賞ち・汽 あ し 築

の か め る 式 う ふ に 愛 す し で め そ こ す 鹿 島 ・ つ U) 舶 る の 、 家

義 し 否 わ さ とZ 事 注 す る で あ ぬ の さ る に と て 極 、 が 名 猫 は

礎 、 み け は 建 で 怠 る ご ゐ る わ 廷 で 。 従 調 、 端 自 比 捜 . H  

ご そ 難 に 建 築 あ 令 ニ共るさけI : I ! . あ ひ は ぺ 分 働 波 が 銃 ん

た と い は ふ のフる 要 三 に の い に に り 、 ね ル 子 車 の 砂 成 で

る に 誠 い の 2 0 す が 、 で ふ は 富
現 ば ス は - 建 か 建 極

は 立 か で なJよ そ る 出 そ あ 事 い つ ま

貨 な ぺ 効 飛 築 ら 築 〈

の 未 さ ぬ 、 はル し の 来 れ る
も か て た

の ら ク 川 語 家 予 の 簡

傑 Tご さ の ;i ij 既 て は る
、』、‘  

リ 考 ぬ 無
、

外 ぬ チ の は 認 様 式 車
ν、

、

、 で 者 t L >  

、 の 同 だ へ 。 m 宜
に 。 ぢf 外 等 大 め な

時 す 現 あ は 定 一 そ で i時 か ね け 或 際
目 の に の て ら に 形

代 ぺ 在 る 後 ま つ れ あ に ら ば れ は
、

を 盤美総い れ 主任ｾ
主 て 及 。 者 づ に が る

- 純 な ぎ 有 謹
在 化 は j告 ロ る 制 求

潮 偉 CY で ぞ て は 賀 。 蕗 枠 ら
も 語: 術 治宝 さ 無 の マ

。

ｾ＠ め

の 大 !l 等 ‘ 見 ゐ j折 際
四 七h な 亦 な が す写

均 い 原 ン れ

、

統 な * 最 1:1:¥・な う に ｦｬｾ 象い 、 Zst斤ζ 3JEP， 
、

衡 と l!l J チ て ア

時 の、近 だ が い 於
人 の 。露ｾ く 喜市 の τ主 が ツ ゐ メ

さ 代 生 の す ら - ，、 し、
は 領 す 西 : a 本

枠 法 張 非 ク る

い の 活 蕗 手 事 て ま域な Ｕｾ 除能 知 J!i J  し 常 で と カ

(  24 )  



新

興

ロ

シ

7

の

新

建

築

家

二

プ，

v
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(4)  

ふ

も

の

が

あ

ら

は

れ

て

ゐ

ゑ

い

。

挫

築

が

抽

象

的

関

係

の

技

術

で

あ

り

、

そ

れ

が

数

字

に

非

怜

に

持

近

し

て

ゐ

る

こ

さ

は

事

買

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

れ

が

時

代

の

表

現

で

あ

る

一

の

段

式

に

建

す

る

鵡

に

は

そ

の

抽

象

b

T

・通

じ

て

生

命

の

臨

勤

が

感

ぜ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

然

る

に

、

前

に

言

っ

た

や

う

に

、

返

西

川

川

人

の

最

も

腕

密

に

智

識

的

な

思

索

の

う

ち

に

も

既

に

多

く

の

山

口

能

的

要

素

，

か

含

ま

れ

て

ゐ

る

も

の

友

の

に

拘

ら

や

，
、

現

在

の

小

路

西

毘

地

築

家

は

非

常

に

極

端

な

科

象

的

客

観

性

を

求

め

て

、

し

か

も

之

に

到

濯

し

て

ゐ

る

や

う

に

見

え

る

。

彼

等

の

製

作

に

は

時

計

算

の

冷

た

さ

が

山

て

ゐ

る

だ

け

で

、

露

国

一時

民

族

の

心

さ

い

ふ

も

の

は

そ

こ

に

少

し

も

あ

ら

は

れ

て

ゐ

な

い

。

し

か

し

、

近

代

生

活

の

基

調

が

如

何

に

智

的

な

も

の

で

あ

る

に

せ

よ

守

ょ

に

そ

の

要

求

が

如

何

に

股

密

明

確

で

あ

る

に

せ

よ

、

そ

れ

は

決

し

て

個

々

の

性

絡

や

無

性

質

な

統

一

の

う

ち

に

卒

均

化

し

、

ぷ

は

一

・
4

の

族

族

の

特

徴

令

純

粋

に

幾

何

曲

学

的

な

秩

序

の

う

ち

に

消

散

せ

し

め

る

さ

い

ふ

や

う

な

結

川

市

ぞ

庄

下

る

も

の

で

な

く
、

ま

た

、

さ

う

あ

つ

て

は

ゑ

ら

な

い

の

で

あ

る

。

で

、

悲

陀

越

ぺ

て

来

た

や

う

な

新

ら

し

い

建

築

誕

動

も

、

此

貼

か

ら

翻

れ

ば

、

大

い

に

間

違

っ

た

方

向

に

進

ん

で

ゐ

る

や

う

陀

見

え

る

が

.

事

貨

は

必

し

も

然

う

で

な

い

の

で

あ

っ

て

、

す

べ

て

長

い

間

服

従

し

て

ゐ

た

も

の

が

念

に

反

接

す

る

時

の

法

則

の

通

り

、

こ

の

建

築

の

新

運

動

が

梢

極

端

三

な

っ

て

純

理

化

の

方

向

に

傾

き

過

ぎ

た

の

も

極

め

て

自

燃

の

こ

さ

に

過

ぎ

ぬ

。

し

か

し

、

と

れ

は

要

す

る

に

た

ど

一

時

の

現

A

様

で

あ

る

か

ら
、

現

在

の

路

西

部

一

建

築

は

之

や

更

に

完

全

な

将

来

の

も

の

L

園

式

ざ

し

て

、

そ

の

大

惜

の

輪

廓

さ

し

て

骨

組

ざ

し

て

翻

る

の

や

至

首

さ

す

る

。

そ

し

て

‘

恐

ら

く

将

来

の

建

築

は

こ

の

骨

組

に

細

部

の

肉

ぞ

付

り

、

再

び

見

出

だ

さ

れ

た

官

能

の

倣

び

を

以

っ

て

『
』

の

輪

廓

を

充

た

し

肢

か

し

仁

も

の

さ

し

て

護

展

す

る

の

で

あ

ら

う

さ

思

は

れ

る

。
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断

面

J ¥ 

荒

蘇

作

牛

い

か

さ

ま

洋

館

な

ら

間

後

の

幼

さ

ず

百

ひ

仁

い

が

一

世

は

一

夜

で

化

る

海

月

よ

り

早

い

軒

並

に

並

ん

だ

ペ

ン

郎

の

き

れ

ホ

是

れ

も

二

階

三

階

、

二

階

三

階

に

不

思

議

は

な

い

か

賢

は

表

丈

け

な

ん

だ

か

ら

世

話

は

ね

い

。

月

夜

の

娩

た

ら

月

が

す

け

て

見

え

、

窓

補

予

が

破

れ

て

ゐ

h

り

や

其

鹿

か

ら

屋

根

が

見

え

る

な

あ

、

何

ん

た

る

事

た

い

、

内

ら

か

ら

な

ら

首

り

め

い

だ

が

外

か

ら

だ

し

か

も

街

路

か

ら

な

ん

だ

か

ら

恐

れ

入

っ

ち

ま

ふ

ぜ

比

の

分

で

世

間

も

許

し

向

分

も

ね

窓

が

っ

て

わ

や

を

ふ

せ

絡

必

顔

丈

り

で

尻

つ

ぼ

の

ね

い

女

が

出

て

も

訟

存

は

あ

る

め

い

よ

。

(  26 )  



輸

大

阪

の

大

玄

関

に

就

て

前

披

に

於

て

述

べ

た

様

た

新

騨

計

芯

や

生

む

に

至

っ

た

動

機

は

何

で

あ

る

か

さ

云

へ

ば

、

要

す

る

に

交

滞

問

題

の

解

決

さ

云

ふ

事

に

外

な

ら

な

い

の

で

あ

る

最

近

五

十

年

間

に

驚

く

べ

き

渡

遼

や

遂

げ

た

わ

，

か

大

大

阪

は

、

今

や

、

至

る

所

で

交

遁

動

脈

の

硬

化

に

直

面

し

て

青

息

叫

札

息

そ

つ

い

て

ゐ

る

。

そ

の

中

で

も

最

も

穆

胤

の

激

烈

な

所

が

大

阪

騨

ぞ

中

心

、

こ

す

る

あ

の

一

割

だ

。

と

の

充

胤

の

手

伽

足

伽

や

振

り

解

こ

う

さ

、

自

由

ぞ

求

め

あ

蛇

の

様

に

、

身

問

へ

苦

し

ん

で

ゐ

る

の

が

天

下

の

大

阪

の

今

の

航

態

な

の

で

あ

る

υ

従

っ

て

切

何

に

大

限

瞬

が

理

想

的

に

改

良

さ

れ

て

も

、

と

れ

が

呑

吐

す

る

ゐ

び

た

ピ

し

い

肱

客

や

、

騨

前

の

タ

キ

シ

ィ

、

路

面

電

車

さ

の

聯

絡

訟

で

が

解

決

さ

れ

た

り

れ

ば

い

つ

ま

で

経

つ

で

も

大

阪

市

の

交

遁

疾

患

は

治

療

せ

ら

れ

な

い

の

だ

。

新

聞

肺

計

氷

川

の

根

幹

は

質

に

こ

‘

に

存

す

る

。

か

や

う

な

根

幹

が

完

全

に

満

足

さ

れ

大

上

に

、

夏

に

考

慮

せ

ら

れ

た

き

は

防

空

的

施

設

の

事

柄

で

あ

る

( 2)  

1--:: 

生

各

都

市

共

主

と

し

て

木

造

建

築

で

防

火

設

備

も

不

完

全

、

地

下

室

も

無

く

、

挫

鱗

所

も

無

く

、

あ

ら

ゆ

る

釘

空

設

備

の

快

如

せ

る

我

園

で

は

軍

事

上

の

施

設

の

外

に

都

市

の

設

備

や

家

屋

の

構

造

設

備

に

釘

杢

的

川

怠

の

必

裂

た

事

は

言

や

侠

た

な

い

。

即

ち

今

後

新

改

築

さ

る

べ

き

建

物

は

特

に

比

貼

に

留

意

し

仁

い

。

過

日

某

誌

に

井

上

航

空

木

部

長

が

「

本

軍

は

盟

抑

制

で

戦

字

そ

終

末

に

出

場

合

川

村

る

』

さ

論

じ

て

居

ら

れ

る

が

、

今

偲

に

わ

尤

分

優

勢

な

る

宰

中
小

を

有

し

て

ゐ

る

さ

し

て

も

、

絶

釘

的

且

つ

、

永

続

的

に

制

駅

構

の

確

保

を

得

る

世

帯

は

悶

離

で

あ

ら

う

。

素

ょ

の

今

度

の

新

騨

案

中

に

は

此

の

方

而

よ

り

の

研

究

も

充

分

議

さ

れ

て

ゐ

る

事

さ

思

ふ

か

、

私

は

と

の

意

味

で

地

下

室

仁

依

る

地

下

の

利

用

ぞ

多

く

さ

れ

る

事

ぞ

希

望

し

て

巳

え

な

し、

。

自

然

建

物

は

.

高

層

な

る

立

躍

的

の

も

の

は

不

必

南

京

さ

な

る

謹

で

あ

る

。

そ

し

て

其

の

構

遁

は

ス

ラ

プ

や

始

め

各

融

制

材

共

カ

ル

キ

ユ

レ

l

シ

ヨ

ン

以

外

に

其

新

た

に

三

十

二

市

に

市

街

地

建

築

物

法

を

三

月

六

日

の

閣

議

に

て

は

大

正

九

年

勅

令

第

五

有

四

十

五

撚

市

街

地

建

築

物

法

油

川

区

域

中

改

正

の

件

た

決

定

し

れ

.
m
v

、

桁

は

小
川

認

三

十

二

相

制

市

に

新

た

に

市

街

地

建

築

物

法

た

凶

月

一

日

か

ら

賢

脳

ぜ

ん

と

す

る

も

の

で

わ

る

。

旭

川

、

八

王

子

、

姫

路

‘

明

石

、

高

崎

、

宇

都

宮

・

足

利

.

宇

治

山

問

、

四

日

市

‘

招

律

、

巾

府

、

上

回

、

部

山

(

澗

向

勝

)

耐

島

、

秋

問

、

問

弁

.

尾

道

、

徳

島

、

今

治

・

久

留

米

.

別

府

、

-

一

川

崎

.

川

川

和

削

.

横

須

賀

、

川

崎

、

前

橋

‘

ぶ

戸

、

奈

一一足

.

大

作

・

権

問

、

松

江

、

松

史

跡

名

勝

指

定

l

l
関

西

地

方

の

分

1

1

新

十
い

に

内

務

者

告

示

た

も

っ

て

史

跡

名

勝

天

然

記

念

物

忌

指

定

・

し

れ

が

閥

西

の

分

は

左

の

ご

と

く

で

あ

ろ

o

史

跡

惣

爪

塔

跡

(

岡

山

田

紛

都

窪

郡

加

茂

村

惣

爪

)

A

h

料

品

V

圏

分

寺

跡

(

和

歌

山

勝

制

m

U

R

郡

池

悶

村

大

学

東

闘

分

字

宮

ノ

前

同

字

入

光

)

企

図

関

分

繕

跡

(

同

上

岩

山

村

大

字

西

関

分

)

A

讃

昨

日

凶

分

尼

寺

跡

(

香

川

勝

綾

歓

叙

端

岡

村

大

字

新

居

字

東

川

西

)

企

丸

限

山

古

墳

(

爾

陶

酔

脚

糸

内

局

部
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地

下

に

於

て

互

に

聯

絡

す

る

で

あ

ら

う

さ

云

ふ

事

は

前

蹴

に

詳

述

し

た

通

り

で

あ

る

が

現

瞬

前

に

集

合

、

駐

車

し

て

ゐ

る

タ

キ

シ

イ

も

、

私

は

地

下

に

於

て

-

な

さ

れ

る

僚

に

し

た

い

さ

考

へ

て

ゐ

る

。

東

京

牒

前

で

も

無

数

の

タ

キ

シ

イ

が

群

。

ぞ

作

っ

て

、

時

世

付

加

さ

客

ぞ

待

っ

て

ゐ

る

け

れ

を

、

土

地

利

m
の

酷

か

ら

見

て

も

謀

、

だ

感

心

し

な

い

や

り

方

だ

さ

岡

山

ふ

。

或

る

定

式

を

慶

し

て

、

市

街

地

だ

け

は

何

故

に

地

下

鋪

道

式

に

計

市

さ

れ

な

か

っ

た

か

ぞ

不

思

議

に

思

っ

て

ゐ

る

勿

論

・

日

架

式

等

に

比

す

れ

ば

英

大

左

貨

安

や

-

聾

す

る

で

あ

ら

う

が

種

々

の

ア

ド

パ

ン

テ

l

ヂ

の

合

力

は

優

に

班

活

の

駄

を

償

ふ

て

依

h

り

あ

る

で

は

な

か

ら

う

か

。

然

し

最

早

今

日

三

友

つ

て

は

、

前

述

の

計

註

辿

り

に

さ

れ

る

よ

り

致

方

な

い

。

の

プ

ロ

テ

ク

シ

ヨ

γ

ぞ

充

A

U

K

取

り

、

フ

ラ

ッ

ト

ル

一

の

隠

域

内

に

停

点

し

て

ゐ

る

も

の

な

ら

附

近

や

通

行

l

フ

に

は

芝

庄

等

に

依

る

庭

園

ぞ

設

け

る

事

に

す

れ

一

す

る

に

少

し

も

危

険

は

無

い

が

絶

へ

や

動

い

て

ゐ

る

ば

鴎

員

の

休

息

所

を

粂

ね

て

一

暴

雨

得

で

は

な

か

ら

一

後

方

や

ま

わ

れ

ば

後

退

し

出

す

率

も

あ

る

有

様

で

全

う

か

。

高

架

道

に

於

て

も

同

様

に

各

榔

材

の

コ

ン

ク

一

く

不

都

合

で

あ

る

。

そ

れ

も

東

京

騨

の

や

う

に

際

的

リ

l

ト

プ

ロ

テ

ク

シ

ョ

ン

を

充

分

K

取

る

事

は

、

軍

一

に

底

大

な

股

場

や

有

し

、

青

々

し

た

植

込

み

な

き

を

に

騒

音

ぞ

少

く

す

る

の

み

怒

ら

や

此

の

意

味

か

ら

も

一

取

れ

る

所

な

ら

ば

ま

だ

よ

い

の

だ

が

、

大

阪

騨

は

位

誠

に

結

構

で

あ

る

さ

思

ふ

の

で

あ

る

。

一

置

か

ら

云

つ

で

も

騨

前

肢

走

の

道

路

ぞ

控

へ

、

充

分

元

来

私

は

色

々

の

貼

か

ら

考

へ

て

、

高

架

や

路

面

怒

る

康

場

や

取

り

得

泣

い

賦

態

に

あ

る

3

即

ち

英

国

や

獅

逸

に

多

く

見

ら

れ

る

様

た

騨

前

の

美

観

は

得

ら

れ

ぬ

賦

態

に

あ

る

の

だ

が

少

し

で

も

併

前

を

肢

く

し

植

込

み

を

多

く

す

る

椋

に

計

市

-

し

・

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ら

う

。

そ

と

で

私

は

ペ

ン

シ

ル

グ

ェ

=

ア

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

の

如

く

、

同

騨

は

地

下

鍛

遁

で

は

あ

る

が

瞬

附

か

ら

降

り

勾

配

で

降

っ

て

行

く

様

に

し

た

ら

よ

い

と

思

ふ

。

此

瞬

で

は

正

而

K

向

っ

て

左

右

雨

端

に

と

う

し

た

遁

路

が

設

げ

ら

れ

・

途

中

に

夫

々

プ

リ

ツ

ヂ

が

一

つ

あ

っ

て

、

雨

側

両

道

路

か

ら

来

る

客

は

そ

こ

そ

越

へ

て

瞬

に

入

る

様

に

な

っ

τ
ゐ

る

。

車

は

新

躍

が

前

越

の

地

下

室

や

大

い

に

利

用

し

、

阪

判

阪

急

、

地

下

鍛

遁

・

そ

の

他

の

各

タ

ー

ミ

ナ

ル

ミ

も

も

う

一

つ

あ

る

。

そ

れ

は

手

荷

物

の

取

扱

が

際

円

以

に

も

旅

客

に

も

簡

便

さ

怒

る

事

だ

。

手

荷

物

取

倣

所

を

地

下

室

に

取

り

、

そ

の

前

で

タ

キ

シ

イ

か

ら

降

り

る

事

に

す

れ

ば

赤

帽

を

袈

せ

や

し

て

手

荷

物

が

預

け

ら

京

一

聖

さ

吐

き

出

さ

れ

て

少

し

も

不

似

な

事

は

無

い

タ

キ

シ

イ

の

駐

車

場

を

地

下

に

さ

る

事

の

利

錠

は

電

車

政

府

の

勧

告

に

よ

っ

て

念

に

出

版

り

手

絞

き

も

ぜ

る

。

う

に

な

っ

れ

と

体

へ

ら

れ

る

郷

誠

之

助

男

、

根

津

嘉

一

郎

大

航

刷

新

太

郎

、

大

食

苓

八

郎

氏

な

ど

財

界

の

巨

頭

六

十

総

東

京

大

阪

間

高

蓮

度

新

特

別

保

護

建

造

物

古

枇

寺

保

存

令

は

安

ろ

廿

九

日

待

別

保

磁

建

造

物

な

ら

び

に

附

伐

の

指

定

お

よ

び

補

助

金

下

附

の

件

た

総

決

乙

れ

が

新

に

指

定

さ

れ

わ

い

特

別

保

磁

建

造

物

左

の

辺

り

で

あ

ろ

新

-

い

特

別

保

謎

建

造

物

に

指

定

さ

れ

わ

ト

も

の

(

六

件

)

正

岡

寺

地

磁

訟

(

東

京

市

外

来

村

山

村

)

A

斑

鳩

寺

三

重

塔

鴻

(

兵

庫

川

脚

舛

保

郡

斑

脇

村

)

企

熱

開

制

作

内

鋲

由

車

門

(

名

古

屋

市

南

区

新

宮

阪

町

A

)

抽
出
泉

寺

仁

王

門

(

愛

知

勝

東

春

日

井

郡

志

段

昧

村

)

A

端

協

点

寸

法

堂

お

よ

び

同

寺

総

川

(

山

岡

市

下

闘

)

賓

視

さ

せ

た

き

新

計

書

一

周

悩

寺

村

大

学

周

船

寺

)

A

日

同

古

波

(

同

浮

務

郡

千

年

村

大

字

若

宮

高

林

)

A

菅

岡

山

町

(

島

根

懸

八

束

郡

川

崎

仲

村

太

字

管

岡

)

名

曲

附

会

品

拙

「

担

坊

庭

凶

(

問

問

勝

田

川

郡

彦

山

村

大

字

架

彦

山

字

上

谷

)

天

然

記

念

物

お

ほ

や

ま

れ

ん

げ

自

生

地

(

奈

真

融

制

吉

野

郡

天

川

村

大

字

北

品

川
字

峰

巾

)

A

立

花

山

総

原

始

林

(

縮

問

賂

湖

底

都

立

花

村

大

学

立

化

口

)

A

高

尾

暖

地

位

潤

楽

樹

林

(

ぬ

根

旧

制

m
zロ

郡

中

村

大

字

巾
h

村

宇

高

応

)

企

し

、

ん

ら

ん

群

落

(

奈

長

線

吉

野

郡

下

北

山

村

大

宇

前

鬼

字

千

代

迫

)

A

秋

吉

台

山

の

地

獄

台

(

山

口

豚

美

繍

共

和

村

大

字

管

長

字

地

獄

)
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し L  祇 云 客 越 る あ て 客 と 遁 る 種 は 使 タ エ い ロ れ

然 て で 手 ふ の べ つ

。

る 三 を と 路
。 ω 地 其 利 キ クカ、 る

し フ 杭 荷 飢 密 て い 。 立 待 が に 降 存 下 の で シ ス さ カ と

出 オ み 物 暴 集 置 で こ 以 つ 出 面 り の ま 代 あ イ プ 云 J レ さ

31{i 込 の な す き に ろ ヒ
。 来

し る 車 で る 利 レ へ ト Y乙

る .L. む フ や る た 手 ゅ の そ な て さ は 引 ロ 。 川 ス ば レ な

も に事; t - り フ い 荷
つ

挫 し い 設 こ
、 張

の の 云 4 る

。) -¥γ 』こ 方 オ
。 1初 ｝ｾ走てかけ ゐ 今 り カ 大 旗 ふ ン

ν  

主 主 つ な ムJ l > 現 蓮 合 に 自 ら ら に ま 込 J レ 部 客 ま
、』石ご

タ

ら こ つ が や ム 在 搬 に た 家 地 れ も で ま
ト 分 の で エ キ

タl さ て };Ij つ を で に し へ 附 下 て 小 通 れ レ の 方 も ク エノ

車 が ゐ に て 植 は 閥 ? とら 自 に あ 設 り て 4  旅が ｾｮｾ ス 4  

が 5出k る 設 ゐ 1 r 手 す
い だ 勤 11 & る 術 協 は ン 客 多 く プJ i >

フ か け る し 荷 る さ り 車 ひ
。 Ul 前 敵 の に い 手 レ 利

オ る ら ら 。 て 物 希 考 の の 込 車 手 で は 服 と 諜 荷 ス Jll

l  の 旅客れ外国 積 蓮 主 主
へ 副 l直 ま は 荷 停 な : a : つ で 物 さ す

ム で て み 搬 を る 員 渇 れ 駐 物 事 ぃ tこ て あ の 何 る

にある は め で 込 車 と
の に そ て 車 放 せ

。; : :
は る 閥 れ 肱

秘 仏 : り は む が L T  し 考 降 す 所 し と つ 大 か 係 が J各;

付ー

。

'し、 と 大 ; : : 肱 kこ あ て へ . ! ) l る が め の て 盤 ら で 多 は

験 に い り 黒I¥i I ら に 気 待 構 〈 洗 ば こ 可 瞬 本 云 の 荷 け

す_ ¥-. 別 る 由 な ス れ よ づ 合 成 様 雨 な に 成 の 屋 地 ふ つ 物 に

る つ れ 三 来 の ま る る か 室 す に 所 ら イIIJ わ 卒 ιl 玉 下 肢 か 倣 な

に て ぞ

、

、 で で も さ ふ

、

る 配 、 た が 市11 商 而 遣 に な 所 つ
』

選 始 し ろ 霊 あ が の 待 匙 チ 豆 置 切 い あ 締 は I ' L t t : し い 三 τ

ひ め 、 は る 高架 の 合 は ケ 素 さ 柏: 。 る 質 問 つ 関 fこ う 謹 ゐ

無 て 続 無 場 。 如 室 此 ツ 三 れ 賢 活 か じ EE い す い ち 絡 る

い の し い 秤 人:  下 く 始 の ト し る 場 報 と な 第 て る さ に し 鯉

。 ー い ω に で め コ ロ て 事 等 、 云 つ ー 希 希 思 再 て に

哀 渉 再 誰 #

、』ー.

あ

、

ン ピ は iJ ミ が 郵 ふ て 主 望 望 ぷ 、 i ): 直

、

び そ 曾 し の ら る 大 コ イ 先 大 瞬 似 事 ゐ 義 令 は の 辿 接 持
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み す 又 は い な の 日 あ あ コ る 三 、 l肢 で た こ 。 て み け

や る は
ζ  

1C!l し 、 お 架 る ら

。

直 手 撚 あ い と し f主
、 が

に 菩 慌
2・ 象 か に

y  
。

ろ ス 騨 ぐ 荷 で る
。 と て '!( 1i ' r' (地

EI び れ で ぞ
、』

コ に 新 が で 卒 目 物 あ か 放 す さ 欠 す 客 下

ま や 0) 悲 刊焼
云 ン 設 計 金 私 次 面 に 倣 ら ら 客 る に
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す

れ

ば

東

京

騨

の

は

穴

に

よ

く

出

来

て

ゐ

る

!

?

を

の

鈴

に

色

々

伝

待

合

に

利

川

さ

れ

た

り

、

h

h

r

の

寒

い

日

な

る

」

は

川

の

無

い

1

漣

中

が

入

り

浸

つ

τ
、

て

こ

で

も

動

か

な

か

っ

た

り

・

居

心

地

が

い

L

の

で

見

話

人

が

ぞ

ろ

ぞ

ろ

入

り

込

ん

で

時

間

の

翻

念

令

超

越

し

て

随

分

さ

小

さ

く

て

児

女

別

さ

な

っ

て

ゐ

る

。

別

に

大

き

訟

喫

茶

底

、

料

理

庇

が

あ

っ

1

却

っ

て

、

と

・

の

方

が

待

合

室

の

観

が

あ

る

位

で

あ

る

が

、

川

辺

と

比

較

う

で

あ

る

か

ら

待

合

室

は

精

度

に

紛

少

さ

れ

る

ん

や

と

想

像

さ

れ

る

。

ア

メ

リ

カ

諮

り

ω
牒

で

は

待

合

室

が

め

よ

う

さ

は

忠

つ

て

ゐ

友

い

。

唯

、

コ

ン

コ

l

ス

だ

り

は

高

架

下

か

ら

脱

出

せ

し

め

、

ぜ

め

て

、

ペ

ン

シ

ル

ヴ

エ

ニ

ア

の

持

つ

、

あ

の

グ

ラ

ス

さ

餓

骨

さ

か

ら

来

る

軽

快

な

・

時

々

ざ

し

た

、

の

も

」

り

さ

が

徴

し

い

さ

忠

ふ

の

で

あ

る

。

一

時

間

最

大

十

列

車

の

設

辿

が

可

能

さ

な

る

そ

た

時

、

，

ど

の

様

に

其

の

す

が

す

げか

し

さ

に

驚

く

事

で

あ

ら

う

。

私

は

新

閥

解

に

、

何

も

そ

れ

科

の

肢

さ

や

求

胸

令

、

列

車

の

酪

k

た

る

普

響

で

上

か

ら

陵

縮

さ

せ

ら

れ

る

様

な

位

置

に

お

き

た

く

友

い

。

ふ

る

へ

て

熱

く

息

づ

く

若

人

だ

ち

の

か

が

や

か

し

い

噛

き

を

列

車

下

の

重

苦

し

い

雰

闇

気

の

中

に

い

ぢ

け

さ

せ

て

は

面

白

く

な

い

:

:

:
・
。

東

京

騨

の

コ

ン

コ

|

ス

に

立

っ

た

者

が

ペ

ン

シ

ル

ヴ

ヱ

ア

騨

の

コ

ン

コ

l

ス

に

立

つ

防

火

の

助

さ

も

な

る

。

ア

メ

リ

カ

の

有

す

る

美

し

き

都

市

シ

カ

ゴ

は

、

千

八

百

六

十

年

か

ら

千

八

百

九

十

年

じ

至

る

三

十

年

間

か

ら

充

分

の

設

備

を

し

て

賞

ひ

た

い

。

と

れ

は

一

つ

に

は

、

始

め

に

云

つ

穴

釘

安

施

設

の

一

部

さ

も

な

り

轍

を

踏

ま

な

い

様

に

し

仁

い

。

是

非

共

錨

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

栴

誼

ざ

し

別

に

ア

コ

ー

ス

テ

ィ

ッ

ク

の

立

場

鍛

道

で

あ

る

ο

と

れ

に

つ

い
ド

て

私

は

、

其

の

附

近

住

居

の

人

々

に

可

及

的

騒

首

が

問

へ

な

い

様

に

、

遁

慌

の

設

備

や

し

て

頂

く

~
み

や

望

む

の

で

あ

る

。

ニ

チ

l

・

ヨ

l

ク

の

蛾

骨

日

架

道

が

夙

に

問

題

制

仇

さ

れ

て

ゐ

る

抑

っ

て

戴

4

d

た

い

も

の

で

あ

る

。

今

回

の

計

市

中

、

大

阪

人

に

さ

つ

で

エ

ポ

ッ

ク

メ

ー

キ

ン

グ

友

一

事

は

、

大

地

下

計

誌

の

外

に

、

始

め

て

出

現

す

る

、

市

内

紡

断

の

腕

身

長

蛇

ω
如

会

高

架

フ

ォ

ー

ム

さ

コ

ン

コ

l

ス

間

に

大

地

ド

遜

令

作

る

事

は

混

雑

防

止

の

一

方

法

で

あ

る

υ

こ

う

し

て

数

多

の

開

札

口

に

よ

っ

て

各

フ

ォ

ー

ム

さ

聯

絡

す

る

事

は

非

常

陀

よ

い

思

ひ

刊

き

さ

恩

ふ

。

街

、

混

雑

ぞ

起

す

主

な

る

原

因

は

‘

人

の

潮

流

か

交

叉

す

る

こ

さ

で

あ

る

か

ら

、

か

や

う

な

事

の

無

い

憶

に

十

分

の

考

慮

を

ゐ れ 駄

る で 鮮

。待 つ

合 て

宝 ゐ

の る

き 様

こ な

に 種

で 々

も の

特 弊

官 害

が や

眼 伴

や ひ

光 易

ら b、

せ 。

て そ

今

回

、

利

戸

に

党

側

児

童

じ

見

ぜ

る

児

童

映

議

常

設

館

M
V

H

水

で

は

じ

め

て

出

来

れ

が

、

設

立

者

口

「

家

な

き

幼

稚

附

」

存

紹

航

官

、

し

て

ゐ

る

宗

秋

開

惚

の

「

惑

の

山

本

」

で

合

援

に

は

大

倉

山

公

倒

の

五

郎

池

の

共

金

タ

ラ

プ

階

上

た

改

訟

し

仁

も

の

で

あ

る

口

室

内

口

千

=
一

‘

四

有

名

の

見

訟

や

収

容

じ

得

て

救

間

四

室

や

h
m

上

庭

問

、

遊

戯

場

な

ど

も

殻

げ

名

明

仰

は

「

紳

戸

見

訳

合

館

」

と

い

ひ

、

映

節

以

外

に

m
m
畿

舎

や

童

話

劇

な

ざ

に

も

使

用

す

る

は

?

で

、

平

H

は

午

後

一

時

V

ら

=
一

時

間

づ

k

子

供

の

れ

め

に

、

夜

は

一

般

ド

附

放

す

る

計

設

で

わ

る

口

見

出

品

数

化

の

す

向

鳴

き

れ

つ

、

わ

る

今

日

仮

設

的

建

築

に

し

ろ

許

設

が

H

卦

純

化

し

れ

の

は

結

構

な

、

、

と

で

、

今

後

各

大

都

市

の

公

附

等

に

附

随

ぜ

、

し

め

て

永

久

的

建

築

物

と

し

て

金

九

二

震

設

さ

ぜ

仁

い

も

の

で

あ

ろ

O

に

道

路

い

著

亡

く

美

制

制

や

添

へ

つ

t

あ

る

が

大

大

阪

の

玄

関

と

も

一

宮

ふ

ペ

ミ

ゴ

大

阪

膝

前

も

近

〈

停

車

坊

の

改

築

と

共

に

道

路

の

攻

頁

や

行

ふ

・

-

と

、

.

な

っ

て

ゐ

る

然

る

に

、
、
の

附

近

の

建

物

は

何

れ

も

木

造

の

古

い

建

物

の

み

で

大

大

阪

の

マ

闘

と

・

し

て

東

京

、

京

都

、

榊

戸

等

の

都

市

に

比

・

し

甚

だ

貧

弱

の

淑

ル

曇

・

し

て

ゐ

る

と

い

ふ

の

で

今

回

有

志

糾

合

乙

て

梅

回

線

頭

た

飾

ろ

.

へ

告

一

大

ピ

ル

ヂ

υJ

r

b

建

設

ゼ

ん

と

の

計

釜

か

も

く

ろ

み

つ

k

わ

る

と

の

、

、

と

で

あ

る

・

右

に

つ

吾

氏

関

す

る

芝

、

、

ろ

に

よ

ろ

と

現

杭

の

大

阪

線

前

に

添

ふ

敷

地

約

二

千

録

制

咋

ら

間

以

牧

・

し

恰

も

東

京

郎

前

に

於

る

丸

ピ

b

w

に

匹

倣

す

べ

告

九

階

建

り

高

岡

市

大

政

築

さ

な

さ

ん

と

の

芯

向

わ

る

而

・

し

て

漁

て

問

題

と

な

っ

て

ゐ

ろ

理

想

的

の

大

ホ

テ

ル

も

右

の

内

に

設

げ

れ

い

も

の

で

わ

る

O

小

児

の

属

め

の

曾

舘
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に

念

謹

の

進

歩

L

T

途

け

て

、

現

在

で

は

=

ュ

!

ヨ

l

.
ク

に

次

守

第

二

位

の

大

都

と

な

っ

仁

が

、

そ

の

交

通

間

越

に

煩

を

悩

ま

し

て

ゐ

る

事

貨

は

、

わ

れ

ら

の

大

阪

に

ま

こ

さ

に

紡

桃

た

る

も

の

が

あ

る

。

目

下

偉

大

な
.
ハ

4

オ

ニ

ア

l

、

パ

l

ン

ハ

ム

氏

案

に

基

い

て

着

々

改

良

中

で

あ

る

が

ア

ン

ヌ

リ

l

氏

の

「

シ

カ

ゴ

の

交

遁

問

題

』

を

見

る

さ

次

の

様

よ

な

美

し

い

言

葉

が

鋭

ら

れ

て

ゐ

る

。

『

今

日

ま

で

埠

頭

一

榊

を

占

有

し

て

ゐ

た

醜

悪

な

倉

山

仰

の

類

は

取

り

除

か

れ

そ

の

代

り

に

成

〈

美

し

い

、

グ

プ

ル

デ

イ

ツ

ク

の

ド

ラ

イ

グ

ウ

ェ

イ

が

川

の

誌

に

沿

山

て

走

っ

て

ゐ

る

。

そ

の

向

ふ

に

は

お

稚

な

蹴

天

閣

が

長

い

彩

ぞ

投

じ

て

質

石

を

ち

り

ば

め

た

塔

屋

を

、

澄

み

切

っ

た

水

銃

に

、

つ

つ

し

出

し

て

ゐ

る

』

(

レ

コ

ー

ド

、

一

九

二

七

年

十

月

銑

)

煤

煙

に

但

ゑ

れ

た

都

、

わ

れ

ら

の

大

阪

市

に

、

美

し

い

ミ

シ

ガ

ン

湖

や

控

へ

た

シ

カ

ゴ

の

美

観

ぞ

望

む

事

は

そ

れ

自

身

が

凶

に

間

違

・

っ

て

ゐ

る

事

か

も

知

れ

な

い

が

都

市

の

衛

生

三

云

ふ

事

ぞ

考

へ

て

市

内

乗

入

れ

の

鯨

遁

の

凡

て

は

、

少

し

も

早

く

電

化

せ

し

め

な

け

れ

ば

な

る

4

ぃ

。

日

仰

木

上

令

黒

煙

議

々

さ

吐

き

散

ら

し

つ

h

列

車

が

走

る

ご

云

ふ

が

如

き

は

、

他

の

大

計

一

沢

に

比

し

、

許

す

べ

か

ら

ざ

る

矛

盾

さ

云

は

ね

ば

な

ら

な

い

。

私

は

と

の

馳

に

つ

い

て

切

に

常

局

ω
御

注

殺

を

喚

起

し

た

い

さ

感

じ

る

の

で

あ

る

。

同

時

に

住

居

地

域

接

続

の

了

易

地

併

に

劃

し

て

は

無

煙

炭

使

用

品

ぜ

強

襲

す

べ

き

で

あ

る

J

新

開

肝

同

県

上

ケ

飛

行

機

護

者

場

に

利

川

す

る

さ

云

ふ

希

望

が

、

廿

前

方

而

か

ら

食

せ

ら

れ

て

ゐ

る

と

の

事

で

あ

る

。

案

-

こ

し

て

は

結

柿

な

事

だ

が

質

現

さ

せ

る

事

は

醗

程

同

雛

で

は

し

ぶ

い

か

さ

忠

ふ

。

護

着

場

・

こ

す

る

以

上

、

の

べ

つ

に

飛

行

機

の

迭

迎

を

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

か

ら

飛

行

機

は

風

向

の

如

判

に

か

h

わ

ら

ヂ

飛

ぴ

上

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と

れ

に

要

す

る

面

照

は

各

方

向

に

釣

し

少

く

と

も

二

千

択

を

必

要

さ

ず

べ

く

周

囲

の

降

害

物

の

高

さ

は

最

少

限

七

択

に

劃

し

一

択

の

割

合

で

布

く

友

っ

て

ゐ

な

け

れ

ば

友

ら

た

い

だ

か

ら

会

敷

地

ぞ

摩

天

閣

の

建

坪

に

充

て

、

い

く

つ

も

の

エ

レ

グ

エ

l

タ

l

に

依

っ

て

地

上

三

の

謹

絡

や

岡

ら

し

め

る

程

の

、

』

さ

を

す

る

に

あ

ら

ざ

れ

ば

到

底

不

可

能

な

話

で

あ

る

。

私

は

む

し

ろ

エ

ヤ

l

ボ

l

ト

さ

し

て

別

に

郊

外

に

設

置

し

、

そ

と

に

直

通

す

る

ド

ラ

イ

グ

ク

エ

ィ

を

設

り

た

方

が

こ

の

日

的

に

、

よ

り

遁

切

な

手

段

で

あ

ら

う

さ

考

へ

る

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

就

い

て

は

意

見

も

あ

る

が

騨

に

は

無

関

係

な

問

題

さ

・

な

る

か

ら

符

略

す

る

。

瞬

の

外

観

は

地

下

利

川

の

結

果

、

主

醗

的

よ

り

も

一牛

間

的

さ

な

る

で

あ

ら

う

が

耐

践

的

慣

値

か

ら

見

る

束

郡

日

出

新

聞

社

京

大

武

関

博

士

の

手

許

に

於

て

設

計

完

了

ぜ

る

京

都

日

出

新

聞

枇

は

住

川

町

二

百

四

十

坪

線

地

下

室

付

凶

階

建

延

千

二

百

坪

の

も

の

で

外

部

仕

上

げ

は

版

泊

り

北

木

康

花

筒

石

上

部

y

リ

ゲ

y

ト

ス

タ

イ

シ

、途

リ

と

し

、

本

年

八

月

以

に

は

烏

丸

三

僚

に

兆

堂

々

h

z

伶

糊

ル

曇

ず

る

引

と

な

つ

れ

施

工

は

大

阪

松

本

組

西

宮

市

鹿

舎

一脚

戸

高

工

古

田

嶋

鵠

附

の

手

一冗

に

於

て

過

般

設

計

完

了

ぜ

る

凶

出

荷

市

総

合

口

今

回

巾

ぬ

組

に

於

て

施

工

す

る

事

と

な

っ

十
九

地

下

室

付

三

附

建

完

成

の

上

は

中

都

市

山
脳
会

と

・

し

て

現

怨

的

の

も

の

が

山

現

す

る

で

わ

ら

う

o

大

毎

京

都

支

局

診

て

京

大

武

田

博

士

の

許

に

於

て

設

計

中

で

わ

つ

に

大

毎

京

都

支

局

は

設

計

完

了

さ

品

川

ハ

に

起

工

L

K

、

施

工

は

大

林

組

、

建

坪

ぼ

約

三

百

路

線

延

卸

千

三

百

坪

八

月

務

成

の

上

ロ

日

出

新

聞

批

と

共

に

京

都

に

於

げ

る

新

聞

一

枇

建

築

の

双

墜

と

な

る

織

で

わ

る

口
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も

そ

の

方

が

よ

い

さ

必

ふ

。

点

以

匠

に

針

し

て

は

多

く

m

w

若

い

辿

築

家

の

頭

陀

夫

k

町

白

い

も

の

が

拙

か

れ

て

ゐ

る

で

あ

ら

う

が

蝕

り

に

突

飛

な

も

の

は

避

け

た

い

商

工

都

市

ら

し

い

、

ご

く

真

面

目

な

モ

ダ

l

ン

タ

イ

プ

さ

し

た

い

さ

岡

山

ふ

の

で

あ

る

。

先

づ

僻

州

は

A
r

っ

さ

肢

く

な

る

に

相

異

な

し

r

。

線

滴

る

北川

り

の

杭

込

山

U

針

象

的

に

植

へ

ら

れ

て

あ

る

勺

最

早

、

疾

走

す

る

自

動

車

の

外

に

は

今

ま

で

の

政

な

た

く

さ

ん

の

人

や

持

率

の

往

来

は

見

ら

れ

な

い

。

路

の

多

い

ペ

ン

シ

ル

グ

エ

ニ

ア

ス

テ

l

シ

ヨ

L

も

亦

そ

の

前

に

、

ペ

ン

シ

ル

グ

ェ

=

ア

ホ

テ

ル

を

持

っ

て

ゐ

る

J

そ

し

て

是

と

の

聯

絡

は

矢

張

り

地

下

遁

で

あ

る

東

京

躍

さ

丸

ピ

ル

の

間

に

地

下

道

や

計

視

し

な

か

っ

た

事

な

き

は

大

失

敗

で

あ

っ

て

新

騨

前

に

こ

の

砲

の

大

ビ

ル

デ

ィ

ン

グ

ぞ

計

制

す

る

接

合

に

は

必

中

鐸

-

三

の

地

ド

聯

絡

ぞ

考

服

さ

れ

て

ほ

し

い

。

と

れ

ま

で

に

辿

ぺ

て

米

た

政

危

挙

制

は

判

れ

も

明

快

な

裁

断

の

下

さ

れ

て

ゐ

る

事

柄

で

は

あ

ら

ろ

け

れ

商

屯

ボ

か

ら

降

り

る

人

も

安

全

地

帯

か

ら

点

ぐ

地

下

-

-V

」

思

っ

た

ま

プ

を

つ

ら

ね

て

見

た

の

で

あ

る

。

新

騨

道

へ

消

へ

去

っ

て

了

ふ

。

酵

の

背

後

に

は

澄

み

亙

つ

一

改

築

附

係

の

方

今

の

参

考

に

多

少

で

も

な

る

-

こ

こ

ろ

た

大

尽

が

く

っ

4

0

り

と

浮

び

上

り

列

市

の

黒

蛇

も

知

が

あ

れ

ば

幸

甚

で

あ

る

。

ぃ

。

こ

ん

な

胤

に

美

化

さ

れ

る

も

の

と

烈

像

さ

れ

る

が

困

っ

た

事

は

牒

前

に

立

ち

蛇

ん

だ

現

花

の

倭

少

涼

屋

の

仕

末

で

あ

る

。

是

に

劉

し

弘

は

一

大

ホ

テ

ル

ゃ

あ

そ

と

に

建

設

し

て

と

れ

さ

お

き

代

へ

る

事

陀

ず

る

の

が

よ

い

さ

考

へ

る

の

で

あ

る

。

聞

く

所

に

よ

れ

ば

線

終

の

八

削

ま

で

は

大

阪

騨

を

蛍

着

地

結

さ

す

る

さ

云

ふ

。

と

の

可

字

放

に

除

る

旅

客

に

針

し

大

ホ

テ

ル

を

建

設

す

る

事

は

鍛

遁

山

市

局

や

市

民

の

義

務

で

あ

る

さ

さ

へ

考

へ

る

の

で

あ

る

。

外

聞

で

は

き

の

騨

へ

行

つ

で

も

大

地

、

脚

畔

前

に

ホ

テ

ル

が

あ

る

。

ワ

ン

プ

ロ

ッ

タ

令

占

め

、

際

的

に

槌

走

活

協

を

行

し

て

‘

大

限

躍

さ

頗

る

制

似

貼

か

く

の

如

く

し

て

大

阪

は

交

通

難

か

ら

救

ひ

出

さ

れ

る

で

あ

ら

う

が

夫

れ

に

は

一

般

の

安

油

遺

徳

令

増

進

せ

し

め

る

事

も

大

い

に

関

係

す

る

と

さ

で

あ

る

。

現

在

の

状

況

を

比

る

ご

佐

米

の

中

央

で

方

向

時

換

を

や

る

自

動

車

さ

へ

あ

る

灼

末

で

あ

る

。

何

人

も

の

交

通

巡

査

は

凶

ツ

角

の

中

央

溢

で

の

み

ゴ

ー

ス

ト

ッ

プ

を

や

っ

て

ゐ

る

J

こ

ん

危

有

限

だ

か

ら

完

全

な

笠

通

整

理

が

出

来

な

い

の

で

あ

る

。

新

際

計

担

に

射

す

る

希

望

さ

共

に

、

市

民

の

交

活

道

価

憶

に

劃

し

て

も

一

考

ゆ

管

制

は

し

た

い

い

や

む

乞

希

望

し

て

捌

依

す

る
。

|

|

三

年

三

片

一

一

一

日

|

|

復

興

局

自

慢

の

言

問

の

新

橋

東

京

浅

草

山

の

宿

と

本

所

新

小

繰

ら

結

び

隅

悶

川

に

架

橋

さ

れ

れ

言

問

橋

は

大

一
止

十

四

年

四

月

起

工

以

来

復

興

局

が

ニ

育

廿

前

向

図

の

巨

授

ら

投

ど

約

二

グ

年

半

ら

奴

L

て

漸

く

竣

工

・

橋

長

二

丙

叶

八

メ

ー

ト

ル

橋

幅

廿

ニ

メ

l

卜

b

w

で

突

一

桁

式

鋼

板

桁

L

-

と

L

て

来

洋

第

一
の

最

新

橋

梁

で

わ

る

、

言

問

絡

の

附

油

と

北

ハ

に

江

戸

名

物

の

一

つ

竹

屋

'

の

波

し

が

こ

あ

に

影

た

ひ

そ

め

る

事

ド

な

つ

仁
。

東

京

明

治

座

波

町

会

闘

の

一

角

に

峻

主

成

つ

れ

明

治

座

は

昨

年

二

月

起

工

以

来

満

一

タ

年

、

感

じ

の

好

い

建

物

さ

な

っ

て

好

劇

来

た

銭

ば

せ

る

‘

、

と

・
、

な

っ

k

o

地

下

室

ら

別

に

餓

M

m

3

y

g

w

'

1

干

の

回

附

述

、

舞

廷

削

円

十

一

問

、

花

遣

す

l

L

7

ス

ト

ヲ

た

鎗

れ

備

へ

四

階

じ

は

立

丸

山

も

わ

っ

て

幾

分

管

の

形

式

会

喧

残

句

M

L

て

お

ろ

ロ

左

幽

次

総

之

助

一

座

に

よ

っ

て

、

、

げ

ら

世

惜

し

ゃ

さ

れ

ナ

。
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微

--J，...J..O‘  

百笑

空

き

家

札

一

泡

頃

州

外

で

日

に

付

く

も

の

は

空

品

出

家

の

哨

へ

た

、

}

-

こ

で

あ

る

の そ

や の

フ ー

な 方

新 ・ヒ

建 ヨ

ち ロ

妥(

家 し

が Tこ

畑 烏

地 i立i

ぞ

け

官

か

し

て

き

ん

ε
ん

は

び

と

つ

て

行

く

。

建

協

同

工

事

の

少

な

い

不

況

時

代

に

も

決

し

て

手

を

以
…

り

て

ゐ

る

大

工

は

な

い

そ

う

だ

。

空

き

家

が

多

い

の

じ

、

ま

に

其

の

上

貸

家

を

辿

て

る

さ

は

何

た

る

矛

盾

だ

ろ

う

。

甚

だ

お

か

し

い

や

ろ

で

は

あ

る

が

借

家

人

が

新

建

へ

新

建

へ

さ

移

動

す

る

か

ら

古

い

住

み

難

い

家

に

空

き

家

札

が

張

ら

れ

粗

末

で

も

多

少

さ

も

知

識

階

赦

の

性

宅

に

就

い

て

の

要

求

。

そ

取

り

入

れ

た

新

建

が

あ

さ

か

ら

・

あ

さ

か

ら

山

さ

が

っ

て

行

く

の

で

あ

る

。

こ

れ

も

一

種

の

老

朽

向

汰

で

あ

る

そ

し

て

牟

聞

に

は

川

崎

築

知

識

ω
大

衆

化

ぞ

物

語

っ

て

お

る

の

で

あ

る

が

、

迷

必

ず

ゐ

の

は

併

〈
家

に

金

を

産

ま

せ

る

つ

も

り

の

大

小

資

本

家

で

あ

る

。

此

調

子

で

作

け

ば

今

日

の

新

住

も

数

年

後

に

は

空

き

家

札

令

雨

に

う

た

せ

な

け

れ

ば

な

ら

ん

運

命

K

た

る

の

は

営

然

地

ぎ

る

話

で

あ

る

。

何

故

な

ら

ば

新

築

す

る

住

宅

に

僅

か

ば

か

り

の

改

良

令

加

へ

で

も

建

築

知

識

の

大

衆

化

の

す

ば

ら

し

い

建

皮

に

は

と

て

も

聞

に

合

は

な

い

か

ら

で

あ

る

。

安

倍

な

、

住

み

心

地

の

良

い

、

永

続

性

ω
あ

る

貸

家

の

建

築

法

令

案

出

し

て

や

る

往

築

家

は

な

い

も

の

か

c

富

園

策

東

洋

の

診

の

図

.

棋

の

圏

、

フ

ジ

ヤ

マ

の

闘

.

ピ

エ

ル

ロ

チ

の

紙

の

家

の

閥

、

n
本

に

敵

米

人

が

怪

れ

る

情

は

非

常

な

も

の

ら

し

い

1

0

時

叫

治

山

口

刷

局

で

も

閥

際

的

丘

体

じ

ウ

γ

ぃ

カ

悩

ぞ

入

れ

て

、

川

界

の

築

閣

さ

し

て

務

一

路

待

。

ぞ

岐

欣

し

ゃ

う

ざ

し

て

お

る

。

誠

-
L

仙

川

亡

闘

に

は

願

っ

て

も

な

い

定

附

策

で

あ

る

一υ

ず

っ

せ

懐

を

は

ら

ま

せ

て

金

ぞ

総

て

に

き

て

米

れ

る

一
耐

の

紳

慌

だ

。

頂

だ

け

る

だ

H

V

出

し

r

て

わ

か

せ

な

い

の

は

馬

鹿

の

骨

凶

だ

。

遊

惰

凶

三

し

て

の

先

輩

フ

ラ

ン

ス

が

自

分

の

長

所

向

き

は

極

度

に

き

り

つ

め

て

も

、

遺

児

答

に

は

間

滞

の

限

り

や

斑

さ

せ

る

だ

け

の

-設

備

や

誇

っ

て

、

好

税

範

を

-か

れ

て

沿

る

で

は

な

い

か

3

然

る

に

、

こ

の

秋

の

大

此

ハ

に

も

外

国

人

の

日

本

遊

覧

闘

慌

の

申

込

み

が

山

程

あ

り

な

が

ら

、

肝

腎

の

ホ

テ

ル

が

な

い

の

で

断

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

始

末

、

そ

れ

で

も

断

念

出

来

粂

ね

る

の

が

『

二

千

五

百

人

に

針

し

二

百

五

十

輔

ω
臆

確

率

を

貸

し

関 奇 外活
平

和

の

殿

堂

と

建

築

家

の

決

闘

今

回

セ

ヰ

パ

の

閣

制
町

聯

問

胤

合

館

の

公

選

建

築

家

の

川

に

芯

外

の

出

来

事

が

起

つ

れ

O

段

計

の

総

過

に

就

て

は

二

月

波

で

報

活

し

れ

通

り

で

あ

る

が

、

一

等

賞

選

者

の

フ

ヲ

ν

ス

の

ヰ

ノ

l

民

と

ハ

d

J

Y

リ

l

の

建

築

家

パ

ゴ

ス

氏

の

聞

に

設

計

図

に

閥

・
し

決

闘

問

題

が

悼

す
フ

上

つ

十

円

、

右

は

ヰ

ノ

l

民

及

び

パ

ゴ

ス

氏

の

雨

氏

が

二

日

イ

タ

リ

ー

の

事

務

次

長

室

い

お

い

て

設

計

闘

に

つ

い

て

協

同

崎

中

ネ

ノ

1

氏

が

パ

ス

氏

に

封

、

し

活

向

や

命

じ

れ

時

バ

ゴ

ス

氏

が

遂

に

ヰ

ノ

l

氏

に

決

闘

も

申

込

み

介

添

人

ル

怠

る

こ

さ

さ

な

つ

れ

れ

め

で

わ

る

な

、

ほ

営

局

者

は

こ

の

決

闘

附

は

平

和

の

策

源

地

セ

ヰ

バ

に

怒

例

た

残

す

事

に

な

る

と

慾

念

し

て

こ

れ

か

阻

止

の

方

法

を

議

じ

れ

そ

う

で

わ

る

が

、

決

闘

の

結

果

γ

就

い

て

は

溢

憾

な

が

ら

不

明

で

わ

る

O

最

低

五

十

固

か

ら

責

物

に

出

た

監

獄

最

近

イ

ギ

明

ス

各

所

で

比
四
品
獄

所

の

交

物

が

出

て

ゐ

ろ

O
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あ

き

め

く

ら

と

い

ふ

の

は

、

我

が

凶

の

工

整

美

術

品

の

大

学

が

外

国

口

m

の

模

倣

あ

る

有

数

な

質

業

家

の

新

築

制

で

あ

る

た

め

に

、

国

際

的

菜

作

物

に

友

人

の

一

人

が

と

ん

な

ヤ

汲

・

な

櫛

が

認

め

ら

れ

る

と

と

に

な

れ

ば

贈

物

は

あ

る

ま

い

さ

フ

ラ

ン

ス

の

こ

れ

迄

物

真

似

の

上

手

な

日

本

人

現

代

作

家

の

紘

ゃ
に

な

る

油

緒

簡

を

あ

る

ん

だ

ろ

う

さ

不

思

議

そ

う

に

見

入

っ

て

ゐ

た

さ

い

ふ

話

。

そ

の

質

業

家

は

其

の

締

の

金

に

換

算

し

た

相

場

に

敬

意

金

掛

っ

た

ま

で

・

あ

っ

仁

の

に

。

ら

う

が

前

替

は

無

断

借

則

を

や

っ

て

ゐ

る

放

建

局

が

閑

る

位

の

と

と

で

あ

る

が

、

後

者

は

純

生

原

白

紙

五

億

九

千

六

百

十

一

高

闘

・

輪

出

総

額

一

億

九

千

九

百

三

十

高

闘

の

工

塾

u

m

の

消

長

に

闘

す

る

設

大

間

組

な

の

だ

そ

う

で

あ

る

。

』

仙

の

つ

は

『

工

業

に

肱

川

し

た

る

美

術

に

附

す

る

著

作

物

植

を

認

め

よ

』

で

、

ご

っ

さ

も

閣

の

問

問

卜

.

承

認

す

る

こ

さ

に

な

る

で

あ

-

低

年

五

月

ロ

!

?

で

聞

か

れ

る

園

際

著

作

権

曾

議

の

議

題

一

一

つ
、

一

つ

は

『

無

線

屯

諸

国

L

も

版

著

者

の

許

料

航

ぞ

凶

際

的

に

確

認

せ

よ

績

が

木

か

ら

落

ち

た

1  

う て

だ 下

。 さ

b  

と

申

込

ん

で

き

た

そ

一

つ

や

ろ

う

』

さ

下

女

部

屋

へ

掛

け

ら

れ

る

運

命

令

見

て

ゐ

た

u

あ

る

日

来

客

が

あ

っ

て

.

自

世

の

新

宅

や

隅

々

ま

で

案

内

し

て

、

女

中

室

に

来

た

時

客

は

そ

の

給

ぞ

見

て

腐

る

い

て

「

、

ど

う

し

て

こ

ん

な

部

民

に

お

掛

り

に

な

っ

て

ゐ

る

が

唯

の

『

賢

策

』

の

無

断

借

川

が

罰

金

川

に

な

る

と

い

ふ

の

だ

。

何

ん

と

い

っ

て

も

、

人

慌

の

考

へ

や

縦

断

芥

借

し

て

沿

っ

た

の

が

重

々

惑

い

ん

だ

か

ら

、

閣

の

憧

面

を

云

々

す

る

迄

も

な

く

、

此

際

進

ん

で

承

認

す

べ

き

だ

J

日

本

に

だ

っ

て

工

総

美

術

の

立

匠

家

が

な

い

諜

で

は

な

い

。

と

れ

迄

製

造

家

が

な

医

・

誕

や

同

胞

に

し

切

っ

て

た

っ

た

潤

な

の

だ

。

意

匠

家

ょ

、

大

に

腕

や

振

ふ

時

が

米

つ

L

あ

る

の

だ

が

人

事

で

は

な

い

若

し

、

出

築

上

の

著

作

物

椛

ぞ

同

際

的

に

承

認

し

ろ

三

山

山

ら

れ

た

の

だ

っ

た

ら

:

・

:

:

随

分

商

倒

危

問

題

が

起

る

だ

ろ

う

へ

掛

り

代

へ

ら

れ

た

が

‘

元

か

ら

沿

っ

て

ゐ

た

自

身

の

め

が

ね

に

か

怠

っ

た

三

文

器

み

の

額

を

h

l

女

室

へ

下

け

践

に

そ

う

と

は

し

な

か

っ

た

。

そ

し

て

何

所

に

そ

ん

な

値

が

ん

で

す

。

得

難

い

傑

作

で

す

よ

』

さ

問

か

さ

れ

て

、

そ

の

給

は

谷

間

ラ

ヂ

オ

は

何

敏

に

家

具

高

を

救

ふ

か

自

働

車

と

活

動

府

民

は

近

代

人

や

客

室

と

総

退

か

ら

奪

ぴ

去

っ

て

、

そ

の

れ

め

に

客

室

生

噌

淡

飾

す

べ

告

家

具

の

能

市
宮
は

激

減

し

家

具

製

滋

家

ぽ

恐

る

べ

告

打

取

ら

絞

っ

れ

。

し

か

し

な

が

ら

y

メ

リ

カ

家

具

製

造

家

組

合

長

円

リ

l

y

1

F

Y

の

後

表

す

る

と

こ

ろ

に

よ

れ

ぽ

、

ヲ

ゲ

す

の

滋

建

吉

普

及

ぼ

一

舟

ぴ

人

々

た

家

庭

に

止

ま

ら

し

め

る

・

-

と

に

な

っ

て

人

々

は

攻

途

プ

ロ

グ

ヲ

A

沿

線

取

d

ん

と

・

し

て

客

室

ら

利

用

し

、

付

出

川

り

度

数

は

者

ろ

し

く

減

少

ぜ

る

傾

向

じ

め

る

O

昨

年

中

じ

ア

メ

リ

カ

ド

於

て

版

賀

さ

れ

れ

る

家

具

の

金

頒

は

九

億

弗

に

建

L

、

そ

の

三

分

の

一

は

客

室

お

よ

び

休

恕

室

に

周

ゐ

ら

れ

れ

ろ

家

具

で

わ

っ

て

.

殊

に

大

型

の

ア

ー

ム

チ

エ

1

ア

に

帆

到

す

る

勾

裂

が

柑

加

L

て

居

る

さ

う

で

わ

る

s

、

』

れ

は

全

く

ラ

ゲ

オ

の

お

臨時

に

と

家

具

商

は

ホ

ク

ホ

ゲ

L

の

で

官

甘

ん

で

ゐ

ろ

と

。

だ

っ

た

の

で

稀

枇

の

美

術

品

も

「

お

前

の

部

屋

も

洋

室

だ

か

ら

額

を

持

ち

込

ん

だ

。

所

が

不

幸

に

其

の

買

業

家

算

機

は

蓮

者

で

あ

る

が

美

術

品

を

見

別

け

る

こ

さ

は

不

得

手

こ

の

う

ち

に

は

表

決

監

監

房

、

絞

首

窪

、

規

葬

弱

ま

で

完

備
'
し

に

も

の

も

わ

ろ

が

、

さ

す

が

小

気

味

が

恐

い

の

で

買

手

が

少

u

v

、

そ

-

、

で

内

務

舎

で

は

新

聞

に

瞭

告

・

し

て

「

堅

牢

股

大

な

監

獄

所

、

柑

的

知

事

邸

別

的

附

の

間

以

物

品

作

安

」

と

大

に

笠

柑

帥

・

し

て

ゐ

ろ

O

値

段

は

最

低

五

十

回

か

ら

最

高

廿

問

問

ま

で

お

好

み

次

第

と

め

る

O

A

プ

リ

y

ヂ

の

又

ト

1

Y

ウ

エ

1

の

段

獄

は

一

切

ら

つ

げ

五

十

阿

で

m

N

わ

れ

が
、

=

ュ
l

力
向

/

ス

断

の

は

十

三

前

五

千

四

、

ヵ

!

ラ

イ

M

W

の

は

八

瓜

聞

と

い

ふ

高

値

で

資

れ

れ

o

グ

V

Y

パ

ト

宮

内

/

グ

の

は

こ

宵

阻

ま

れ

V

エ

l

v

ス

の

山

間

景

色

の

上

い

地

に

あ

っ

て

逃

各

地

に

は

持

っ

て

来

い

の

プ

V

2

y

段

獄

は

八

千

凶

ま

で

値

ら

つ

げ

れ

も

の

が

あ

つ

れ

が

、

ま

土

問

H

れ

な

い
D

V

く

投

げ

覧

り

に

さ

れ

る

m

F

う

に

な

つ

れ

の

は

戦

後

刑

非

人

が

減

少

・
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満

ム

一

九

一

四

年

二

月

オ

ン

タ

ワ

州

ト

ロ

ン

ト

の

あ

る

曲

芸

(

牧

溶

生

徒

数

八

百

5
一

行

帰

以

か

ら

出

火

し

た

が

、

と

の

拳

校

は

一

牛

素

か

ら

幹

鎧

が

嶋

れ

ば

避

難

準

備

に

若

手

↑

千

如

来

す

る

こ

さ

に

な

っ

て

居

た

の

で

火

焔

が

階

段

に

到

ら

な

レ

前

に

無

事

会

部

か

す

一

一白 百

高

弗

以

上

卜

商

務

以

上

百

鴎

弗

去

満

一

向

灼

以

上

十

高

山

卯

未

満

りIj

以

不意思

(
四

)

額

中

拳

校

小

良

平

校

4  ピ干支

ン ル 室

グデ川

寄

稿

合

室は工

賃 場

験父

其

他

，七

ーじ

凶

ｾﾭ
ノ、

冗

四

八

四
一
丸

一
二
ハ

ニ

O

二

凶

一

U1] 

九

九

UY 

JL 

満上

五

四

7L 

ム

ノ、

ム

ノ、

下

ｾﾭ
，、

]i_ 

H

H

 

H

H

V

 

四

八

明

七

阻

j ¥ 

五

j ¥ 

UY 

計

五

円

六

O

O  

jj: 

o  

JL 

一

四

九

六

O

K

二

凶

結

論

我

が

園

及

米

国

に

於

け

る

製

校

火

災

の

概

要

は

前

記

の

泡

h

り

で

あ

る

が

.

今

こ

の

雨

者

を

封

照

す

る

じ

我

が

園

の

製

校

火

災

件

数

は

拳

校

総

政

に

比

し

て

非

常

に

高

事

ぞ

示

せ

る

こ

と

ご

米

国

の

接

税

火

災

に

於

て

は

其

の

死

傷

者

が

務

想

外

に

多

数

で

あ

る

と

と

さ

が

特

に

嗣

若

・

じ

あ

る
。

同

よ

り

験

校

火

災

に

於

て

犠

牲

者

を

出

す

こ

さ

の

不

幸

の

飯

致

で

あ

る

こ

と

は

云

ふ

ま

で

も

な

い

と

三

で

あ

る

か

ら

其

の

絶

滅

会

期

す

べ

き

で

あ

る

が

更

に

一

歩

合

計

JL 

九七

二

九

五

六
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を

進

め

て

其

の

根

源

た

る

火

災

の

務

防

に

怠

を

川

ふ

る

、

』

-

こ

は

陳

ゐ

緊

m

女

川

駅

く

べ

か

ら

さ

る

重

大

事

で

あ

る

。

而

し

て

火

災

務

防

に

無

関

心

で

あ

り

冷

淡

で

あ

る

の

は

我

か

闘

'の

各

附

級

に

亘

れ

る

一

大

崎

弊

で

あ

る

が

、

荷

も

拳

較

は

其

の

階

耕

三

種

類

三

役

間

は

ヂ

一

国

文

化

の

川

護

で

あ

り

一

国

風

敬

の

中

心

さ

な

る

べ

き

所

で

あ

る

か

ら

結

局

粁

た

る

者

は

民

の

火

災

問

題

に

付

い

て

傑

く

省

察

し

ん

や

を

米

航

に

防

H

す

る

の

方

策

を

樹

つ

る

さ

共

に

比

の

賀

行

令

回

り

併

せ

1

卒

素

よ

り

問

調

防

火

思

想

の

普

及

桶

誌

に

努

む

べ

き

で

あ

る

、

ド

ι
に

拳

校

火

災

の

務

防

法

議

K

際

念

策

に

付

い

て

二

三

の

卑

見

を

簡

向

車

に

記

し

て

み

稿

の

結

論

三

す

る

。

.

其

の

第

一

は

山

似

合

の

構

造

三

其

の

配

置

で

あ

る

、

近

時

我

が

閥

都

市

の

阜

校

に

於

い

て

は

耐

火

桝

遣

の

肢

令

が

漸

増

す

る

の

趨

努

に

あ

る

は

政

資

す

べ

き

制

品

縦

で

あ

っ

て

往

々

之

を

助

長

奨

附

す

べ

き

℃

あ

る

が

校

令

を

二

階

佐

川

人

は

二

附

位

以

上

ざ

す

る

場

合

に

は

其

の

位

置

が

一

般

地

築

物

の

密

集

地

椴

に

あ

る

さ

否

さ

に

抑

ら

予

と

を

耐

火

構

造

に

ら

し

む

べ

く

、

就

小

御

託

M

M

米

安

殿

や

理

化

問

申

冗

験

室

其

の

他

危

防

薬

品

、
電

気

.

瓦

斯

、

電

気

等

じ

閥

ほ

m
b
宇
・

・

雪

山

叫

物

は

之

を

樹

立

せ

し

む

る

さ

共

じ

比

の

構

造

令

耐

火

化

す

る

と

さ

が

急

務

で

あ

る

又

仙

の

辿

築

物

の

鰭

袋

ぜ

ざ

る

所

に

設

置

す

る

も

の

さ

雌

木

造

に

し

て

州

謹

接

し

て

長

大

な

る

も

の

に

あ

っ

て

は

防

火

慢

を

以

て

遁

衡

に

匝

剖

し

火

災

の

蹴

大

や

局

限

す

る

に

買

す

べ

舎

で

あ

る

松

本

円

を

敷

地

境

界

線

と

の

問

に

川

賞

の

距

離

佐

保

有

す

る

と

さ

は

外

部

の

火

災

に

因

る

類

焼

や

外

部

へ

の

延

焼

そ

防

止

す

る

上

に

於

い

て

徒

だ

有

効

で

あ

る

が

英

の

除

地

な

き

場

合

に

は

防

火

壁

を

以

て

之

に

代

ゆ

る

も

亦

一

法

で

あ

る

、

第

二

に

努

感

を

要

す

べ

き

こ

さ

は

皐

校

の

管

理

で

あ

る

、

銀

十

較

の

管

理

よ

ろ

し

き

や

科

5

る

と

さ

は

其

の

械

令

の

可

燃

性

令

州

侠

っ

て

事

校

火

災

令

頗

渡

せ

し

め

R

其

の

県

害

ぞ

膨

脹

せ

し

む

る

も

の

な

る

こ

さ

は

過

去

の

幾

多

の

事

貨

が

之

ぞ

雄

鰭

に

物

語

っ

て

居

る

、

殊

に

考

究

を

要

す

る

は

危

険

性

楽

品

、

電

気

・

瓦

斯

等

に

因

る

火

災

三

所

前

火

の

不

始

末

に

因

る

火

災

と

し

あ

る

、

前

者

に

付

い

て

は

一

部

特

殊

の

暴

政

令

除

い

て

他

は

殆

ん

ご

総

べ

て

に

於

い

て

引

火

性

、

・

褒

火

性

、

又

は

爆

資

性

の

危

険

性

一

柴

品

類

ぞ

或

は

敬

授

川

-

こ

し

て

戒

は

各

略

目

験

研

究

川

・

こ

し

て

之

や

使

川

す

る

ぞ

常

・

こ

す

る

が

故

に

其

の

貯

蔵

又

は

取

般

に

細

心

の

注

意

を

加

ふ

J

べ

き

で

あ

る

が

其

の

貯

械

に

附

し

て

は

往

年

捌

東

箆

火

災

の

直

後

文

部

省

か

ら

示

達

さ

れ

に

る

一

定

の

標

準

も

あ

り

又

大

阪

附

の

如

含

は

危

険

物

品

取

締

規

則

中

に

貯

厳

室

の

桝

造

設

備

を

規

定

し

て

居

る

か

ら

之

助

守

に

撮

る

べ

き

で

あ

る

。

民

験

室

川人

は

研

究

室

に

於

り

る

瓦

斯

の

漏

州

出

、

動

火

せ

る

瓦

斯

バ

ー

ナ

ー

の

放

置

や

照

明

川

芯

熱

川

の

屯

気

設

備

又

は

配

線

の

故

障

に

付

い

て

は

時

々

検

査

を

脚

行

し

必

斐

に

感

じ

て

修

繕

す

る

や

削

挺

す

る

。

火

の

不

始

末

に

付

い

て

は

一

般

的

に

は

採

暖

川

の

火

鉢

や

ス

ト

1

グ

に

作

ふ

も

の

・

寄

宿

合

や

小

使

宝

に

於

U

る

炊

事

川

畑

熱

源

に

闘

す

る

も

の

、

裁

絡

室

の

銭

焼

憾

に

起

る

も

の

な

-

ご

あ

る

が

之

等

は

州

れ

も

訴

事

者

の

正

し

き

鹿

置

に

よ

っ

て

充

分

防

正

し

得

る

の

で

あ

る

か

ら

其

の

杭

立

を

芯

つ

て

は

な

ら

・

な

い

。

か

や

う

に

築

佼

火

災

の

主

た

る

原

因

さ

其

の

蛮

火

動

機

b

T

吏

除

す

る

に

努

む

る

三

共

に

守

衛

又

は

-
M
直

員

の

巡

視

セ

励

行

す

ぺ

き

で

あ

る

.

蓋

し

型

校

は

一

般

に

其

の

敷

地

や

山

地

例

の

政

大

な

る

を

普

通

と

す

る

か

ら

出

火

冶

早

朋

に

渡

晃

す

る

に

め

に

巡

視

の

般

街

正

確

令

制

す

べ

き

に

依

る

。

第

三

に

瀞

一

難

法

、

自

衛

消

防

法

、

消

防

設

備

に

付

い

て

ピ

あ

る

が

過

去

に

於

け

る

伐

が

凶

の

準

校

火

災

は

牟

に

し

て

早

虫

、

生

徒

・

児

童

な

ぎ

に

多

数

の

死

傷

者

ぞ

山

し

に

る

こ

と

が

た

い

け

れ

き

も

、

之

を

以

て

将

来

的

安

全

ぞ

寧

す

ペ

く

も

な

い

、

殊

に

小

型

校

の

如

さ

其

の

授

業

中

に

於

て

た

ミ

へ

校

外

出

火

あ

0

・

こ

す

る

も

.

狼

川

恐

怖

し

て

意

外

の

椿

事

を

惹

起

す

る

の

民

が

あ

る

か

ら

滋

め

一

定

の

避

難

法

令

管

制

定

す

る

さ

共

に

廊

下

、

階

段

、

山

人

口

、

非

常

口

な

さ

が

混

飢

雑

踏

せ

ざ

る

や

う

常

に

釘

効

に

保

持

し

て

こ

れ

ら

の

利

川

、

避

難

の

究

施

そ

訓

練

し

有

事

の

日

に

備

へ

以

て

其

の

安

全

ぞ

凶

る

べ

き

で

あ

る
。

中

等

程

度

以

上

の

山
中

校

、

就

中

寄

宿

令

の

附

凪

せ

る

も

の

に

あ

っ

て

は

自

術

消

防

隊

を

編

成

し

て

卒

素

よ

り

其

の

活

動

を

練

営

し

、

非

常

時

に

際

し

て

は

間

取

締

に

叉

は

公

設

消

防

除

〈

』

協

力

し

て

防

火

に

努

む

.
べ

き

で

あ

る

が

乙

れ

が

た

め

に

は

遁

首

の

出

火

響

械

器

、

消

防

仰

筒

‘

自

働

噴

火

装

置

、

防

火

栓

、

臆

念

消

防

総

具

其

の

他

の

消

防

川

機

具

並

に

材

料

を

完

備

す

る

さ

共

に

容

易

に

且

つ

型

高

に

給

水

し

得

る

施

設

を

整

へ

あ

こ

三

が

肝

要

で

あ

る

。

(

了

)
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入

す

る

ω
も

近

い

事

だ

ら

ふ

よ

あ

る

若

い

作

家

が

凶

挫

牛

て

奴

を

帝

展

へ

搬

入

込

『

そ

の

筋

の

『

助

か

っ

た

討

の

名

勝

の

慌

に

だ

ろ

ふ

四

苦R

彼

れ

も

勢

術

い

や

同

忘

れ

も

塾

術

主

い

や

は

や

恐

入

っ

た

務

術

の

乗

説

、

此

の

分

で

行

き

や

人

間

の

作

り

方

む

っ

て

各

々

其

の

何

ん

だ

よ

‘

誌

の

そ

の

何

ん

だ

か

ら

ネ

さ

一

去

ふ

奴

で

き

ん

A

¥
帝

肢

へ

赤

ん

坊

や

搬

そ

の

判

ん

だ

よ

第

一

議

術

味

た

っ

ぷ

り

な

若

い

燕

の

泉

ミ

言

ふ

奴

令

出

品

し

た

ん

(  48 )  

入

選

四

畳

半

で

問

品

川

四

川

に

世

を

渡

っ

て

ゐ

る

?

ゐ

ね

い

か

蘇

イ管

知

ら

ね

い

が

伐

な

ん

ざ

あ

堂

々

た

る

も

ん

で

ネ

つ

ま

り

牛

， 

-・0

‘. 
‘ ・ ，

. ー. . .  

， • 
-‘ 4  .  

、、・

6 ・‘

モ・.

' ・‘

・-

.  

「

都

港

か

ん

だ

ん

だ

、

互

助

が

見

事

に

裏

門

の

方

へ

通

り

越

し

つ

ま

つ

仁

ん

で

彼

は

非

常

に

溶

胞

の

局

揮

川

や

捨

て

益

そ

の

だ

よ

、

骨

れ

そ

ふ

に

や

/

'

¥

し

ち

ゃ

い

や

だ

ぜ

『る

」

ふ

せ

お

の

三

角

関

係

の

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

一百

三

ふ

彼

か

ネ

『

じ

よ

ふ

だ

ん

じ

ゃ

な

い

よ

樋

其

而

固

な

創

作

友

ん

だ

か

ら

ネ

:

・:・

鹿

が

だ

。
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明 背 々 職 め り へ ば て 戎 あ 事 結 の 工 カ け ぬ 習 い 憎 働 得

即 の そ 工 j院 議 る 1t. 龍 は り の 栄 托 事 が れ 先 、 喜多 人 而 か れ

ち兵 の 共拾巡こら期そた ＷＱｾ がす準特 ば 見 守 物 も し ば

? 象皐 1側 、 の し さ ぬ せ の い 勢 イIIJ る 行 に な の 知 で 態 む 敢

知 者 時 常 っ た は 、 る ま 、 そ う と 上 勝 ら め た j長 る て

カがをにかり、如もｾ fJl J 見 た さ に れ ぬ 明 彼 け tι に そ

の 天 見 緊 ぬ 、好1 n J の に へ て る か 於 て 、 等 れ 着 は の

と 文定強 と閉 まなを ｾ Ａｆ ば聞か 出 てを事現 や ば に 天 力

さ や め し さ 謹 ぬ る 得 す あ 調 ぞ * も る 何工 場 統 な し 哀 ぞ

や 見 て て 沿 っ も 腕 ら 場 る に 預 な 、 九 が 主 御らて ｾＱ ｦＮｊ情
指 て ‘ 始 な た の 人 る 合 主 選 知 い 日 で 目 任 支 ぬ 言 な む

し 敵 緊 終 る 命 で に L に 司王み す 、 ，た な 両ij 者 配 。 ふ 統 も

fこ の 張 す ‘ 令 あ し ゃ し の つ る 部 が け に は す 然 三 ー の

も 形せる叉をるて否てクｾ . と 1; 呉 れ 迫 機 る も と 力 で

の 勢 し と 建 下 、 も や も 賠 あ さ 職 l陪 ば つ 敏 手 よ ろ の は

でをむさ築しと斗ぞ・ＭｩＧるが ー ｉ ｾ で 、てに 腕 く 人 あ な

あ 知 る は 工 た の 直 、 と 設 や 出 に は よ か し と 部 を る い

るる方六 ｾ ｉ ｾ r. 足 場 し 見 の 見 否 * あ 誠 い ら て 経 下 信 人

、 と 法 か は ら 合 す 破 程 し ゃ る る に 結 始 よ 験 並 せ で 之

史 俸 を し 長 ば に る る 度 て ぞ 入 社 損 栄 て く や に し な 等

上 へ さ い 占 、 ・ 最 と こ で 手 見 で 小 り ぞ 気 先 有 各 め け の

に ら る も 問 主 主 後 さ さ 準 直 破 な ぞ な 得 カ 、 が す 職 、 れ 人

{ 事 れ は の 間 に の 、 か ん し る け 命 く る 付 見 る 工 な ば 々

へ て 大 で に は 111 況l l J だ を と れ T' ・ と く え 人 の す な を

ら- i ' 切 あ 亘 工 * し 予 誌 な 命 さ ば る こ さ や る で 性 さ ら 支

れ る の る る 事 柴 て る ら ー や の な に の が う さ な 買 と ぬ 配

て の と 、 も を の 全 人 ば る 出 ら し 複 出 で 云 け 、 ろ 、 し

告 は と そ の 混 務 く で 結 第 * ぬ て 雑 米 は ふ れ 技 無 即 能

る 先 で れ で i詰L 想 士 主 主 主 』 具 合 る 。 も 危 な ‘ 人 ば 何 駄 ち 君 事

三 見 あ で 、 せ を り け に に 人 向 そ 工 い 判 で な 、 の 性 よ

方 の る 時 各 し 訣 代 れ 於 も で 工 の 事 、 断 な ら 風 な 豪 く

う 終 る と な る 結 で 打 向 分 は 育 斯 あ も に こ の 吾 り 原

さ が ぺ か り と 果 も 込 工 に 仕 責 格 を る の やi ょ - の 方 キ 』 の

T袋 五1- ｾ妻 、れとな ｩ 支む事釘事 任 の典 、で 断力 り 橡 法 の と 戦

想 角 方 敵 ば は さ jA 人 や す を 観 な へ と あ て 知 ぞ 仕 翻 で

し 力 法 陀 な 是 ね し で 完 る 委 い ね の る 到 力 議 事 舵 甲

て 士 で 内 ら 非 ば で あ 成 も 託 念 む ぽ 鹿 之 議 も じ に し 軍

令 の な 言[ ぬ さ な 賢 れ す の ぜ 、 の な 理 等 現 す 多 、 於 て の

つ 取 い が 、 も ら 行 ば る で ら 賓 で ら に の 場 る く 職 て 大 謀

た 組 、 あ 叉 成 ぬ }J 、 と な れ r あ ぬ 封 事 に こ は 工 も 勝 ;降

が ぞ 多 つ 守 建 と の 向 さ け 、 長 る 、 し 件 lて さ 天 や 同 そ が

、 見 み て 勢 〈・ 3 乏 更 が れ そ 、 と と て l -t 務 の 宴 材 様 得 『

取 物 E 濁 ' - i ' る 、 し 結 自 ば の さ の は 恰 ! 悶 得 の 料 で す こ 梅

*11 し ? と り さ 強 必 い 構 己 な 街 攻 は 能 、 三 さ ら も の 、 の )11

が た ;Z で る き ら 人 で の ら に 勢 こ カ 明 努 る る の 入 職 は 氏

始 こ よ 潰 さ ーロ: 示、は あ 天 ぬ ま 設 的 ‘ の 噺 慮 為 ゐ で 管 人 と の

ら ゴ ミ 走 云 志 賀 結 る 1[; 官 と つ 気 に 欠 な の 事 も あ や の の l時

ん が て す ふ 力 行 果 、 で さ て 分 元 け 頭 11寺 件 の る も 働 諜 糧

さ あ 、 る こ の す に 叉 連う は を 言 て JJ 歯 聞 の で が せ き ?U I'L 

す っ E勝 見 さ あ べ 於 何 り 云 る を を に を ど 外 あ 、 ね 振 カ 織

る た 言 込 は る く て 粍 さ ふ も 型 過 る よ 興 に る あ ば り の 旧

や 、 {gl] の 近 、 そ 勝 の 心 ま の 苧 ぶ も り へ 、 。 る な で 偉 氏

、 Ｒ ｦｺｵ あ ｊｾｪ 所 の 利よ 得 ではにるの 直ぬ突 粍 ら 形 大 の

一 評 定 る 口 調 長 を い 、 も ・ よ 迄 は ち 郎 護 度 ぬ 勢 さ 陣旗

方 多 、 場 の 意 上 得 考 専 な こ ら も 先 に 決 的 ま こ ぞ を ?

の く し。 合 中 1111 よ ら や 心 い の 歩 、 な づ 快 を な で さ 察 示

カ は あ の に 張 り れ 有 と と 賢 一 い 現 力 要 事 は が し し る

ゴ ゴ 引る外援の命ぬつれさ任つこ場 ￭ ｾ ｌ すが 練 問 、 Tこ 破

の 分 11寺 に l j : ! 強ぜ 、 て に で 観 の さ 主 腕 る 時 習 々 工 例 る

眉 で 犯 は が い ら 熟 - i ' ，1'、 あ 念 事 で 任 rl 句 も 々 さ あ 事 で べ

字 あ 玉 、 あ 人 れ 怠 る 身 る の 業 あ 7こ な の 趨 終 る 促 あ き

の ら 大 採 る で た の 人 を が 多 叉 る る 判 が る 職 、 進 る な
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競

坑

γ

串

引

は

今

日

馳

足

で

、

工

事

の

研

究

柑

拐

事

や

走

り

つ

h

あ

る

と

さ

ぞ

忘

れ

て

は

ら

ぬ

、

も

し

彼

れ

を

攻

撃

す

る

も

の

あ

ら

ば

彼

か

を

庇

護

す

る

程

度

で

あ

の

た

い

な

ら

な

い

、

例

へ

ば

今

よ

り

十

年

前

で

は

今

日

の

よ

う

な

器

械

も

な

か

っ

た

が

混

一

職

L

は

各

A

そ

の

職

業

に

射

し

て

、

技

指

さ

自

信

さ

ぞ

有

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

凝

土

ね

手

聞

は

一

・

1

坪

約

三

十

回

の

賀

川

を

要

し

た

、

今

日

よ

き

機

械

さ

談

備

を

一

主

任

者

の

命

令

を

災

行

せ

し

む

る

場

合

に

は

慎

重

考

慮

の

上

K

脳

従

せ

し

め

ね

ば

以

て

せ

ば

僅

か

に

五

六

回

で

立

添

に

出

来

る

‘

銃

鋲

に

於

て

も

一

一

組

一

日

の

絞

鋲

一

治

か

ぬ

方

法

を

も

っ

て

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

又

請

負

者

、

下

請

入

、

職

工

等

は

自

己

教

は

二

百

乃

至

二

百

五

十

個

で

あ

っ

た

が

今

日

熱

糾

せ

る

職

工

一

組

の

鮫

鋲

数

は

一

の

利

盆

の

筑

め

に

現

場

主

任

の

弱

鮪

ぞ

捉

へ

ん

と

す

る

も

の

に

あ

る

。

こ

の

弱

貼

千

五

百

個

に

及

ぶ

こ

さ

が

あ

る

、

そ

の

他

工

事

作

業

の

多

く

は

十

年

前

に

比

し

て

一

ぞ

捉

へ

ら

れ

ぬ

や

う

に

す

る

こ

と

は

勿

論

で

あ

る

が

、

自

惚

や

軽

信

等

は

佐

々

に

約

三

四

倍

の

能

禅

さ

な

っ

た

こ

さ

は

確

か

で

あ

る

、

け

れ

で

も

他

の

製

造

工

業

の

一

し

て

彼

等

に

利

川

せ

ら

る

s

と

さ

が

多

い

も

り

で

あ

る

、

又

外

交

的

方

法

は

人

に

作

業

能

率

に

比

較

す

れ

ば

未

だ

劣

っ

て

を

る

さ

こ

ろ

が

多

い

‘

過

去

を

研

究

し

勝

一

よ

っ

て

必

ら

や
J

し

も

同

一

の

も

の

で

は

な

い

、

自

己

の

勝

れ

に

る

さ

と

ろ

そ

利

川

来

を

務

保

す

る

時

に

吾

々

の

仕

一事

に

於

て

如

何

に

熱

心

な

る

研

究

が

必

要

で

あ

る

す

べ

き

で

あ

る

、

又

相

手

に

よ

り

て

異

な

る

も

の

で

、

部

下

な

ら

ば

、

叱

り

付

け

か

ど

解

る

、

殊

に

そ

の

質

験

物

に

直

面

し

そ

の

簡

に

や

回

り

つ

?

あ

る

現

場

主

任

者

て

効

令

奏

す

る

と

さ

も

あ

れ

ば

、

立

め

て

効

や

突

す

る

と

さ

も

あ

る

、

激

刷

に

よ

て

、

と

れ

K

倣

は

し

め

引

き

緊

め

て

行

く

こ

さ

が

出

来

た

い

r

も

の

で

あ

る

。

熱

心

に

し

て

研

究

に

富

む

こ

と

、

吾

身

の

工

事

は

永

久

の

も

の

で

あ

り

そ

の

工

事

材

料

、

施

工

方

法

は

日

に

日

仁

鐙

り

日

に

日

に

進

歩

し

つ

〉

あ

る

、

使

胤

す

ぺ

4

0

職

工

人

夫

等

の

川

山

想

庄

活

等

も

、

日

に

日

K

襲

化

向

上

し

つ

h

あ

る

、

今

日

じ

於

け

る

最

ハ

此

の

方

法

は

必

ら

や

し

も

明

日

に

於

て

最

良

の

方

法

で

な

い

、

一

日

研

究

や

忘

れ

ば

一

日

時

代

よ

り

搭

伍

し

つ

?

あ

る

の

で

あ

る

、

十

年

間

研

究

を

忠

る

も

の

あ

ら

ば

巳

K

奮

い

時

代

の

人

さ

た

っ

て

今

日

の

川

に

堪

へ

な

い

、

凡

て

の

聞

に

攻

勢

の

甚

だ

礎

な

る

も

の

あ

る

こ

と

や

護

見

し

た

、

之

れ

や

見

て

さ

っ

た

勝

一

は

、

一

口

も

安

閑

『

こ

し

て

そ

の

日

過

き

る

べ

き

も

の

で

は

な

い

。

軍

は

、

未

だ

決

せ

ざ

る

に

『

勝

責

あ

っ

た

』

さ

叫

ん

だ

三

五

ふ

挿

話

が

め

る

。

こ

の

一

外

交

的

手

腕

一

皮

現

場

主

任

こ

し

て

の

経

験

あ

る

も

の

は

訟

に

技

術

的

知

戦

術

が

持

軍

を

し

て

日

践

の

投

に

於

て

吾

国

に

大

勝

そ

も

た

ら

し

た

所

以

の

一

で

一

一

誠

令

有

す

る

の

み

に

て

は

順

調

に

工

事

を

進

め

て

行

く

こ

さ

が

出

来

な

い

も

の

で

あ

る

と

.

語

ら

れ

て

や

る

。

建

築

工

事

に

て

は

多

く

は

、

援

軍

の

な

い

孤

立

せ

る

一

敵

さ

見

る

べ

き

も

の

で

あ

る

か

ら

味

方

即

ち

現

場

従

業

員

は

常

に

突

撃

的

の

気

分

一

に

燃

て

ゐ

な

け

れ

ば

な

ら

ね

、

こ

の

精

神

を

鼓

舞

す

る

も

の

は

現

場

主

任

で

あ

り

一

主

任

者

円

ら

が

乙

ω
気

分

に

な

ら

な

り

れ

ば

、

部

ト

・

の

係

員

並

に

峨

工

人

夫

そ

し

一

あ

る

と

さ

そ

琵

見

す

る

で

あ

ら

う

、

現

場

主

任

者

さ

し

て

現

場

に

望

む

や

、

直

ち

に

部

「

や

職

工

以

外

に

も

、

種

々

の

関

係

者

が

続

出

し

て

、

そ

れ

が

錦

め

に

多

大

の

昨

間

三

脳

力

三

φ

佐

賀

さ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

工

事

を

紅

施

せ

ん

‘

こ

す

る

に

岱

り

既

督

官

脚

、

交

泊

刷

係

、

職

、

建

刷

仙

川

等

の

こ

・

こ

に

闘

し

て

は

一

・
4

そ

の

佃

に

泊

り

最

少

の

護

力

に

よ

り

最

大

の

劫

栄

ぞ

州

都

ね

ば

な

ら

ぬ

、

従

っ

て

工

事

を

進

行

せ

し

む

る

鋪

め

に

是

等

の

腕

係

者

〈

』

闘

揃

良

好

な

る

胤

係

を

持

翻

し

、

機

命

日

あ

る

ん
怜

に

工

事

の

大

め

有

利

な

援

助

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

‘

と

れ

判

倒

壊

主

任

者

と

し

て

外

交

的

手

腕

の

要

す

る

さ

こ

ろ

で

あ

る

、

現

場

主

任

の

謝

外

的

に

は

謎

倣

な

態

度

さ

親

密

な

調

千

で

、

人

や

外

さ

ぬ

よ

う

た

老

練

さ

が

な

り

れ

ば

な

ら

肉

、

部

下

職

工

に

劃

し

て

は

封

外

的

の

も

の

ミ

多

少

呉

り

民

誌

に

し

て

股

施

、

然

も

彼

れ

の

才

能

さ

技

術

と

に

信

頼

せ

し

め

、

彼

れ

の

存

一仕

を

臨

任

せ

し

む

る

万

訟

で

な

け

れ

ば

な
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術

上

の

智

識

に

乏

し

く

、

出

来

得

る

丈

け

簡

単

な

然

も

賀

川

の

か

:
bぬ

方

法

ぞ

採

る

こ

さ

を

希

ふ

も

の

で

あ

る

、

と

の

問

K

立

っ

て

現

場

主

任

者

は

構

造

窓

匠

の

方

而

と

、

工

事

官

施

方

法

さ

の

雨

而

や

考

慮

し

椛

謹

上

意

匠

上

に

於

り

る

設

計

者

の

意

志

b

T

失

は

?

に

、

質

施

す

る

方

法

な

き

ゃ

不

円

ゃ

を

細

心

に

研

究

し

、

而

し

て

明

快

に

是

れ

が

判

断

令

下

さ

な

け

れ

ば

な

ら

ね

。

即

ち

力

拳

上

又

は

密

術

上

の

間

下

に

カ

率

上

の

法

則

に

従

ひ

出

来

特

る

限

り

の

完

壁

や

期

し

窓

匠

の

設

計

者

は

即

日

則

の

許

す

限

り

、

警

術

的

な

作

品

を

符

ん

と

さ

に

資

力

す

る

も

の

で

あ

る

、

一

旦

設

計

し

大

る

も

の

に

劃

し

て

は

、

校

施

の

際

に

力

感

上

肝

要

な

る

勤

に

火

陥

の

出

来

る

こ

さ

や

恐

れ

、

叉

意

匠

上

の

劫

果

。

ぞ

失

は

.

さ

れ

ぬ

こ

さ

を

希

ふ

も

の

で

あ

る

下

詩

人

及

職

工

は

寧

ろ

工

事

の

質

施

に

重

き

を

置

く

傾

向

に

有

し

、

力

感

上

、

製

構

造

及

意

匠

設

計

上

の

智

識

と

材

料

と

施

工

方

法

に

関

す

る

智

識

殺

築

工

事

の

現

第

任

者

た

る

も

の

は

構

造

上

の

智

識

乞

有

し

、

よ

く

圏

直

仕

伎

を

解

し

且

そ

の

工

事

材

料

明

細

舎

や

精

確

に

迅

症

に

作

製

し

符

る

も

の

で

た

り

れ

ば

な

ら

ぬ

こ

さ

は

勿

論

で

あ

る

が

更

ら

に

進

ん

で

設

計

者

の

意

志

を

理

解

し

、

之

れ

に

趨

令

す

る

施

工

方

法

を

採

る

や

ろ

に

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

躍

な

る

都

合

の

鵠

め

に

桝

造

上

重

要

た

令

部

分

。

ぞ

省

略

す

る

と

之

は

、

宜

し

く

訟

い

こ

と

で

あ

る

。

悲

し

施

工

方

法

上

却

っ

て

弱

含

構

造

さ

な

る

や

う

な

設

計

で

あ

っ

た

場

合

に

は

、

之

わ

ぞ

設

計

者

に

進

T

一
ロ

し

1

、

共

に

研

究

す

ペ

・

ぎ

で

あ

る

，

意

匠

設

計

さ

施

工

方

法

ご

の

関

係

も

同

様

で

あ

る

‘

一

般

に

構

造

設

計

の

技

術

者

は

奥

へ

ら

れ

た

る

依

件

の

の

で

あ

る

。

次

に

現

場

主

任

者

り

し

て

如

何

た

る

方

面

の

知

識

三

技

術

さ

を

多

分

に

有

す

る

と

さ

が

必

要

で

あ

り

、

と

れ

が

漏

養

に

勉

め

た

り

れ

ば

な

ら

ぬ

か

毎

週

ベ

ん

。

り

て

成

功

す

る

と

さ

も

-

あ

れ

ば

、

冷

噸

に

ょ

の

て

成

功

ず

る

と

さ

も

あ

る

、

外

交

的

手

腕

は

-大

部

分

天

立

で

は

あ

る

が

経

験

に

よ

り

て

練

達

す

る

と

S

の

出

来

る

も

を

く

必

裂

が

あ

る

、

作

穣

の

書

類

や

決

定

半

項

等

が

如

何

に

す

れ

ば

推

滞

セ

?

に

早

く

運

ぶ

か

、

如

何

に

す

れ

ば

必

要

な

材

料

や

繰

械

等

が

早

く

現

場

K

到

着

す

る

や

を

知

る

矯

め

に

、

そ

の

関

係

の

官

鵬

、

合

耽

及

詰

責

曾

耐

の

組

織

「

請

の

系

統

等

吾

川

附

仰

に

知

悉

し

て

ぞ

く

必

要

が

あ

る

の

で

あ

る

、

現

場

に

於

て

工

事

官

施

の

順

序

方

法

、

職

工

人

夫

の

運

用

の

順

序

を

定

め

る

と

さ

は

現

場

主

任

者

の

奥

へ

ら

れ

た

る

椛

脳

内

に

あ

る

が

放

に

常

に

一

糸

乱

れ

ざ

る

正

し

き

順

序

に

於

て
、

然

も

そ

の

問

に

少

し

の

猫

綴

も

た

き

よ

う

に

作

業

や

進

行

せ

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ

、

作

業

開

始

前

に

は

凡

て

の

必

要

な

る

材

料

が

現

場

に

到

着

し

、

必

要

な

る

器

械

が

完

全

に

設

備

せ

ら

れ

、

然

も

完

全

に

修

理

せ

ら

れ

要

所

.

要

所

K

は

凡

て

抽

や

グ

リ

ス

等

が

注

入

せ

ら

れ

、

何

時

で

も

誕

聴

せ

ら

る

お

や

う

に

準

備

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

織

令

有

す

る

さ

と

ろ

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

。

現

場

主

任

は

是

等

の

こ

さ

に

闘

し

て

は

、

夜

一一一パ

棋

を

有

た

ぬ

か

ら

之

れ

を

盤

更

す

る

こ

ミ

は

出

来

ぬ

、

唯

如

何

に

す

れ

ば

と

の

制

織

を

克

も

能

率

よ

く

運

川

す

る

こ

さ

が

出

来

る

か

そ

、

務

め

研

九

九

し

τ

の

組

織

o

q

m

g

w
丘町

O

口

に

よ

る

こ

さ

も

あ

る

が

、

大

部

分

は

諸

責

曾

世

又

は

諸

貴

人

の

組

織

に

よ

る

も

の

で

あ

る

、

大

工

事

は

大

き

い

組

織

の

さ

と

ろ

燃

も

完

全

な

組

織

の

さ

と

ろ

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

.

少

さ

い

工

事

は

そ

れ

に

遁

話

せ

る

組

題

の

外

に

人

聞

が

製

作

す

る

と

云

ふ

望

素

が

加

は

る

軍

施

方

法

の

こ

さ

や

考

へ

て

判

断

す

べ

き

で

、

日

疋

れ

が

現

場

主

任

の

最

大

の

責

務

で

あ

り

、

隊

十

ば

な

け

れ

ば

怒

ら

ぬ

最

も

肝

要

な

さ

こ

ろ

で

あ

る

、

こ

の

質

施

方

法

の

一

一

般

は

皐

校

教

育

に

よ

り

て

副

学

び

得

ら

る

忌

も

の

で

あ

る

が

今

日

と

の

方

耐

に

於

り

る

敬

控

時

間

は

他

の

講

座

に

比

し

て

少

な

含

の

翻

が

あ

る

、

放

に

校

門

を

出

で

・

後

に

、

質

際

に

於

て

研

B

A

し

府

民

験

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

事

柄

で

あ

る

。

所

属

官

麗

.

舎

社

、

請

負

舎

一

祉

の

組

織

と

工

事

責

施

の

順

序

系

統

の

萌

究

工

事

の

出

来

柴

や

工

事

期

限

は

、

施

主

た

る

官

醸

曾

枇

叉

は

個

人

等
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一

又

必

要

な

る

職

工

は

作

業

時

間

前

に

一

人

の

不

足

も

な

く

、

司

壌

に

到

著

し

τ
を

の

民

法

商

法

上

に

あ

る

之

れ

に

関

す

る

部

分

の

大

慢

を

知

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

交

通

一

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

、

現

場

に

於

り

る

何

人

で

も

工

事

進

行

に

は

常

に

進

む

べ

き

順

序

一

の

頗

繁

な

市

街

地

に

工

事

や

施

J

す

る

場

合

に

於

て

は

、

交

通

人

に

劃

し

て

不

慮

一

系

統

が

め

る

と

と

、

も

し

奥

へ

ら

れ

た

る

時

間

内

に

、

彼

等

の

な

す

べ

き

作

業

を

一

の

危

害

を

奥

へ

地

下

掛

撃

に

山

小

り

て

隣

家

に

災

害

生

県

ふ

る

こ

さ

も

あ

ゐ

、

叉

使

一

完

成

せ

ぬ

場

合

に

は

‘

時

間

に

於

て

も

、

経

掛

的

に

も

.

大

な

る

担

失

が

あ

る

と

一

州

中

の

職

主

人

夫

等

に

過

っ

た

命

令

や

下

し

た

弱

め

に

‘

或

は

設

備

の

悪

い

た

め

司

さ

ゆ

夕

、

固

く

知

ら

し

め

な

け

れ

ば

な

ら

ね

、

と

れ

と

同

時

に

現

場

主

任

者

は

要

聡

を

誤

ら

予

に

指

抑

し

得

る

や

う

に

‘

品川

K

か

ら

工

事

作

業

の

順

序

に

つ

き

て

研

究

せ

ね

ば

友

ら

ぬ

.

然

し

て

手

民

の

仕

事

や

手

直

の

仕

誌

は

絶

憾

に

な

い

や

う

に

せ

ね

ば

カ

ら

ぬ

、

こ

れ

迄

叫

場

に

於

て

こ

の

作

業

の

順

序

令

辿

っ

た

弱

め

に

多

大

な

損

失

ぞ

象

っ

た

例

は

数

ふ

る

に

謹

訟

き

種

で

あ

る

、

た

と

ひ

直

絡

の

損

害

が

現

場

主

任

者

に

な

く

さ

も

、

二

れ

は

司

接

主

任

者

め

責

任

で

あ

る

さ

云

ひ

た

い

ぺ

叉

各

手

の

下

請

は

各

々

の

作

業

の

便

利

と

経

憤

さ

の

み

を

考

へ

、

他

に

及

ぼ

す

影

響

等

は

4

4

へ

ぬ

も

の

で

あ

る

か

ら

、

彼

れ

等

の

申

出

ぞ

趨

嘗

K

判

断

し

て

、

工

事

完

成

の

進

竹

路

を

地

ら

し

め

ざ

る

は

現

場

主

任

者

の

技

州

に

よ

ゐ

も

の

で

あ

る

。

官

聴

、

合

祉

、

及

箭

寅

曾

配

等

は

一

の

事

務

的

機

関

事

務

の

所

理

方

活

で

あ

る

。

市

し

て

出

来

侍

る

丈

け

簡

皐

に

し

て

明

瞭

、

然

も

込

誌

に

凡

τ
の

事

制

を

併

し

得

る

や

う

な

事

務

的

方

法

そ

さ

っ

て

ぞ

る

も

の

で

あ

る

v

現

場

主

任

者

は

是

等

の

人

々

小

聞

に

立

っ

て

事

務

的

方

法

の

大

慌

を

知

ら

-

た

け

れ

ば

、

技

術

者

が

事

務

に

忙

殺

せ

ら

れ

て

技

術

的

な

仙

の

方

耐

に

手

φ

信

仰

す

、

』

さ

や

特

な

い

結

果

さ

な

る

、

昔

時

の

技

術

者

は

世

間

桝

は

今

じ

竹

事

を

や

っ

て

行

つ

に

が

、

今

日

の

技

稿

者

は

自

己

も

官

鹿

、

曾

枇

考

K

於

け

る

有

機

的

組

織

の

一

員

で

あ

る

と

三

を

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

、

若

し

事

務

員

な

る

助

手

が

あ

っ

↑い

と

し

て

も

、

之

れ

に

判

事

を

命

じ

之

れ

ぞ

叫

仰

附

す

る

丈

り

の

如

智

を

有

ゼ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

現

駒

主

任

者

は

契

約

者

の

代

人

で

あ

り

、

契

約

の

遂

行

者

法

律

上

の

智

識

で

あ

る

、

故

に

詩

責

契

約

、

資

質

契

約

、

保

険

契

約

、

特

許

臓

、

一

手

販

両

U

椛

等

に

、

戒

は

職

工

相

互

の

過

失

の

た

め

に

、

直

勝

又

は

間

接

に

傷

害

ぞ

奥

ふ

る

襲

合

が

あ

る

か

ら

、

之

等

の

過

失

が

何

の

科

度

え

で

施

主

又

は

諸

貧

者

、

現

場

主

任

者

自

身

及

係

員

、

叉

は

服

工

相

互

に

・

法

律

上

闘

係

あ

る

も

の

な

る

や

を

排

へ

て

や

ら

ね

ば

な

ら

ね

、

こ

の

外

じ

辿

築

物

施

工

法

規

・

各

一川

勝

に

於

U

る

匙

築

物

施

工

凱

則

、

市

町

村

の

道

路

と

匙

築

物

に

闘

す

る

規

則

、

物

品

材

料

職

迭

に

闘

す

る

鍛

遁

常

車

、

道

路

、

河

川

、

描

憾

勾

に

闘

す

る

規

則

等

を

知

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

、

又

市

町

村

の

給

水

及

一電

力

供

給

に

闘

す

る

規

則

苑

に

之

れ

等

め

法

規

等

も

大

約

知

っ

て

を

く

と

さ

が

宜

し

い

、

法

律

上

に

闘

す

る

事

件

の

突

褒

す

る

毎

に

、

悉

く

耕

護

士

に

依

頼

す

る

〈

』

云

ふ

こ

さ

は

、

多

く

の

時

間

さ

多

く

の

豊

川

を

袈

す

る

も

ω
で

、

好

し

く

危

い

と

さ

で

あ

る

‘

法

律

上

の

解

緯

は

法

の

根

諒

を

ぷ

礎

さ

せ

る

常

識

に

よ

る

と

と

は

あ

る

m

何

度

ま

で

は

差

支

な

い

も

の

で

あ

る

、

而

し

て

疑

問

な

貼

の

み

ぞ

曲

川

誰

+

し

に

間

合

す

方

か

宜

し

い

、

正

も

き

常

識

の

あ

る

現

桜

主

任

肴

の

判

断

は

怯

め

に

問

症

の

な

い

も

の

で

‘

も

し

彼

れ

に

疑

は

し

き

貼

は

大

方

縛

護

上

に

も

疑

は

し

き

純

で

あ

る

、

以

上

の

法

律

上

の

知

識

の

全

部

や

知

る

三

云

ふ

と

と

は

、

成

は

難

い

と

三

で

あ

る

か

も

知

れ

な

い

.
が

、

あ

る

程

度

ま

で

は

是

非

さ

も

知

ら

放

り

れ

ば

た

ら

ぬ

、

即

ち

少

く

さ

契

約

文

、

仕

様

書

等

の

事

柄

を

正

し

く

解

剖

押

す

る

素

質

。

ぞ

遺

る

丈

け

で

も

、

大

な

る

力

三

な

る

も

の

で

あ

る

‘

叉

之

れ

等

が

常

識

的

の

も

の

で

あ

る

さ

し

て

も

工

事

を

進

め

て

行

く

間

に

北

常

に

役

京

つ

も

の

で

あ

る

。

次

に

現

場

主

任

ざ

し

て

工

事

を

完

全

に

仕

上

て

行

く

責

務

を

巣

さ

な

げ

れ

ば

な

ら

ぬ

外

に

、

日

々

の

仕

事

の

中

で

な

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

と

さ

、

注

意

す

パ

き

こ

と

は
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あ

る

、

各

職

工

人

夫

等

は

一

刻

の

精

務

も

な

く

疑

間

も

な

く

尊

心

K

作

業

に

野

め

し

む

る

や

・

つ

に

判

事

も

仕

向

け

・

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

進

行

調

査

と

能

率

調

査

現

易

主

任

者

は

臼

々

一」

事

の

進

行

賦

態

即

ち

そ

を

知

る

他

人

に

開

会

す

る

も

宜

し

か

る

べ

し

、

或

は

現

場

主

将

内

ら

考

査

す

る

も

の

日

に

何

科

山

来

た

か

を

調

査

セ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

而

し

て

工

事

誕

行

の

同

脱

出

制

盤

で

可

な

る

べ

し

、

斯

く

し

て

後

現

弘

主

任

円

ら

の

性

質

、

校

同

及

才

能

等

ぞ

も

考

へ

あ

る

工

事

工

程

表

さ

比

較

し

務

定

の

通

り

に

行

き

つ

忌

あ

る

や

否

や

や

検

し

、

も

一

蓬

間

の

た

い

係

員

の

配

置

部

署

を

決

定

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

し

湛

滞

ぜ

る

こ

さ

や

渡

比

せ

る

梼

合

に

は

、

直

ち

に

明

日

に

取

返

す

べ

き

K

M

法

を

一

工

程

衰

の

作

製

前

章

に

於

て

述

べ

た

る

が

如

く

工

程

表

は

航

小

の

羅

針

僻

が

あ

る

、

一

日

一
下

し

?

る

命

令

は

鶴

一吉

で

あ

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

し

・

必

ら

す

賀

行

せ

し

め

ね

ば

な

ら

ぬ

、

も

し

こ

の

命

令

に

し

て

短

絶

せ

ら

る

お

か

、

叉

は

拒

絶

せ

ら

れ

ん

-三

す

る

傾

向

凡

ゆ

る

時

は

、

直

ち

に

そ

の

上

r者

法

沼

入

賞

ι

1

4

引

を

呼

川

し

て

注

怠

や

喚

起

そ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

叉

各

職

工

よ

り

工

事

上

の

質

問

戒

は

解

決

や

求

ら

る

L

接

合

に

は

直

ち

に

回

答

し

、

或

は

解

決

ぞ

奥

へ

な

り

れ

ば

た

ら

ぬ

、

之

与

の

回

答

及

解

決

に

法

巡

し

て

工

事

ぞ

遅

滞

せ

し

む

る

と

さ

は

尤

も

不

賢

明

な

、

』

さ

で

行

く

ま

で

‘

其

の

方

法

を

説

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

あ

ま

り

日

駆

的

に

説

明

k

q

も

せ

宇

し

て

抗

行

せ

し

む

る

時

は

、

却

っ

て

出

来

料

る

も

の

も

失

敗

さ

な

る

場

合

示

は

簡

践

に

し

て

附

瞭

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

然

も

賀

行

し

似

る

も

の

で

な

り

れ

ば

な

ら

ぬ

、

半

じ

て

智

行

し

伴

ら

る

お

程

度

の

も

の

た

ら

ば

差

支

な

い

，

か

‘

全

く

賀

行

し

如

何

ざ

る

も

の

な

ら

ば

、

却

っ

て

主

行

者

の

信

任

さ

傘

敬

三

を

失

は

る

?

も

の

で

あ

る

か

ら

世

話

し

な

け

れ

ば

な

ら

ね

、

又

職

人

は

自

己

の

知

識

・こ

経

験

三

に

よ

め

釘

行

不

可

能

を

訴

ふ

る

と

ご

あ

る

も

の

な

れ

ば

、

こ

の

接

合

は

よ

く

諒

仰

の

数

限

り

な

く

あ

る

が

、

そ

の

重

な

る

も

の

は

作

業

の

命

令

現

場

主

任

者

は

総

折

抑

W

い

で

あ

る

か

ら

重

要

な

命

令

は

ん

て

現

観

主

任

者

よ

り

荷

賞

者

の

現

場

主

打

に

(

前

員

者

側

の

現

襲

主

仔

者

・

な

ら

ば

下

請

の

代

人

又

は

W

話

役

)

下

さ

れ

ね

ば

ゑ

ら

お

.

た

さ

ひ

命

令

の

原

案

い

か

部

「

よ

り

出

さ

れ

た

さ

し

τ
も

現

場

主

任

よ

め

改

め

て

下

ナ

ベ

d

H

で

あ

る

、

と

ω
命

令

指

る

と

さ

は

近

世

科

撃

の

住

ん

だ

重

民

税

ず

べ

き

事

柄

の

一

つ

で

あ

る

、

現

場

に

於

て

は

A

円

が

海

軍

山

引

に

於

て

す

る

が

州

き

方

法

を

託

行

す

る

さ

云

ふ

、

』

さ

は

出

米

ま

い

が

可

及

的

に

詳

し

く

係

員

の

性

釘

伎

側

ぷ

才

館

ぞ

調

査

す

べ

き

で

あ

る

.

そ

の

一

方

法

さ

し

て

は

係

員

に

自

ら

述

べ

さ

す

と

さ

も

よ

ろ

し

か

る

べ

く

、

叉

そ

の

人

係

員

の

部

署

現

場

主

任

者

は

係

員

の

性

質

技

何

及

才

能

紘一寸

に

よ

り

て

慎

重

考

慮

の

上

に

如

何

な

る

工

事

を

加

首

さ

す

べ

き

か

や

決

定

し

な

り

れ

ば

た

ら

ぬ

、

個

人

の

遡

任

ぞ

考

査

し

て

之

れ

を

逝

併

に

配

し

工

事

の

作

業

能

寧

を

取

進

せ

し

む

争

、

脇

工

の

山

山

崎

h

H

q

』

賃

銀

に

闘

し

て

精

確

な

る

知

識

や

奥

ふ

る

も

の

に

し

て

後

同

に

於

て

て

程

表

作

製

の

基

礎

智

識

-

こ

な

り

或

は

技

術

者

の

本

側

な

る

『

よ

く

、

早

く

、

安

く

、

聞

く

』

工

事

ぞ

仕

上

け

る

根

源

の

智

識

と

・

な

る

も

め

で

あ

る

。

ら

ぬ

、

も

し

能

率

悪

し

く

働

会

つ

L

あ

る

こ

さ

を

護

見

せ

る

場

合

に

は

知

何

な

る

所

に

火

貼

あ

る

や

を

調

査

し

直

ち

に

作

業

方

法

ぞ

改

良

す

ぺ

く

考

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

日

々

の

能

率

調

査

は

恰

も

航

栴

に

於

て

使

川

す

る

気

鹿

計

の

や

う

な

も

の

で

、

又

は

病

人

の

熱

系

表

に

も

倣

う

べ

き

も

の

で

あ

る

、

も

し

作

業

能

率

が

惑

い

わ

刀

に

向

ひ

つ

お

あ

る

な

ら

ば

、

近

4

6

賂

来

に

於

て

、

必

ら

十

閃

雛

が

現

る

ぺ

き

を

紋

ふ

る

も

の

で

あ

る

d

こ

の

職

1

の

能

山
中

調

査

は

そ

の

u
、

そ

の

日

に

貫

裂

な

る

の

み

な

ら

計

代

川

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

之

れ

さ

同

昨

仁

U

々

に

作

業

人

民

や

調

査

し

工

事

の

出

来

山

さ

比

較

し

て

各

峨

工

が

能

率

よ

く

作

業

し

つ

?

あ

る

や

否

や

を

、

附

先

調

査

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

も

し

能

率

よ

く

作

業

し

つ

h

あ

る

襲

A

n

に

は

.

後

日

の

お

め

に

、

そ

の

作

業

方

法

の

如

何

な

る

黙

に

長

所

が

や

る

や

に

附

究

調

資

し

て

記

鍬

セ

ね

ば

な
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で

あ

る

進

む

べ

き

方

針

の

大

館

令

敬

ム

る

基

本

工

科

表

は

本

部

の

計

剖

係

に

於

て

作

製

す

る

と

と

は

差

支

な

き

も

、

詳

細

工

程

表

は

常

に

現

場

主

任

に

よ

り

て

計

劃

作

製

せ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

現

毎

に

於

て

は

、

思

は

ざ

る

事

件

質

牛

一

し

て

工

町

村

や

妨

害

す

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

是

等

の

蜘

を

十

分

に

考

慮

し

、

理

論

的

な

、

然

も

資

際

的

危

精

密

な

る

工

程

表

令

作

製

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

山

川

工

与

が

濯

滞

せ

る

場

合

は

例

論

説

一

捗

し

過

ぎ

た

る

場

合

も

‘

時

に

新

た

に

工

山

中

工

程

表

を

作

製

し

て

一

日

も

早

く

間

違

な

く

日

的

地

に

建

し

得

る

や

う

に

労

力

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

o

材

料

の

注

文

と

各

檀

の

支

締

凡

て

の

材

料

は

必

袋

な

る

昨

期

に

、

必

要

た

る

材

料

が

現

場

に

町

小

有

す

る

や

ろ

に

、

然

も

詩

計

仕

様

舎

に

示

さ

れ

た

る

品

質

の

も

の

，

か

現

場

に

納

入

せ

ら

れ

‘

納

入

の

場

合

に

於

て

明

日

を

誤

り

材

料

の

品

質

ぞ

誤

る

が

如

ふ

き

と

・

こ

な

ぎ

や

う

に

、

充

分

に

打

合

せ

在

意

の

上

に

註

文

ぜ

ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

材

料

代

及

工

賃

等

は

現

場

主

任

の

査

定

に

よ

り

て

支

肌

は

る

ー

も

の

な

る

が

故

に

、

厳

格

に

し

て

私

情

に

出

は

れ

て

は

な

ら

ぬ

、

叉

多

き

も

少

き

も

何

れ

に

し

て

も

、

工

事

の

進

捗

や

妨

げ

る

原

因

と

た

る

場

合

が

多

い

も

の

で

あ

る

密

に

然

も

迅

謹

に

、

務

定

の

期

日

に

は

必

ら

や

支

排

得

ら

る

訟

や

う

に

取

計

は

ね

か

ら

、

精

ば

な

ら

ぬ

。

多

く

の

職

工

は

こ

の

工

賃

に

よ

り

て

生

活

し

、

蝕

分

の

貯

へ

を

川

す

る

も

の

少

な

く

、

も

し

と

の

支

訓

令

受

け

得

、
5

る

が

如

ぎ

場

合

に

宅

ら

ば

、

安

心

し

て

作

集

に

努

力

す

る

と

・

こ

の

出

来

な

い

も

の

で

あ

る

か

ら

、

現

場

主

任

は

特

に

と

の

駐

に

留

意

し

彼

等

に

全

力

や

注

が

し

む

べ

く

、

常

に

注

意

ぞ

怠

つ

て

は

な

ら

ぬ

、

日

近

等

の

支

抑

布

。

ぞ

決

定

す

る

弱

め

に

は

各

工

事

に

捗

り

そ

の

偵

値

即

ち

原

価

ぞ

知

る

べ

く

常

か

ら

努

め

な

け

れ

ば

・

な

ら

ぬ

と

さ

は

勿

論

で

あ

る

。

現

場

刊

問

視

現

場

主

任

者

は

他

に

川

務

の

あ

る

も

の

で

あ

る

か

ら

、

施

中

現

場

ぞ

巡

視

す

る

と

三

が

出

必

な

い

場

合

も

あ

る

が

可

及

的

数

多

く

新

た

に

作

業

K

就

か

し

め

ん

ざ

す

る

時

及

作

栄

の

終

f

時

に

は

必

ら

余

現

毎

そ

巡

胡

し

目

前

に

誕

行

程

民

、

職

工

の

作

業

振

り

等

そ

検

分

す

る

と

さ

か

必

要

で

あ

る

、

而

し

て

進

行

や

作

業

能

率

ぞ

阻

志

す

る

が

如

き

原

凶

を

渡

見

し

た

毎

合

に

は

、

直

ち

に

之

れ

そ

除

去

す

る

の

方

法

を

さ

ら

ね

ば

な

ら

ね

、

例

へ

ば

足

代

悪

し

く

し

て

作

業

能

力

ぞ

減

退

せ

る

令

褒

見

せ

る

場

合

、

照

明

が

忠

く

し

て

作

業

不

可

能

の

毎

所

あ

る

時

Ｎ ｾ＠

は

.

臨

ち

に

足

代

金

直

し

、

灯

火

の

設

備

を

山

内

ヘ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

八

十

度

以

上

に

渡

熱

し

て

危

阪

に

湖

せ

る

電

動

機

は

直

ち

に

修

理

す

る

か

収

替

ね

ば

友

ら

ぬ

、

惑

い

方

法

を

以

て

職

工

が

作

業

ぜ

る

怒

合

に

は

親

切

に

教

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

叉

各

職

工

に

於

て，

倦

怠

の

気

勢

を

観

臥

し

た

る

毎

ム

ロ

に

は

・

緊

煤

せ

し

む

る

激

励

の

方

法

を

講

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ

、

不

穏

の

形

妙

。

ぞ

護

見

せ

る

知

ム

口

に

は

、

締

凹

の

方

法

を

部

ぜ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

『

勇

絡

の

下

に

l

弱

卒

な

く

、

智

絡

の

下

陀

は

失

敗

が

な

い

』

さ

は

.

言

ひ

古

さ

れ

た

る

言

葉

で

あ

る

が

現

場

主

任

者

K

し

て

、

内

ら

緊

強

の

度

ム

円

。

ぞ

欠

い

て

や

っ

た

な

ら

ば

、

そ

の

部

下

た

る

係

員

は

例

論

峨

工

人

夫

に

至

る

ま

で

、

作

業

に

熱

心

な

る

や

得

ゑ

い

の

で

あ

る

、

故

に

現

場

一

主

性

者

は

そ

の

貨

務

重

大

に

し

て

工

事

成

績

の

叩

何

は

具

に

彼

れ

が

双

肩

に

か

h

る

さ

縛

す

る

も

向

必

ら

ざ

る

め

翻

が

あ

る

係

員

如

何

な

る

良

指

弾

官

三

…雌

も

・

直

接

に

千

人

以

上

に

亘

る

名

種

の

職

工

を

間

部

命

令

す

る

と

ご

は

川

来

な

ぺ

と

h

に

助

手

の

心

安

が

中

守

る

さ

と

ろ

で

あ

る

‘

M

L

前

半

に

述

べ

た

る

が

如

き

凡

て

の

資

格

や

具

備

せ

る

現

邸

主

任

は

、

・

容

易

に

得

瞬

き

も

の

で

あ

る

、

如

何

な

る

人

と

雌

も

同

じ

と

さ

で

、

長

所

さ

短

所

さ

を

有

す

る

と

S

は

免

れ

な

い

、

そ

れ

じ

、

と

の

短

所

を

補

ふ

信

仰

め

に

、

補

助

員

が

必

要

三

た

る

諮

で

あ

る

、

即

ち

係

長

は

川

手

で

あ

り

補

助

で

あ

る

、

現

弘

主

任

者

の

足

ら

ざ

る

そ

附

ひ

手

の

及

ば

ざ

る

さ

と

ろ

を

助

く

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

放

に

そ

の

助

け

補

ふ

ぺ

会

結

に

於

て

勝

れ

た

る

も

の

は

係

長

・
ニ

し

て

上

々

の

も

の

で

.

現

場

主

任

者

の

納

会

才

能

ミ

素

質

三

を

わ

す

る

必

安

が

な

い

、

よ

く

現

場

主

任

者

令

助

け

補

ふ

丈

け

の

技

附

と

智

識

さ

令

有

す

れ

ば

そ

の

責

務

b

T

全

ふ

す

る

と

と

を

得

る

も

の

で

あ

る

、

係

員

は

よ

ぐ

そ

の

主

任

に

服

従

し

命

令

に

従

は

ね

ば

な

ら

ぬ

、

但

し

必

裂

な

る

意

見

守

も

、

述

べ

得

ざ

る

卑

屈

な

も

の

で

は

・

な

ら

ぬ

事

務

員

な

ら

ば

事

務

に

堪

能

C

あ

り

蛾

骨

工

事

の

係

員

な

ら

ば

錨

品

目

工

事

に

つ

き

凡

て

を

知

り

よ

く

そ

の

職

〕

ぞ

御

す

る

能

力

あ

る

も

の

な

ら

ば

宜

し

い

の

で

あ

る

主

任

者

三

係

員

さ

は

最

も

密

接

な

る

闘

係

に

あ

る

も

の

な

れ

ば

、

互

に

柑

信

じ

相

敬

し

協

力

一

一

放

し

て

工

事

の

完

成

に

努

力

す

る

な

ら

ば

工

事

的

成

功

は

期

し

て

待

つ

べ

き

で

あ

る

。

(

髄

)

三

、

三

、

一

二

.

(  55 )  
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然るに T . =π - T， 

放に 、

警-f . =ァ去[ h' ( - 8h +笠) + dl うん (4d - ｈｾＩ｟ 叫すＭんＩｽ｝

- Tす[ -h.( 8! t- 笠)+d{ 子d(ばーゴ ) - 12判2刈〕

こ・に於て f l = f . さお けば T，が出て来る 。

π〔か(1ル 16h+笠)+ベヂd( .J d- ゴ) +8d gw - 1 4

T ，= 

蕊に 、

+ 24ft '  n- rベヲザ+12h ｾ＠ }-k!  ｾｊ＠

俳( ヲ - 4ん)吋 千d (4d ーゴ ) - 12/z(吾叫

d( l - k )  + k h = A 、

ゑπ{d ' +ん(ん - 2 d、} = B ｾ＠

klz ' - ( k - l ) d' =F  '  

k = l なる時は

A =ん， B =π{d " +み(h - 2d )} ， F = ん2

従って

...... 

T 、=

π ( 12h' d- 1!i h
3  

+6h
3

+ 8 d
3  Ｍ ＲＴ ｨ､ Ｇ ー Ｑ Ｒｨ ｾ ､ＫＲＴｨ ｚ ､Ｉ

一( l 2drr( d '  +h' 2dl t )  - 6hπ( d包+ ゲ - "2dh) }

-4ft '  

=π{ f j J - R  f j J + 1 l  ... .・… ・・・・ ・ … H ・H ・... .......( 101) 

" ' ¥It /  : ' : : ¥1主/ ¥ 

0 1 = ZJEーとι ー互 Jlt 二 盆 …...... ............ ・H ・. ..… H ・M ・(102)

δ IJ b  

。ョ=zι - P .  ..…・・・ …- …… - …. ..・ M ・- …. . .・ H ・H ・M ・..…・・・ ( J OJ )  

b  b  

R ，= T ，+ O， ーπ ，; R 含 =  T "  + 8. .... .… ..，・H ・... .…・・・(10生)

Q，= - Q，=うーかa - μa一 川 向

( d)  雨柱が夫 今上下柱 の接合貼 Y叫目黒る集中i黄カぞ受りる場合。

第十岡、第二十八岡義照。

今 、 d ( l - k) +kl t =A )  

bπ ，{d ' 十ル( ゑ - 2 d) } = B，r  

〉 ・ ・(106)

ゑπ，{d 包+ん( ゑ- 2 d)} = B，l

klt' ー(必ー l ) d' = F  J  

三世けば、前項式 ( 07) I ' L従ひ 、f ，= f ，なるにより直ちに、失の如くお

、。

l I )  

、ーJ



く事が出来る。
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T ，去[h"{ 41z- 6 ｾ＠ +12 ｾ＠ -叫+ d{ デd( 4dーづ)

一叫喜一ん)}]，

- 告〔か( 叫8ん) + d{ψ +12h(h- 2d) }J. 

1  (  ./1ーゑ 6Bd.  ＧｾＷｂ ，｜＠ 包 6B ，I
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+12h
B

;  ) ーか 6f? 1
A J  A ) .  

然るに T ，+ T . =κ +7r . ， T .  =  (π ，+π . ) - T， 

:故に上式を c ) の記i誌や用ひて苫: き改めれば

T 去[ }-去[ ].+去[ ]. = ( 山. )去[ 1  

-T{  J去一合[ ].+去[ J:  

是を解ぃτ 次の T 孟の植ぞ得る。

仏

↑

凡

一

A

u

?

せ(

fl Ci. 10. - f es- me Pol onc倒 . ( Com伊 see.

π { h'( 一叫写+12d)+ベデd( ι 笠)+ ψ +叫

一助ラ?一 24叫〕

ヤ(任写与一8吟めか+ dベpデ量子主d(μ4ばd一安争) 一刈号一ゑ)5]

+引い(笠 - 12d) +ベデd( 4d- 笠) - 4一昨+24hd} ]  
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k-: -1_ とすれば

B . - B，，= {d ' +ゑ( ゑ - 2c.{ ) } ( rr ，- 7r ，)  

A = h， F =h'  

験

，π ，( - 1 6局、+6h' +12dか十8d
3 ＫｾＴ ん 包 ､ＭＱＲ か ､ＭＲＴｨ､ つ

T ，=  

， 
， 

+12d {d ' + hCん- 2d) } ( πr ー π ，) - 6h{ d ' +h( h. - 2d) } ( πg ー π J

分 母 l同上

πベー10h' +8d
3

+24hd( ゑ- d) } +π包 {6h
3

- 24hd( h- d) - 8 d
3

}  

+fπ 包ーπ，) C( l 2 d - M){ d ' ーゑ( み- 2d) } ]

- 4ゑ3

3  d '  _  d  

］π ‘ Ｍ ｔｾ ， ｃπ ， Ｍ ＱＱ ，ＩＫヨァ仇 Ｍ［ｲ ， Ｉ コ … …………..…….リ….日ベ.

0 一T ，i及E μ 2 π ¥( l z- a)  

'=- r - - b- 一一- 6一一 …:・・ ・・・・・・・・・・・・....... ... ..、..・・・・・・( 109)

{} ， =  T ; h ρ 2 庁，(h- a)  

2 一- b- - - b- 一一- 6一 一 . ..・ H ・H ・H ・"…. . .・H ・..… H ・H ・- ( 110)

R ，=  T.μ+{ } ，一π ，;  R ， =  T . +{}孔2 一πh包..…….日….日.……..….リ. .……..……..……..……..……..…..(ο111リ)  

Qι ，=一一サQ仏z = ÷ {(ケπ民叶，+村刊πh山2

{代e 〉 上 下 南柱の接接. 合貼に曲カ 寧が 作f用口する場合

第十一園、第二十九図書照

第 一柱に於て:

第 一 限 界

N Z EJ C = - TB叫 ん ・ :  ••••••• ( 川

E l-多 = - Tι + p，x + C，

C ，= O  

.. 

第 二 限 界

r 、

町三?をゴ= - T，x 十凡 + P c ・;.. ，...... .. ，. . . . . . ( 川沼

E I  dγ M  

7 す = - T，y +μ，x + P，α + C.

x = h  K 艶 L25=0され。

必. 包

放に C . = れを - p，h- Pch

m df の式 似 の 知 く な る

吋|

ｆｉｾＮ＠ 11. - f er me 即 時r; Cd.i ne.

D T砂 = _ T ，x'

I 正一- 一ーベケ+μ ，x
.....-<fdx  

E l  d  y  T ， x '  ， "  __， T L .. '  ' T '  h'  

--X;- -:;，:;- 一一一言一+f l ，x 十Pc x十 T ュヲ「
k  dx  

-μ I，h- Pc k  

ヂ= d l こ 艶 し 多 は 南 限 界 共 相 等 川 、 ら

、- . . /



-・・H ・H ・. .( 117)

E l  ...，... X
3

， ' T '  F x'  ， B x'  ， Pcx包 か F hx

z -y = - 4- + T q十 五+.L Ｒｾ＠ +  T' T X - T
，

耳

Ef y =- T4 + T Z-+筈+ C，

生+ b

ｾ＠ ，. k_ 

A  

ヤ- e-

Bん

- - 33乙- P c/t;c+ C，' ...・ H ・-・{ 118)  

である。

E I y = k[ - T五(4x -
6 ｾＩ Ｋ与の 一号 ＩＫ答Ｋ竿

C ，' =u 蕗

P  

Bhx  ，...， T  ，r  11 

- - f - P c b + CJ |  

に撃すし雨限界の移動量は等し; からねばならないから J  

- ヰ( ヤ- 6 ｾＩＫｾｾ ｾ ベー哨 Ｔ､ＭＶ ｾＩＫ平ＨんーをＩ

ぉ=df l G- . 2 9.  - ｦ･ｲｭ ｾ＠ a merI caine. 

ー午 Ｋｦｬ ， ､ ベＭ守 二 十 μ ， ､Ｋｐ｣､Ｋｔ ι Ｍ ｦＱ ＱｨＭｐｃｾＱ
B d包 . Pc dも Bh d T L ' - - I '  r  ，l  

十一一+ 一一一一一ァ- Pc hd+ に， I  

2 A '  2  A  .  )  P l = L，H 紛 + ( 1ゴ深江M c( dーめ .………. . . . . ..(  115)  

d(l - k 十 klz

、

是 - I ' 解いて

ぼれす

、，，，

a
p

t

・-

kh包+ ( l - k) d' =F

d ( l - k) : 十k h= A

kPc ( dーん) = B

故、に

メL

B  

C. ' =一句主2T，妥(4d - 笠)+与2 筈-3叫 h- 5)

Pc d Ｏｾ＠ T  T "  Bh d  

十一E - ( 2ん- d ) +て瓦一

人 = T 2二十五 H ・H ・H ・H ・.....・ H ・..・… …...・ H ・. - - ...・ H ・..( 116)  

主 2 A -， A  

の時には第一桂上端の移動量三して C，' のとの植を入れ故に x =ん

τ 次の知くたる。従っ て 去 の式 献の如くな る。

v -

や =- ｔ ｬ Ｒￌ｛ かＨ一山ｾＩＫイデ ､ Ｈ Ｔ､ 一等 ＩＫＱＲｨｚＭＱＲｨｾｽ｝

Ｋ去〔ぺ Ｑ ＲＨ 号 Ｍｰ｣ Ｉ ＱＫ ､ ｦＱ Ｒ 丹 Ｈ幼 ー ､Ｉ Ｋ 等 ι 刊二主 Ｒｾ ｽｊ

.. ..・・ ・・ ・・ (119) .

EfFf y=- T 主: + T Z K +互そ ・
ぷτ ' 2 '  .L 1  2 A '  A '  

u dZ= - T 21十T ，;::: -十位十P c土十 T 与- T E - E - PcA1
k  ai" - .  . L 1  2  ' . L Ｑ ム ｾ Ｍ ｔａ Ｍ ｉｾＢＧＧＧＧｾＱＲ . L

1
2A- A  . L "' .J  

叉移動の式は



写-j， = - T去〔か(- 8仰を)+d{ l ｫｫ ､ ＨＴ､Ｍ Ｖ ｟Ｚ Ｉ ＫＱ Ｒ Ｑ ｺ Ｇ 一助ｾ }J ハ

Cコ
、。

叉第二柱に於ては前項の如く して、 T ，= 九 よ り

+  Ｒｾ｛ か ｻＱ Ｒ Ｈ -会 - P，今} +d{ l め ( 幼- d ) +等d

号子f . = + T告[ ム( - 8ゑ+笠) +d{デd(ル筈) - 12h(号- h) }]

千12( 1- k) B，d¥l
Ｎｾ｜ｫ Ｍ ｉｖＩｌｊ￀ ＼ｫ ｦｊ＠ ( 別)

T ， ;;旨求 めると1，=九 三 し て

叉第二柱に於ては

- Uh' (会+ P C) + d{  12Pc( 2h一d片手(2h+ 王子め)

可3 ; - 4h) +d{ 17 d (8d - 12去)+2仰 -5γο
T， 

zzyg=T去[ か( 叫

、‘，，

O

6

 

0

4

 

唱

i，
，
t

、

、

』

'

1
」

f

h

z

，
J

d  ( l - k) +kh= A  蕊に

一去〔か ｻＱ ＲＨ Ｍｾ Ｇ Ｍｐ Ｎ ｃＩｽ ばＨ即 Ｎ ｣ＨＲｨＭ､ＩＫ 等生k Pc ( d- h) =B 

kh' +( l - k ) d'  = F  

+巴子L 与}} . ( 問

ｔ ， ］ｔＮ 叉 Ｏ， ］Ｑ Ｎ であるから前述の知くにして ｔ ，ｾ 得る。

か〔-JZ(Ba+32)ー 山 仇 + P. )J+d[ 12c( 2h- d) 仇+ 九〉

+子( B且 + B.) + 巴子)三( B，+ B.)J

{ h' (  - 8l t+ 6; )+  ､ｴ デ ､ ＨＴ ､Ｍ 笠ＩＫ 耽ー ＱＲｨｾｽ｝ Ｍ

然るに

k =l  I ' J . る時は

- 12Pc hd+ 12  Pch'  - 12Pch包 + 24Pchd- 121をd ' + 24Pc d'

- 24Pchd 

4h
3  

( 3h- 4h) +24dh(h- h)  

T .  

T ， 

。0
1

A

 

M

一
s

m
一ん

h  ， /1， ， P C  

O戸 - T ' ''''':'b- + ず+7 ・ …  ・・ ( 山〉

..…. ..…・… ( 130)

、.，，
寸
ょ

の

A

V

司

E

ム，，.、

、l

f
〉

t

E

E

，
ノ

d( l - k) + k h = A  

ゑP ，c( d- h) = B ，

kP .c( dーん) = B.

悲に

h  f1 

(). =  +  T' 7;- 7  i/  ・…  ・・・ ・・・ …  - … (125) 

R .  =()， + T.  .... .. .......... ・H ・- …・…… (126)R ，=O，- T且;

Qιl=÷ 仇 + 村ρ凡且「一→ρんω. ) + P円; ' Qι .=i - ( 似PルC山+ 帆ρ凡A一んω) ........ (向12

1  

kh' + ( l - k) d ヨ= F
雨柱が夫々上下位の接合黙に相異る曲力率ぞ受げる場合(f) 

さなり
F = lt宝A =んj

ざすれば

B  ，+ B.  =c ( d- h) ( P; + P
2

) ;  

k = l  第十二園、第三十図書照

第一柾移動の式は



T . h ， /1伶 P .c

8.  =一一一一+ーニ+ーι- ........ …(133)
b  I  b  I  b  

R. =8.- T.... …...・ H ・...・ H ・.. .....……...... ・…{ 134)

Ql =J -( ( P233一川人) 十λ ;

Q.  = + { ( P . - P，) C- f l ，+人 } - P. ( ρ  

QιE =÷封(七( P，一Pλ. )κC十村ρ凡A一イρ人. }ト一P 且 ;  

O A T h μ ，.  P ，c  

=ーームー十一」十一」ー
b  I  b '  b  

ｒ ｾ ］Ｘ ， Ｍｔ ，＠ ;  

p. ) P 孟

o  (i.之

一ー一一・ｾ

.  R， 

轟 - 3 1
，. ， 

下-st

l El  

ｾ＠ ｾ ｉ＠
!  な同l

i えl

Q.  =+{ ( P，- p . ) C付 ，- / 1. } + P.  .. ... 1 仰

P ，) p.  一一一 一 一 ι 一 一一一一

柱の下端固定上端滑節なる時第三節

z  

f l G.  30.  - f erme a  trei Jl i.. dOIl T! e5.  

(  12 、 f

h't  --7z-:' c( d- h) ( P， + P. ) - 1'2c( P， +P. )  }+ d{  12c. (2ゑ- d )

E  可

小屋総上に集中横カが作用する場合

此の場合は極めて関車である。。及 Q は3たの如くなる。

( a)  

x ( λ + λ 〉 十 町dーん) 仇 +P. ) }  

- 4ん'

， ，・

8，={j . =子 ...... ... ........ .................. .... . . . . . . {137)

τ、=

Q，= - Q. =字 ( 附

=去( P，+P. ) cd( l z- d)  .... ....... ....... ....... .. .. ........................(問

r 、、

第十三園、第三十一国警百

柱上に等布槌カが作用する鹿合

N= E J 5 3 = - M- x ) +む今必: ， 〔139

E l fh- =  - 8  ，(l ZX 一子) +子(仰 十子- lt x ' ) ;  

第 一 限 界

第十四回、第三十二国書照

第一柱K 於て:

)

 

-
o
 

r
‘
、

さ許

ｊＭ 、ｾ

! s- l  

! ぷl

町長|

l ゐj I  

i 、 |

E  
T， 

f ，Co.  1.2.  - f er me a  tfejJ/ js  dc. ubl es. 



ハ

円

。

-
- O，(/t d一千)+子(/t ' d十字 - h d

Z

)=忌[ - 0且(/t d一千)

Z 山 こ 劉 し 雨 除 界 の 去 は 相等 しU叫 ち

第 二 限 界

/1x =号L42=-M-z〉+ 包ヂ 附

子27=一札(/t x一子)+子(何十子- /t x ' )+Cz  

+与(ん空晶子- hd' ) + CzJ  

一辺 一一 一一

t1J: 

. -'一一一一ー

ミ!

寸

l

J
ー

乞 = 0 に草すし C，=o

ｾ＠

「 ー ・ーーーーー一一ーｾ
I  f}， 

I  -ー.... 

ｫＱｾ＠

T
1  

FIG. " .  - fet me a me.t icai l'l e.  

ｆｬｾ Ｎ＠ 31 - F' erme amerl ca.. ine. 

F，骨. 14. - Fe，，，，e  angl ai 払

五

-ー-

Gz  

f I G. 32.  - ｦ･ｲｭ･ 加 ｾｦ｡ｩｳ･Ｎ

十一一一一斗

τム

81  

ｔ ｾ＠

J PZ  

ｾｉ＠ p 主

.... 



C. .=守 [ O. ( hd一千)一子( h' d十字- hd
2
)]

移動の式は第一限界に劉・しては

• E I y =一札( 宇一千) +子( 与 ぽ-芋) ・( 141)

第二限界では :

名= -0.( 宇一子) 十手( 竿+舌- 与) +守x[ 叫んd千)

7JZ(hzd+ヂ- / t d ' )]+ι F 

<<=d I'Ltt L: 火式を得る。

一札(竿一千) +子( 竿+芸 hヂ)→{-O.(宇一千)

+子( 午+安一千)+守[0.(砂一千) 一子(h' d

Z

+千- hd

3

) ] +Cz' }

これや解いて

か与 ｬ￟ＮＨ 一千Ｋ与ＩＫ子 Ｈ守 ＺＴ Ｍ 竿ｾＩ ｝

故に x =んさしさ第一桂の移動を求めれば

ZZfi=ー竿+学+主計[0.(ヂ- d' h十!t 'd)

+子( 4 M2 - M3- M十字)J ... ... .............(14 

第二柱に於て:

第 一 限 界

E4三=/1匁=8.( hーめ

第 二 限 界

子53=M-z〉

E25=Og( ル一子) +C ，

E I  dll  n  ( .  X ヘ
一 一ーと = 8.(hx - T l + C .
k  d，r: Ｍｶ Ｇ｜ ＧＮｾ＠ 2  J  

C. =O 叉 x = d ざして

82( hd一千) =k[ 8. (lt d一千)+c.J

( k- l : [  - O. ( hd一千)]=ι

即 ち ら守[ ーム(hd一千)J

従って t angent e の式は

ｅ ｉ ｾ］ ムＨル一千Ｉ［ ..... ............. .........: ........................ .. . . . . .{凶〉

写 ＲＳＴＲＨｍ 一子Ｉ十与ｾ｛ーム Ｈｨ､ 一千 Ｉｊ ο4 4 )  

移動の式は

初 = 0.( 与一千) +C. '

予=0.( 苧-3二) +与1〔- MAd- 4) 〕+ C J

C .' =O C.. ' を知る震に x = d 三して

O.  Ｈ 竿一千 Ｉ］ｫ ｻ 孔 Ｈ宇 一 千Ｉ十与ｾ ｛ - 仰r 一手)J+C.')

ι ' =山{ 引竿千) - { } . ( - hd' 十字)J

C. ' =ーザ。←空宇+子)

抜って
.. 

，.、

c' )  

、。

EI y=8. (与:一千) ............... :........ ........ ..... : …  ・ ( 145)  .._， 



(ヱ
v

)

ｾ］､ に針し
5Ly=Oa(宇一千) 一字〔叫んか今一等+宅) J ( 146)

- 01( M - 4)+π(d'一千)=[一民(Izd一千)+Cf }

。- 1) { ) ，( hd一千)+π (d' 一千)=kCt

C' =十字( ) ，(hd一千)+イト ×ヂ

第二柱の移動孟は=欠式にて奥へ られる。

或 は4Zfg=02(与一与) 一与〔孔(h' d一宇一字+冬)J

従って t angent e の式は

ft' k - L / . . .  . . . . d' ¥ 

= 8 2 7 - 7 0 J M- dt ん+てd' " ・.. .............. .… H ・H ・( 147)

- hd'  - h'd+与)J

f ，=/，にして且つ{ ) . = {} ，であるから

{)， ft' ，Pl t ‘ k - l r n /d'  y . y . . _  y¥ ， p / 3  

-→ナ十一一ー十一一一 I (} ，{;"' - d'h+lt 'dl +一一{一一lt'd'
k  I  V  ' ¥.  3  ｾ＠ '" I  ' "  ｾ Ｉ Ｇ＠ 2  ¥. 

=。ι 一生2102( M - Mg+竿)

-

l

p

e

l

吋

1

1

1

1

'

-・…"… ( 148)

是ｾ解りば

k - l  

<l - lt ‘+:.:..ーC=C4Iz ' d- 6h宮d 丞 +4hd' - d'

{} ， = ニ，.. P 仲

16

4  

• • • k - l  

_1z3+"' k

L

( 3h'd- 3hd
2  

+ d  3)  

1三T( 

ゑ= 1 なる時は

。孟=土Plt ..... . . . . . …・・………・・ ・ ・ ・・・( 凶)

16 

上下雨桂の接合貼に集中艇力が作用する場合

第十五困、第三十三回参照

( c)  

fl ( i .  15. - f"er. me  Mari sm. 

ｅｉ 多］一札 Ｈｨｾ - Z;' )+π( 均一千) ;  ・・・・… ( 152)

El  dy ，， / ，. .. ｾヘゑ ＭＱ ｌＱ Ｈ ｲ｟Ｍ， dヘ π d'

一一←司Jι 乙一=一0仇削，(んμZ一一『寸) +一了0札引，( hd一一-→) +- y 了 H…………..…….. …....……… .. 山….. …  .. ……… .. ….日….. べ .

ｊゑｾ ､ｾ＠ ｖ ， ｜ ， Ｂｾ＠ 2  Ｉ 厄 ｜Ｇｖｾ 2  } 厄

移動の式は

、
E

ノ

噌

E

E

・

尺

U

句

E

a

，
，
E

、

、
I
'
'
'

Z

 

界

川

川

a

u

 

限

一
一
一

一一

L

Y

一
ρ

2

d

-d

 

U

一b

Eζ ¢と=- Ozf bz- 21+CF
k  ､ｾ＠ v  Ｇ｜ＮＧＢｾ＠ 2  /  

第一柱に於て:

第 一 限 界

ＲＵＳ］Ｍｏ ｩＨ いＩ十 π ルｾＩ附

a・

El !{J= ＭＨＩ ， Ｈ ル一子 ＩＫπ Ｈ､ｾＭ 子Ｉ



E J y =  -(}. (宇一千)+π (宇 一千)... ....{附

主Z引 = - f l ，( h! '  - : ' i +! 二! ( } .( hd%一 色)+-Z 4 f
T Y= - V ' ¥- 2- 6 ) '  k  ｖＧ ｜ Ｇｖ｟ｾ＠ 2  / .  k “  

十字ｻｽ ，Ｈ 一等 Ｚ Ｋ冬 ＩＭＫｩｬＧ ｴｾ ......(日5)

% = みに艶し

ろよλ =一呼: +ザ仰宅d - !t d ' +千) +す( 宇一千) ρ56)

又第二世に於ては前噴の知く して

ZFfg=04ーをずι( 冬- d'  !t+ d!t .)  ............ .... ..... .. .(日7)

1，=1，三し( ) . =() ，の関係を用ふれば

(} ，ft' ， kー 1 l ) ( l . . . J  l . . J . J . . __r: ! : _ i  π :rr!._まん d' i= fI !!: 
ーすーＫヲ ｾＨｽＮＨｨ Ｎ ､Ｍｨ､ＮＫ τＩＫ つｦＭ｜Ｍ 2 " - 6 ) = tJ 

第一限界に於て

-・E

‘
，
 

s

、・
、

i

、

‘

!
、

1¥( t  

ｾ ｩ＠

五

k - l  n  ( d '  1 0  1. '  .7l . .  ¥ 

一一-;L ().( !3:，， - d2  h+clか)
k  V ，¥ 3  _ . ，'  _ ..  /  

F lq.  :3. 3. - Fer me ｍ ￳｜ ω ， ｡ ｾ Ｇ ｌ＠

是ぞ解けば

Ef y=- ya( 苧 - 4 ) +π (宇 一千) ;  

Ti' T  .  ｾ＠ ^  I .h z '  .x'¥， k - 1n 1 ， ，. d ヨ.x¥ π d' .x

や =-{}. ( キーす)+"'k .1.{} ，( hd.x- ( ，b 2  "' ) 勺 < N2"" +  C"  

........(158) 

πd場 ( - 3ん+ d)

2h'  ， k- l ( 呪 ¥I  

6k --;; Ｋ一 ｾｌＨ ＿ か ､Ｍ ＿ ､ Ｂ ｨＫｔ､ ＧＩ I  
l. () fe 、 u

0札l 一 πd 包( 一9ん+d) 一

一 4k( J 十字(3!t ' d一 山 間j

{} ， =  

E文は

ぷ = d なる時南限界の移動量は相等 しい。

_  -(}l (竿一千) +利子一千) =忌[ - () ，(竿一千)

十 字仰 ､ Ｒ 手Ｉ十号 ｾＧ Ｋ ｃｉｉｊ

(

的

。

〉

…・ (159)

k = l なる時は

k - l n I  h d温 d '¥ πd '

C，，='" k. {}l ( - ' " '2 +τ j - v  

是ぞ解いて

雨住が夫々上下位の接合結に相異る集中横々を受ける場合

第十六園、第三十四固参照

( d)  

放に移動の式は結局次の形をさる 9



〈

泊

。

)

42fz=24:-守仰:._d- hd' . 十字) +号(d; h一千) ο61)

依って

第二柱に於て

然るに 8. ={} ，

8.h、 必ー1 n  ( ，. ， " .. .  d
3， π ，(d . !t d "¥_ 8，及、

一一γ +一r- {} ，(h' d- hd会+一一)+ーート一一一一)=一一
3  k  v ， ¥'" ｾ＠ Ｇ Ｂｾ＠ ， 3  / ゑ ¥ 2  6  /  3  

-与{} ，(かd- I t d当+ヂ) +会(宇 一千)

k .- 1nn /，. ， ， ，.  • d ' ，π z一π .rd ' h  d '， 
- τ {} ，h'+' " k  ｾＲ Ｘ ， Ｈ ｨ Ｇ ､Ｍｬｺ､ ＧＫ τ Ｉ ］Ｂ Ｒｫ Ｂ ＧＨ 了 一 τ ｪ

、

"“: t : 白、

.- . ;  .. 
、

0  ・・

‘ .  

d 三( 3h- d )

・( 162)

- - h' +与(3h' μ h d
2

ぽ )

。π 包 ー πa
-

a ー

' u

或は

放に

五

fl G- .  ｉｾ Ｎ＠ - Ferme 旨rllleム

1i 

ゑ= 1 なる時

(}，=(7r . - 7 r . ) ( 主当戸よ) ................ .".... ......... ( 附

ee 
時皇l

J
r

・

-

冶

l

l

セ

て&， I  

ｾｾＮｾ＠ l;  
T 日 : :1 I  

1 T !  

す一一一千一一一ー

ヘ

下一一-

ｬ 十ｾＭＧ

吋

:P 

キー|

世

'7t:， 

..，...・

M 

ｾ＠

fl (f. ｾＴ Ｎ ・ｾ ferme armee.) 

1i 

前項に従ひ雨住の移動の式は次の如くなる

第一柱に於て

石

fl ( i . ぁ. - ferrne Pol oncea. u  .sl mpl e.  ラFfa=-E4: 十字札 ( h' d- hd' +ヂ) + ｾＱ Ｈ 竿｟ ｾ ＧＩ＠ ( 160)  



ZF25=ー
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一

進

一

退

を

繰

り

返

し

て

お

っ

た

寒

暖

の

駈

け

引

き

も

‘

さ

う

さ

う

春

暖

の

勝

ち

さ

な

っ

τ
、

野

の

而

に

は

若

々

し

い

t

し

か

も

寒

さ

に

き

た

へ

ら

れ

た

底

力

の

あ

る

結

の

色

が

み

な

ぎ

っ

て

ゐ

ま

す

。

太

陰

暦

か

ら

、

太

陽

暦

に

移

っ

た

時

何

故

太

陰

暦

の

月

々

に

割

り

あ

て

大

春

夏

等

の

季

節

令

踏

躍

し

た

の

か

、

口

や

筆

で

は

初

谷

だ

な

ぞ

三

レ

っ

て

ゐ

る

が

漏

室

咲

き

の

梅

が

肺

病

山

山

著

の

や

う

・

な

淋

し

い

笑

ひ

を

見

せ

て

お

る

だ

り

で

冬

酷

た

候

だ

。

審

一
H

A

秋

冬

は

人

聞

の

左

右

出

来

る

も

の

で

な

く

て

自

然

の

循

裂

だ

。

そ

う

い

っ

た

因

盤

的

の

呼

び

方

そ

や

め

て

、

-

R

自

然

の

春

の

お

ご

づ

れ

そ

よ

ろ

こ

び

ま

す

。

そ

の

華

や

か

な

、

鹿

ら

か

た

春

に

因

ん

で

、

四

月

時

制

は

建

築

の

装

飾

に

就

い

て

の

記

小

申

告

満

載

し

て

治

目

見

得

致

し

ま

す

。

と

L

に

遺

憾

な

事

は

本

野

氏

の

『

建

築

の

色

紙

に

就

い

て

』

の

記

事

や

先

生

の

御

都

合

か

ら

吠

就

に

姐

さ

ね

ば

な

ら

な

〈

な

っ

た

、

』

さ

で

あ

り

志

す

渡

遜

圭

科

氏

の

講

座

も

愈

々

要

項

に

筆

を

沿

進

め

下

さ

い

ま

し

た

。

石

井

氏

の

楳

威

あ

る

御

研

究

は

今

月

で

終

了

さ

な

り

ま

す

。

『

ロ

シ

ア

の

新

建

築

』

は

ロ

シ

ア

人

の

絞

者

の

赤

裸

ゑ

紹

介

ぞ

玩

味

し

て

「

さ

い

。

グ

ラ

フ

も

と

の

文

中

に

現

は

れ

て

来

る

色

々

の

傾

向

や

示

す

た

め

に

建

築

の

み

に

か

ぎ

ら

ネ

姉

妹

謹

術

で

あ

る

舞

蛍

装

置

か

ら

も

選

び

ま

し

た

。

。

谷

頭

口

一

締
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「

ミ

ケ

ラ

ン
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ェ
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デ

ッ

サ
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」
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宇
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が

御

泌

競

の

復

製

ぞ

御
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っ
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叉

、

デ

ッ

サ

ン

の

頁

に

は

・

三

月

に

製

窓

を

巣

立

っ
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築
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一
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に
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に
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来
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、
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襲
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せ
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。
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は
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す
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詑
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。
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、

あ

り

ま
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、
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三
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茜
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の
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催
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b  

常

務

曾

ム

日

時

=a月

十

日

午

後

四

時

三

十

分

|

|

六

時

本

協

合

舎

議

室

ヘ
島

b

習

場

ム

出

席

者

理

事

宗

理

事

野

村

常

務

和 様

阿君主

主

問

主

記

間 坪

都 弁

木 入

村 木

本

間

編

瞬

編 編

車時斡

一

ム

報

告

一

)

二

月

分

合

計

報

告

二

、

昭

和

二

年

度

常

設

委

員

令

事

業

報

告

三

、

良

質

合

開

悩

調

査

委

員

合

調

査

報

告

四

、

定

款

吹

正

調

査

委

員

曾

経

過

報

告

ぬ

議

官

申

一

、

三

月

例

合

に

闘

す

る

件

総

演

者

裁

定

に

付

協

議

二

、

春

季

大

舎

に

闘

す

る

件

見

感

波

行

ド

付

目

的

地

共

他

協

議

立

案

た

な

す

一

一

一

、

第

五

回

全

凶

工

業

家

犬

舎

代

表

賛

行

委

員

選

定

の

件

四

、

事

務

所

程

燈

に

闘

す

る

件

五

、

令

只

詮

衡

委

員

舎

O

展

覧

曾

開

催

調

査

委

員

曾

ム

日

時

二

月

十

七

日

午

後

五

時

|

l

七

時

三

十

分

大

同

生

命

ピ

街

地

階

ヲ

イ

す

ン

食

堂

、

ム

合

場

理

ｾ ｝ｲＮ＠

ム

出

席

者

協

同

宮

彦

八

木

幸

次

郎

ム

記

事

一

、

坪

弁

誠

一

氏

仮

に

座

長

と

な

り

本

委

員

小

笠

原

抑

制

下

消

光

衛

相

町

弁

誠

一

樋

口

長

太

郎

主

問

主

計

ぜ 先 令

り づ 設

委 位

.n に

長イサー

の て

五 官i.

ｾ務
1Jo> f孝

行 の

ひ 経

2史 過

の お

通 説

決 明

定 乙

委

員

長

宗

兵

蔵

氏

一、

幹

思

の

五

選

は

委

員

長

出

席

の

さ

き

に

輔副

る

こ

と

?

し

決

定

ゼ

ナ

一

、

展

覧

合

じ

付

意

見

の

交

換

ゃ

な

・

し

散

含

ぜ

り

一

、

次

回

本

委

員

合

閉

山

胞

は

来

る

二

月

二

十

九

日

頃

と

L

家

委

n

H

長

の

な

副

悶

た

凶

晶

、

決

定

す

る

こ

と

但

し

展

覧

合

に

腕

・

し

考

案

乳

母

持

ち

寄

り

の

こ

と

O

第

二

部

(

教

化

)

委

員

曾

友

第

二

分

科

曾

11寺

二

万

二

十

日

午

後

五

時

1

|

大

時

三

十

分

大

同

生

命

ピ

b
w

一

地

階

-
7

イ

す

ν

食

尚

早

{

ム

1' 1  

ム

舎

ｾｊ＠

八
心

肉

席

者

幹

事

委

員

分

科

委

員

小

笠

原

池

岡

谷

久

お

口

松

本

俄

八

高

橋

組

事

治

佐

藤

佐

銅

増

山

新

卒

ム

一 議

J a. 、

B  A 中 8

i ! 主旨日と各 辰

て 鍛 部 之

任 舎 詳 助

期 持 細 民

間 舎 に 邸

中 ぜ 就 見

に ざ て 接

取 る 現 の

事!1 1 t 寸 報

め 報 悶 告

費 告 提 舎

舎 出 作

長 朱 の ) j l ( j

よ 完 こ の

8  



り

常

務

合

へ

報

告

の

‘

、

と

O

第

一

部

(

涜

制

)

委

員

曾

及

各

分

科

綿

曾

o  

日

時

二

月

二

十

二

日

午

後

五

時

|

|

九

時大

同

生

命

v
u
v
地

附

ヲ

イ

オ

Y

会

内

甲

車

A  

令

場

A

U

同

席

者

第

二

分

科

池

田

賢

島

岡

頁

戦

浦

英

之

助

阿

部

鮫

則

繊

演

勉

竹

内

線

小

寺

禰

一

須

川

市

脈

太

郎

河土

問

第

三

分

科

野

呂

長

四

郎

高

木

良

太

郎

今

林

彦

大

郎

第

四

分

科

第

五

分

科

第

六

分

科

A

U

記

事

一

、

池

m
委

員

長

よ

り

本

年

度

の

委

員

任

期

愈

満

了

す

ろ

に

付

本

タ

は

引

織

に

闘

し

協

議

致

皮

旨

在

述

べ

お

日

取

纏

め

作

成

C

れ

る

報

告

将

た

修

正

し

て

合

長

に

縫

向

す

る

こ

と

に

決

す

・

一、

水

タ

は

最

終

の

委

員

合

に

付

山

川

積

h

H

の

怨

談

あ

り

て

散

含

ぜ

り

O

第

三

部

(
資

料

)
委

員

曾

1::.. 

日

lI iF 

二

月

二

十

三

日

午

後

五

時

1

1

八

時大

同

生

命

ピ

断

地

階

守

イ

オ

ザ
J

食

1::.. 

合

渇

ム

出

席

者

ー

敏

雄

大

阪

暖

房

商

合

東

京

総

築

餓

株

式

合

祉

大

阪

支

庖

日

本

ス

v

l

ト

奴

貰

放

式

合

枇

大

阪

支

庖

大

阪

材

木

商

同

業

組

会

須

賀

商

合

高

松

平

太

郎

商

応

大

阪

陶

業

株

式

合

一

枇

中

村

ゲ

ラ

=

y
ト

商

問

b

u

日

本

板

橋

子

株

式

A

W

一枇

浅

野

物

車

均

株

式

合

枇

大

阪

支

底

委

員

長

委

員

委

員

A

記

事

一

、

夕

食

後

協

議

舎

や

聞

き

先

づ

松

室

委

員

長

よ

り

近

時

建

築

材

料

の

話

歩

に

伴

ぴ

模

造

修

造

類

似

品

の

続

出

L

之

が

渋

定

じ

苦

し

む

状

況

と

な

り

し

た

以

て

協

舎

に

於

て

も

選

定

方

法

に

付

考

究

C

つ

弘

め

る

次

第

な

り

就

て

は

営

業

者

諸

氏

の

御

意

見

た

隠

者

共

に

研

究

す

る

m

x

わ

り

さ

存

E

御

令

合

ら

願

ひ

れ

る

旨

乳

母

述

べ

夫

れ

よ

り

窓

目

ん

の

交

拘

た

な

し

協

議

の

結

果

資

料

陳

列

窃

設

置

た

促

諮

ぜ

t

め

兵

俊

案

迄

進

む

る

こ

と

に

意

見

一

致

L

協

議

の

上

申

合

事

項

与

決

議

ぜ

り

申

合

事

項

ハ

略

す

)

O

展

覧

舎

開

催

調

査

委

員

曾

二

月

二

十

七

日

午

後

五

時

|

|

入

キ公

海

本

.議

糸

永

文

古

梶

山

ヨド

村

上

龍

馬

須

賀

藤

五

郎

高

松

平

太

郎

浅

係

国

民

一

中

村

町

長

七

中

村

文

夫

稲

ｪ ，ｾ＠

谷

和

三 岡 松

木 部 室

*l l . i ' i 常

二 貝リ 光

乙h

日

時

ム

b
w

柑

樹

ム

出

席

者

委

員

長

委

員

ム

日

時

三

十

分

本

筋

合

々

鵠

室

O

展

覧

曾

開

催

調

査

委

員

曾

坪? 也宗

井 田

誠 宮 兵

一 彦 裁

時

三

刃

五

日

午

後

五

時

ー

ー

ー

八

時

十

分

本

協

合

品

目

議

室

下 吉

浦 井

光 長

街 七

A

記

事

一

ム

合

第

二

関

舎

宗

共

滋

氏

よ

り

委

員

長

就

任

の

筒

-

ム

出

席

者

思

な

る

挨

拶

め

り

て

後

幹

事

の

選

定

に

付

一

委

員

長

宗

・

兵

絞

殺

り

委

員

長

指

名

に

よ

り

左

の

泊

り

依

帰

一

幹

事

坪

井

誠

一

一

委

員

・

池

岡

宮

彦

乙

永

諾

わ

り

一一

吉

井

長

七

斡

等

坪

井

誠

一

氏

一

樋

口

辰

太

郎

一

、

次

で

協

議

に

入

り

如

何

な

る

展

覧

含

た

一一

、
A

n

u

甘

仙

ド

問

催

す

べ

き

m

y

に

付

時

り

先

づ

池

問

委

幻

一

t

E

Z

提

出

の

別

紙

案

に

付

協

議

・

し

一

組

々

窓

見

の

一

一

、

宗

委

員

長

よ

り

前

問

委

員

令

の

経

過

報

…

ι
ロ

わ

り

舎

州

坊

さ

・

し

て

デ

パ

ー

ト

ら

借

入

す

交

換

わ

り

一一

こ

と

が

比

際

最

も

蓮

舘

と

決

乙

れ

る

に

つ

吹

け

い

友

の

諸

事

項

に

付

協

議

一

1

.
b

n

携

に

付

て

一

付

先

づ

デ

パ

ー

ト

に

付

開

資

す

る

こ

と

と

之

デ

バ

!

ト

メ

y

ト

の

借

入

に

付

て

一

な

り

吉

井

委

員

に

三

越

央

服

感

日

付

交

渉

3
.

資

金

の

捻

出

に

付

て

一

・

し

れ

る

結

果

(

坪

井

静

脚

本

は

非

公

式

に

高

4
.

規

総

の

犬

小

に

付

て

一

島

屋

呉

服

庖

に

付

制

査

し

れ

り

と

て

報

告

5
.

本

委

員

令

の

櫛

限

に

付

て

一

わ

り

)

に

付

報

告

わ

り

一、

結

局

先

づ

デ

パ

ー

ト

借

入

に

付

交

渉

為

一

一

、

夫

れ

よ

り

協

議

ド

入

り

左

の

事

項

協

定

開

始

す

る

・

・

と

に

決

L

吉

井

委

員

三

越

央

一

ぜ

り

服

底

に

付

交

渉

に

営

る

こ

と

に

決

し

交

渉

一

1
.

財

源

捻

仰

に

闘

す

る

件

頁

結

刷

用

の

上

は

直

に

委

員

舎

や

開

催

す

る

一

3
.

展

覧

合

開

催

前

ぷ

位

宅

設

計

園

祭

や

懸

こ

と

に

決

す

一

俊

募

集

ゃ

な

す

こ

さ

但

乙

話

の

模

様

に

よ

り

坪

井

幹

事

に

於

一

一

、

倫

協

議

の

上

別

紙

報

告

舎

の

油

決

定

ι

て

委

口

合

開

催

日

時

決

定

の

こ

と

一

常

務

舎

に

提

出

す

ろ

と

日

決

し

散

命

ぜ

り

つ

委

員

長

5

U的

考

慮

あ

リ

れ

き

溝

墓

た

一

一

、

本

委

員

合

は

こ

れ

に

て

終

了

の

旨

委

員

述

べ

散

合

ゼ

リ

一

長

上

リ

報

告

わ

り

小

笠

原

剣

八

木

幸

次

郎

9  



i 曾|

d  

日

昨年

二

月

二

十

日

午

後

六

時

叶

分

|

|

九

時

大

同

生

命

ピ

ル

、

八

階

大

集

合

室

A

合

協

A
U
m
席

者

部

演

者

大

阪

陶

業

株

式

合

祉

研

究

課

長

工

祭

士

波

駅

、

良

一

氏

坪

弁

誠

一

様

融

制

勉

左

谷

米

三

郎

八

木

幸

次

郎

加

藤

善

土

目

前

島

清

一

岡

村

忠

一

伊

藤

率

太

郎

波

溢

源

治

山

中

茂

一

中

村

勇

西

村

長

次

郎

角

谷

久

腕

片

岡

安

中

村

専

七

小

西

一

支

道

関

泰

三

郎

牧

野

利

秋

佐

臨

時

佐

絵

本

儀

八

松

久

保

敬

三

袋

正

一

奥

野

時

三

木

村

克

一

本

間

乙

彦

岩

尼

保

衛

小

川

久

市

竹

内

総

中

村

義

雄

吉

岡

飽

郎

.

山

下

段

三

郎

問

中

勇

池

田

谷

久

吉

山

本

務

一、

定

刻

六

時

三

十

分

郎

弁

主

砲

よ

り

閲

舎

ら

宣

仁

先

づ

活

動

潟

員

二

谷

(

欧

米

都

市

総

築

と

し

て

A

h

w

u

v

、

パ

リ

市

街

)

た

映

潟

L

坪

井

主

記

之

れ

が

設

明

ゃ

な

す

一、

次

て

講

演

じ

移

リ

片

岡

令

顕

は
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内案者業負請築建
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内案者業負識築建
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内案者業負請築建
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内案者業負請築建

〈同 不 第 次 〉
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す

一

、

債

格

低

廉

、

御

試

用
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乞

ふ
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潟

気

と

マ

J

1

ル

防

水

剤

建

築

に

潟

筑

は

大

敵

た

り

潟

気

は

控

築

材

料

の

気

孔

を

栓

塞

す

る

が

故

に

、

尾

壁

中

に

保

有

す

る

空

集

を

減

却

せ

し

む

、

従

っ

て

、

室

内

外

の

空

気

換

気

を

妨

げ

、

衛

生

上

有

害

た

る

の

み

な

ら

歩

、

間

断

た

〈

蒸

援

す

る

水

分

の

た

め

、

冬

は

一

層

寒

冷

を

増

し

、

夏

は

叉

蒸

し

暑

く

、

誼

度

の

温

度

の

加

は

る

と

き

は

、

種

々

の

害

商

接

生

繁

殖

を

促

進

し

、

之

れ

が

た

め

木

材

、

壁

材

等

の

腐

蝕

腐

朽

を

早

か

ら

し

む

る

と

食

物

貯

臓

口

即

の

腐

敗

川町

質

を

来

さ

し

め

吏

K

潟

試

は

石

京

、

セ

メ

ン

ト

、

モ

ル

タ

ル

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

中

に

浸

透

し

可

溶

性

盟

舶

を

溶

山

せ

し

む

る

が

故

に

、

甚

だ

し

く

建

築

外

側

の

美

を

汚

損

す

る

と

共

に

、

開

類

の

結

晶

並

陀

水

分

の

掠

結

よ

り

起

る

膨

張

は

壁

面

其

他

随

所

に

亀

裂

を

生

じ

い

亦

溶

出

す

る

盟

類

は

姐

ア

ル

カ

ヲ

住

友

る

が

故

に

石

材

、

木

村

、

錨

材

、

壁

材

其

他

の

建

築

材

料

を

腐

処

し

、

移

し

く

船

久

性

を

損

害

す

る

も

の

な

り

本

邦

の

安

候

は

臥

米

の

乾

燥

地

帯

と

具

な

り

、

友

時

は

、

広

石

川

中

常

に

八

十

.

W

1
セ

ン

ト

以

上

の

潟

試

を

保

有

し

、

不

訟

-

K

も

家

屋

に

害

菌

沌

被

り

易

さ

と

と

世

界

に

比

類

友

き

土

地

た

れ

ば

家

犀

並

に

貯

蔵

n

u

の

保

存

耐

久

と

街

生

上

防

相

儲

設

悦

に

マ

ノ

I

ル

は

必

要

紋

く

べ

か

ら

-

T

マ

J

I
ル

は

セ

メ

ン

ト

の

強

度

に

少

し

の

錨

硬

化

も

来

す

と

と

な

く

永

久

不

鑓

質

に

し

て

強

大

た

る

水

底

に

耐

ヘ

セ

メ

ン

ト

、

モ

ル

タ

ル

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

及

石

次

漆

喰

の

防

水

防

潟

則

と

し

て

も

最

も

好

適

の

材

料

た

り

本

品

の

義

明

は

最

も

至

難

な

る

防

水

工

事

を

簡

易

に

完

全

に

安

慣

に

解

決

し

本

邦

唯

一

r
w

纏

威

あ

る

防

水

剤

と

し

て

土

木

建

築

界

に

多

大

た

る

賞

讃

を

蒙

る

特

大

阪

市

西

阻

凶

道

煩

郷

遜

二

J

A

r

-

建

築

材

料

合

資

舎

壮

一

電

諮

問

領

川

二

五

六

九

喬

一

炉

問

答

大

阪

七

四

八

O

七

番

一

大

阪

市

西

区

江

戸

期

北

泊

五

ノ

三

五

一

木

下

謹

三

商

庖

一

電

話

土

佐

堀

二

二

ハ

六

番

一

。

地

下

室

。

防

水

O

船

底

知

渠

の

防

水

一

一

周

一

O

壁

尾

根

の

肪

水

一

O

便

所

糞

他

の

防

水

一

一

一

。

床

井

戸

側

の

防

水

一

O

高

架

鍛

道

の

防

水

二

一

O

炊

事

治

室

の

防

水

一

O

水

力

工

事

の

防

水

ご

途

一

。

地

下

館

道

の

肪

水

一

。

鰭

泊

タ

ン

ク

の

防

水

一

一

。

水

道

貯

水

地

の

肪

水

O
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他

街
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工
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陸屋根地下

本

ロ

m

は

純

廠

織

物

を

主

要

材

料

ご

し

無

酸

乾

燥

特

天

然

ア

ス

フ

ア

Y

ト

を

臆

用

し

強

度

仲

度

祢

透

隙

に

於

て

同

種

口

問

中

最

高

の

記

録

を

有

す

る

合

理

的

に

し

て

最

も

進

歩

せ

る

科 業 管目

築

式

⑨ 

和

建

金

物

入輸直= 負請= 作製

大

阪

市

北

鼠

南

森

町

村

悩

西

孫

南

庖

建

築

金
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具
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